



[image: ]











[image: ]











王太子の仮花嫁はロマンス小説みたいな恋がしたい
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序章　恋がしたい









　柔らかに吹き込む秋風に頬を撫でられながら、十八歳のクラリッサ・アーカート・ウィンダミアは分厚い本を閉じた。赤の装丁に金箔で文字が飾られたそれを大事そうに胸に抱え、深く深呼吸する。上質な紙のいい香りが鼻をくすぐり、いままさに頭の中で描いている世界に彩りを添えた。

「はぁ……やっぱりロマンス小説って素敵」

　文机に向かっていたクラリッサは椅子に背中を預け、とろけるような目で天を仰いだ。その瞳には幾何学模様の天井とシャンデリアが映っているはずだったが、クラリッサは何も見てはいなかった。読み終わったばかりの物語の断片が、走馬燈のように浮かんでは消えていく。

　そのとき、ドアを控え目にノックする音が聞こえた。

　クラリッサははっと我に返り、反射的に本を机の上に置いた。周囲を見回すと、書架で埋め尽くされた自室が目に入る。窓の外からは、西に傾きつつある太陽の光が射し込んできていた。お茶の時間は終わっていたし（だから午後の読書に励んでいたのだ）、侍女のメアリーならば声をかけてくるはずだ。また衛兵もクラリッサの部屋は素通りで自分の部屋に来られるのは、このウィンダミア王国にはたったひとりしかいない。

　もう一度、とんとんとノックが響いた。今度は少し強めで、急かされているような気になる。けれど相手が誰かわかっていたクラリッサは、のんびりと立ち上がって戸口に向かった。

「お兄さま、どうかしたの？」

　扉を開きざまにそう言ったら、現れた相手は即座に眉間に皺を刻んだ。しかし決して怒っている顔ではない。むしろそれは仕方ないとでも言うかのような呆れた表情だった。

「そろそろ王陛下と呼んでくれないかな？」

　諦めたようなため息をつく兄・ヒューバートを前に、クラリッサはドレスの裾をつまんで淑女の礼を取った。

「そうだったわね、ヒューバート王陛下」

「言葉遣いも改めないと、不敬罪になるのを知っているかな？」

　今度は面白そうに言うヒューバートに、クラリッサはうんざりした。

「失礼いたしました！　でも幼い頃からお兄さまはお兄さまだったんですもの。いまさら王陛下だの敬語だの、他人行儀にするのはとても面倒……つらいのですわ」

「父上と母上が不慮の事故で亡くなってしまったことは私も未だにつらい」

　ヒューバートがクラリッサの頬にそっと手を添える。どうやら〝面倒〟という部分は聞き流してくれたらしい。真摯な眼差しでクラリッサを見つめてきた。

「私が王位を継いでから、まだ一ヶ月と日が浅いこともわかっている」

　ウィンダミア王国では先頃、ヒューバート・アーカート・ウィンダミアが正式に王に即位したばかりであった。その前には、クラリッサとヒューバートの実父母である先王と先王妃の国葬が行われていた。ウィンダミア王国は大きな悲しみに暮れ、喜びに沸くという、思いがけずせわしない日々を送ることになっていたのだ。

「お前はきっと、父上を忘れてしまうように感じられていやなのだろう？」

「それは……」

　クラリッサは返答に窮した。時期尚早とはいえ、二十四歳という若さの兄が王位に就いたことは国民と同様に喜ばしいと思っている。けれどあの玉座にはつい先日まで父が座っていたのだと、たしかに父を懐かしむ気持ちも残っていた。

「だが、いつまでも喪に服しているわけにもいかないのだ」

「と、言いますと？」

　ヒューバートの言葉に、クラリッサが首を傾げた。

「明日、急だがオールダム王国の王太子であるトラヴァーズ殿が我が国を訪問する」

「お兄さ──陛下のお妃さまのお兄さまの？」

　ややこしい言い回しだが、ヒューバートは自身が王太子だった頃、既にオールダム王国より第三王女だったリリアンを正妃に迎えていた。トラヴァーズはそのリリアンの兄にあたるのだ。

「ああ。臨月になったリリアンの身を案じて、お見舞いに来るということになっている」

　なんでもないように言う兄に、今度はクラリッサが眉間に皺を刻む番だった。

「オールダム王国の次期王陛下自ら？　何か裏があるのね？」

　クラリッサの指摘に、ヒューバートは降参するように両手を広げてみせた。

「君は相変わらず読書家だからか鋭いね。それに口調が元に戻っているよ」

「隠してもためにならないわよ、お・に・い・さ・ま」

　わざと王陛下と呼ばず、負けじと兄に詰め寄るクラリッサ。

　簡潔に済まそうと思っていたらしいヒューバートだったが、そんな妹についに根負けしてしまう。

「……実はこれを機に、お前とトラヴァーズ殿が結婚してくれればいいと思っているのだ」

　クラリッサはむっと顔をしかめた。

「なぜですの？　以前は釣り合う家柄の子息でさえあれば、誰でも迎えていいとおっしゃっていたではありませんか」

　クラリッサの詰問は自然と敬語口調になり、ヒューバートは策士な妹を前にうろたえた。

「そ、そうだったのだが、オールダム王国との絆をより堅固にするために──」

「オールダム王国や他国におくれを取りたくないのですね？」

「そうとも言える」

　頭脳明晰な妹を前に、ヒューバートは王となったいまも頭が上がらない。

　オールダム王国は三人いる娘をそれぞれ周辺諸国に嫁がせた。これにより大陸内で幅を利かせることになり、いずれ戦争が起きた際には確実に覇権を握るであろうことが予想された。リリアンが悪いわけではないのだが、ヒューバートが王となったいま、彼女は王の正妃としてこのウィンダミア王国をオールダム王国の影響下に置いたことになる。対等な関係を築くためには、こちらもオールダム王国に相当の対価を渡さなければならない。その切り札が、王妹のクラリッサだった。

　けれどクラリッサはきっぱりと断った。

「お兄さま、いえ王陛下にはっきりと申し上げておきますが、私は政略結婚などいたしません」

「な、なんだと？」

　動揺する兄に、クラリッサは次のように続けたのである。

「私は恋がしたいの！」

　両親が早世したことで王族としての自覚が足りない部分もあるのかもしれないが、クラリッサは幼い頃よりロマンス小説をこよなく愛しており、恋愛というものに過剰の期待を抱いていた。つまり彼女は──恋に恋する姫君で、とことん恋がしたいのだった。
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「クラリッサ、迎えにきた」

　重低音の深い声音が鼓膜を震わせ、クラリッサの頬に朱が走った。目の前では、豪奢な王族衣装をまとったトラヴァーズが片膝をついている。

（いきなり呼び捨てだなんて……なんてワイルドなのかしら）

　トラヴァーズはクラリッサの手を取ると、当たり前のようにその甲に口づけてきた。

　手の甲がじんと熱くなり、恥ずかしさから全身が真っ赤になりながらも、クラリッサは手を引くことができない。

「ご、強引ですのね」

「未来の妃を相手に、何か問題があるか？」

　ようやく絞り出した言葉にも、トラヴァーズの態度は剛胆だ。

　艶めく褐色の肌に、夜空に似た漆黒の髪、同じ色の瞳を持ち、服の上からでも筋骨隆々な体つきであることがわかる。立ち上がれば、クラリッサの頭ひとつ分は高いことが予想された。

「で、でも私は……政略結婚は望んでいないのです」

　本音を言ったけれど、トラヴァーズは不遜にも口角を上げるだけだ。

「すぐに俺を愛するようになるさ」

　トラヴァーズがクラリッサの手を引き、そのまま床に組み伏せ、覆い被さってきた。

　眼前にトラヴァーズの精悍な顔を見据え、クラリッサの鼓動が早鐘を叩く。トラヴァーズのこぼれた髪がクラリッサの頬にかかるぐらい、ふたりは近い距離にいる。

（なんて凛々しい御方……とても格好いいわ）

　雄々しく引かれた眉に、高く通った鼻筋、肉厚の唇──均整の取れたトラヴァーズの顔が、さらに迫ってくる。

　両手を頭の横で縫い止められているクラリッサには、彼を拒めそうにない。だけどクラリッサにトラヴァーズを拒むという選択肢はなかった。なぜならクラリッサはこのとき既に、トラヴァーズに一目惚れしていたからだ。

　目鼻立ちのはっきりした端正な顔、たくましい体躯、大胆不敵な性格──それはクラリッサにとって理想のタイプだったのである。まさに物語に出てくる王子さまそのものだ。

　そして唐突に唇が重ねられた。

「ん、ぅ──」

　その力強さと心地よさに圧倒され、クラリッサはトラヴァーズの口づけに酔いしれる。

　ややあってトラヴァーズは少しだけ顔を上げると、自らの唇を舌で舐めた。

「姫の唇は思った以上に甘い。では、中はどうだろうか」

　独り言のようにつぶやいたトラヴァーズは再びクラリッサにキスすると、彼女の唇を舌でこじ開け、口の中に侵入してきた。

「あ……は……」

　歯列を割られ、舌で口腔内を蹂躙されて、クラリッサが思わず吐息を漏らす。

　ちゅ、くちゅっと淫らな水音を立てながら、トラヴァーズは舌を絡ませてくる。

　最初は逃げるように舌を動かしていたクラリッサだったが、ねっとりとした肉厚な舌の滑らかな感覚に陶然となり、やがて自らトラヴァーズの舌を追うようになっていた。

　トラヴァーズの手はいまやクラリッサの髪をなでたり、頬や耳をさすったりしている。

「ト、トラヴァーズさま……いけませんわ。まだ婚約もしていませんのに──」

　キスを続けたいという誘惑をなんとか打ち消し、クラリッサはトラヴァーズの胸元を押して彼を引きはがした。

　意外にもすんなりと身を引いたトラヴァーズだったが、夜闇のように深く澄んだ漆黒の瞳で、じっとクラリッサを見つめてきた。

「では、いますぐここで結婚の契りを交わそう」

「そんな……あっ──」

　トラヴァーズが有無を言わせず、クラリッサの首筋に顔をうずめてくる。白い柔肌を甘やかに食まれ、クラリッサはわなないた。快楽の予感に、ぶるりと身を震わせる。

（こんなところでいけないわ……だけどここは、そもそもどこなのかしら？）

　周囲にはもやがかかっているようで、クラリッサとトラヴァーズが折り重なっている場所以外、見渡すことができなかった。ふたりのほかには誰もいないことはたしかだった。

「クラリッサ、集中してくれないか？」

　咎めるようなトラヴァーズの物言いに、クラリッサがびくりと身をすくめる。

「トラヴァーズさま……」

　そうささやくと、トラヴァーズの手がクラリッサのドレス越しに胸を揉んできた。じんと痺れるような衝撃に身を震わせながらも、クラリッサは脳内で必死に考えを巡らせていた。

（結婚するのであれば、このまま身を任せてしまってもいいものなのかしら──？）

　その答えはしかし、クラリッサの中では既に出ていた。

　トラヴァーズが好き、愛している。

　そして当のトラヴァーズも、思った通りの言葉をくれるのであった。

「クラリッサ。お前が好きだ……愛している」

「トラヴァーズさま……私も──」

　まるでロマンス小説のような展開に魅了され、クラリッサはトラヴァーズの背に腕を回して抱き締めた。瞳に込み上げてきた熱いものが、涙となって頬を濡らす。

　トラヴァーズの片手がいつの間にかクラリッサのドレスをまくりあげており、彼女のむき出しの太ももに這わされていた。しっとりと汗ばんだ手が、ゆっくりと内股をなであげる。

「あ……やっ……」

　クラリッサの嬌声が高くなるにつれて、トラヴァーズの手は秘められた場所へと近づいていった。片手は相変わらず胸をまさぐり、唇は首筋から鎖骨部分を辿っていた。めまいが起きそうなほどの気持ちよさに、クラリッサはうっとりと瞳を閉じた。

　ところが──

「クラリッサさま」

　急に他人行儀に名を呼ばれ、クラリッサは我に返ったように目を見開く。

「ト、トラヴァーズさま……？」

「クラリッサさま！」

　トラヴァーズの顔はなおも首の辺りから胸元をさまよっているのに、もういちど、今度は強くクラリッサを呼んだ。

「あ、あの……」

　戸惑うクラリッサは肩を揺さぶられ──そして現実に引き戻されたのであった。

「クラリッサさま！　いい加減に起きてくださいませ！」

「ん……」

　まぶしさに目を細めながら、クラリッサは寝台からのろのろと上体を起こした。

　天蓋の向こうで、誰かがせわしなく部屋中のカーテンを開けて回っている。

「メアリー？」

「そうですとも！　まだ寝ぼけていらっしゃるのですか？」

　朝日が射し込むクラリッサの私室を駆け回り、メアリーはせかせかとクラリッサの起床を促した。白髪の交じり始めた髪を束ねた彼女はクラリッサの乳母でもあり、いまではクラリッサ付きの侍女頭として仕えてくれている。王家の家紋が入ったエプロンドレスを翻しながら、メアリーはクラリッサの朝の支度を調えようとしていた。

「寝ぼけている……？　あれは夢……？」

　羽毛を使った掛布から抜け出し、クッションに背を預けたクラリッサが、大きく伸びをする。先ほどまで自分の上に折り重なってきていたはずのトラヴァーズの姿はもちろんない。

　少なくない落胆を抱えながらベッドから足を下ろすと、すかさずメアリーがその白く小さな足をスリッパに押し込んできた。

「どんな夢をご覧になっていたかは存じませんが、今日はオールダム王国から大事なお客さまがいらっしゃるのですよ。最高の装いをしていただかなくてはなりません」

　そこでクラリッサは完全に目を覚ました。

「トラヴァーズさま……！」

「そうですとも！」

　メアリーがそれをどう解釈したかはわからなかったが、王妹にしてはこぢんまりとした衣装棚に向かっていく。

「最高級のドレスとアクセサリーを身につけろと、王陛下のご命令です。まったくここの書棚がもうすこし少なければ、あらかじめたくさんのドレスを作っておくこともできましたのに」

「本棚のことなら、これ以上は譲れないわよ」

　クラリッサの部屋は王族として決して狭いということはなかったのだが、四方の壁一面が書架で埋め尽くされているため、本来必要なはずの調度品がごくわずかしか入らなかったのだ。

　クラリッサはむっと顔をしかめたが、生まれた頃から彼女を世話してきたメアリーはまったく動じない。それどころか反対に眉をひそめてきた。

「またベッドで本をお読みになっていたんですか？　目が悪くなるからとあれほど──」

「今日は忙しいのでしょう？　メアリー」

　立ち上がったクラリッサが小脇に抱えていた本を目ざとく見つけたメアリーに、話を逸らすように問うた。

　メアリーははっとして作業を再開する。

「そうですとも！」

　本日三度目になるメアリーの口癖〝そうですとも〟を繰り返し、彼女は続きの間に消えていく。そこにあるバスルームで、湯を張った洗面器を用意するためだ。

　王妹というクラリッサの身分と立場上、本来であれば数名の侍女たちが付くのが普通なのだが、メアリーは優に侍女三人分の働きをしてくれること、また気心の知れた侍女だけがよいとのクラリッサの希望から、特別な日であってもメアリーだけがクラリッサの起床のさい無断で部屋に入ることを許されている。

「この本も読み終わってしまったわ」

　クラリッサが起きてまず最初に向かうのは、決まって書棚だった。この瞬間がもっともきらいな時間でもある。おとぎの国から現実に戻されるような気になるからだ。

　抱えていた本を残念そうに書棚に戻すクラリッサ。部屋中の本は何度も読み返しているものばかりで、すべての内容をそらんじることができる。膨大な本を収めている王城の書庫にも、実はクラリッサが知らない本はなかった。この十八年間ですっかり読み尽くしてしまっていたからだ。ただし、ロマンス小説というカテゴリーに限られてはいたが。

「お兄さ──王陛下に、もっとロマンス小説を仕入れてくださるよう進言しなくちゃ」

　寂しげにそう独りごちていると、速やかにうしろから返答があった。

「それよりもドレスですよ！」

　メアリーはクラリッサを素早く衝立の向こう側に連れていく。

　そして、手慣れた様子でクラリッサのネグリジェを脱がせると、顔から足先まで濡れた布で清めた。女性としては小柄なクラリッサだったが、胸は同じ年頃の女性より豊満で、腰はほどよくくびれており、手足は細く長く、全体的に華奢な体躯をしている。

　そんなシミひとつないクラリッサの白い肌を隅々まで磨きあげると、メアリーは薔薇の香りがする香油を塗り始めた。この季節はどうしても乾燥が気になるからと、メアリーがクラリッサのために用意したものだ。特別に取り寄せた舶来品らしい。

「そんな念入りにしなくても、ドレスを脱ぐ機会なんかないわよ」

　あくびを噛み殺すクラリッサに、メアリーは厳しく言い返す。

「この香油は香水の代わりにもなるのですよ！　甘い匂いでぜひあちらの王太子殿下をメロメロにしていただきたいものです！」

「メロメロって……」

　背中にもぐいぐいと香油を塗られながら、クラリッサは考えた。

　もしトラヴァーズが夢で見たような憧れの王子さまだったら、物語のように恋に落ちてしまうかもしれない。乗り気ではなかった政略結婚だったが、知らず期待に胸が高鳴っていくのを感じていた。オシャレするのもたしかに悪くはない。

　そうこうしているうちに、シュミーズを着せられ、息が詰まるほどコルセットで締めあげられる。乳房が高く持ち上げられ、見事な谷間ができあがった。スカートが大きく左右に張り出すようにパニエを着用したのち、いよいよドレスと対面することになった。

「まあ、これって──」

　ドレスラックにかかっていたのは、鮮やかなブルーのドレスだった。襟元が四角く開いたデザインで、胸元から腹部にかけて可愛らしいリボンが連なっている。袖は肘の部分で絞られ、大きく開いている。スカートにはレースが波打っていた。ロココ調のデザインだ。

「ええ。いちばん最後に、亡き王妃さまとご一緒に仕立てた、クラリッサさまの瞳の色と同じドレスですわ」

　メアリーは感慨深げに言いながら、クラリッサにドレスを着せていく。甲に金のバックルの付いたヒールの高い靴も履かせられた。

「最高級のものとは言いきれませんが、亡き王妃さまとご一緒で最新型のデザインですし、何よりクラリッサさまにいちばん映えるものを選びました」

「ありがとう、メアリー」

　クラリッサは既に懐かしくなってしまった母を思いながら、感動から青い目を細めた。

　アーカート家は金髪碧眼の一族で、クラリッサの髪と瞳も亡き王と王妃、そして兄と同じ金色と青色だ。その中でもクラリッサの双眸は澄んだ空のように透き通り、濡れてきらめくさまは、まるで希少なブルーダイヤモンドとまで謳われている。

　ドレスの着付けが終わると、今度は髪と化粧に移った。

　大きな鏡台の前に腰かけ、瞬く間に変わっていく自分の姿を目にする。緩やかな金の巻き毛を両側に一房ずつ残して結い上げられ、白い花飾りで留められた。

「お化粧はいつもより念入りにしておきましょう」

　メアリーは言葉通り、慎重かつ丁寧にクラリッサの顔に化粧を施していく。十八歳のクラリッサの肌はまだ若々しく、何もしなくてもじゅうぶんに美しかったが、今日は客人をお迎えするのだからとメアリーは続けた。長い睫毛に縁取られた大きな瞳、綺麗なアーチを描く柳眉、高い鼻梁、ぽってりとした唇、均整の取れたそれぞれがはっきりとしてくると、自分ではないみたいに大人びた顔が鏡に映し出された。

　最後に真珠のイヤリングとネックレスを身につけて、クラリッサの支度は完了した。

「こんなに立派におなりになって……」

　仕上がったクラリッサの美しい姿を前にして、メアリーがエプロンの端を目に当てる。

「何を泣くことがあるの、まだ結婚が決まったわけじゃないのよ？」

「陛下はそのおつもりですよ」

「そうかもしれないけど、私は恋がしたいの！」

　ここでも恋に恋する姫君を宣言してから、クラリッサはメアリーを伴って部屋を出た。







〝恋がしたい〟──それは譲れないクラリッサの信条だ。だから謁見の間に入り、オールダム王国からの来客を実際に前にしたところで、それはより堅固なものになってしまうことになった。オールダム王国からわざわざ王太子一行が訪れたということで、謁見の間にはウィンダミア王国側の重鎮たちも大勢集まっており、ざわざわと賑わいに満ちていた。

「おお、やっと来たか！　クラリッサ、こちらへ」

　玉座に腰かけたヒューバートがクラリッサの存在に気づき、広間の中央に呼び寄せた。クラリッサはメアリーをうしろに控えさせると、ドレスをさばきながらゆっくりと前に進み出ていく。兄が頭に戴く王冠と豪奢なマントにはまだ違和感があったが、いい加減その姿にも慣れないといけない。そしてヒューバートの隣に座る、リリアン・オールダム・ウィンダミア王妃にも。

　二年前、このウィンダミア王国に嫁いできたリリアンはクラリッサと同じ十八歳だが、兄の正妃なので義姉にあたる。クラリッサよりも背が高いのに線が細いので、誰もがたおやかな印象を抱く。腰まである真っ直ぐで豊かな白い髪を持っており、前髪の間からのぞく鳶色の瞳をいまはうれしそうに細めていた。大きなお腹を締めつけないよう、ゆったりとした若草色のドレスをまとっている。

　リリアンの機嫌がいいのは、久しぶりに故国であるオールダム王国の人々に囲まれているからだ。その中でも特にリリアンと親しげに話していた人物が、ヒューバートの言葉でこちらを振り返った。リリアンに群がるオールダム王国側の人々に紛れてよく見えなかったが、クラリッサはどきりと心臓を跳ねさせた。トラヴァーズ王子と熱く身体を重ねた夢が鮮明によみがえる。

（もしかしてあの方がトラヴァーズさま……？）

　緊張と期待で高鳴る胸を押さえながら、そろりと視線をそちらに向けた。

　ひときわ目立つ銀髪の彼が持つ、アメジストのように輝く紫の瞳と目が合う。

（え……）

　ロマンス小説であればここで身体に電流に似た衝撃が走るのだろうが、あいにく現実は理想と違ってそうはいかなかった。

　クラリッサの存在に気づいたことで自然に人垣が割れ、トラヴァーズとおぼしき彼がクラリッサのほうに歩み出てきた。そうして片手を胸に当て、クラリッサに向けて紳士的な礼を取った。

「初めまして、クラリッサ姫。僕がトラヴァーズ・スラットリー・オールダムです」

　トラヴァーズは好意的な笑みを浮かべたが、しかしクラリッサは思わず拍子抜けして唖然としてしまう。彼が夢で見た人物とはまるで違ったからだ。

　背丈はそれほど高くは感じられず、見上げればすぐそこに顔があった。体格も男性としては平均的といった感じで、これと言って特徴的なところはなく、旅装なのだろうが、どこにでもいる貴族の若者という風体だ。上質なベルベット生地のコートを羽織り、上はたっぷりとフリルの付いた白いシャツに細かい刺繍の施されたベストにクラヴァット、下はトラウザーズに長い革のブーツを着用している。

　ただし顔はとても綺麗で、理知的な眉、切れ長の双眸、通った鼻筋、薄い唇など、全体的に中性的な魅力を持っていた──が、そんなことではクラリッサの心は揺らがない。ワイルドさの欠片も感じられないトラヴァーズと、どうして運命的な恋などできようか。ロマンス小説のヒーローはいつだって、ヒロインを引っ張っていくタイプでなければいけないのだから。目の前の青年はどう見ても、運動より勉強、剣よりペン派であった。

　クラリッサは心底がっかりした。

（とても綺麗な方だけれど、恋愛や結婚の対象には見られそうにないわね）

「ト、トラヴァーズ殿はお前より三つ年上で、二十一歳になるそうだ。リリアンとは異母兄妹なのだよな？」

　明らかに落胆している様子の妹を慮り、ヒューバートが必死になって間を取り繕おうとする。身重ながらリリアンもそれに続いた。

「え、ええ！　お兄さまは亡き前王妃さまの子で、私は現王妃さまの娘なのです！」

「そうですか」

　もはやここにいる意味はないとでも言うように、クラリッサは素っ気なく応えた。これならばロマンス小説を読んでいたほうが、まだ充実した時間が過ごせるだろう。少なくともここを出たらそうしよう、メアリーにお茶とお菓子でも運ばせて……なんてことを呑気に考えていた。

　しかしリリアンはともかく、ヒューバートのほうは国のためにクラリッサをトラヴァーズの元に嫁がせたいから必死だった。

「せっかくだからクラリッサ、トラヴァーズ殿に城を案内して差しあげたらどうだ？」

　うんうんと周囲がうなずく気配を感じる。どうやらここにいる人々は全て、クラリッサとトラヴァーズが懇意になることを望んでいるようだ。

　しかしただひとり、そう思っていない人間がいた。

「なぜですの？　案内人の適役ならば、大勢いるではありませんか」

　当然ながらクラリッサだ。トラヴァーズを前にしているにもかかわらず、クラリッサは不機嫌さを隠そうともせずに、つんと顎を上げて玉座を見据えた。

　まさか反抗されるとは思っていなかったのか、ヒューバートがうっと言葉に詰まる。日頃からの妹への甘さが王としての面目を潰したことに、ウィンダミア側の重鎮や兵士たちが肝を冷やす。クラリッサからは見えなかったが、無論のことうしろで控えているメアリーも同じだろう。

　トラヴァーズを始めオールダム王国からの側近や兵士たちもいる中で、明らかに動揺しているヒューバートの代わりに、リリアンが穏やかに答えた。

「お兄さまは私が出産するまで、ウィンダミアに滞在してくれることになったのです」

　あらかじめ聞いていたリリアンの話によると、異母兄妹とはいえトラヴァーズは特にいちばん下の妹である彼女を可愛がっていたらしい。ふたりの姉と比べて病弱だったこともあり、トラヴァーズがリリアンの面倒を見ることが多かったそうだ。出産は命にも関わることだから、トラヴァーズは自身の国を空けてでも無事に赤子が生まれるまで見届けたいということだった。

「そうだ。しばらくこの城で一緒に過ごすのだから、王族として案内して差しあげるのは当然だろう？　トラヴァーズ殿はオールダム王国の王太子なのだから」

　ゆえに王族でなければ適役ではないと、ヒューバートは暗に示した。どうやらリリアンの応戦に、ヒューバートは勇気を取り戻したようだ。先ほどとは打って変わった威厳ある態度で、クラリッサにそう命じてくる。

　クラリッサはむっと眉根を寄せた。リリアンのことはきらいではなかったが、こんなふうに夫婦の絆のようなものを見せつけられると、兄を取られた気になって面白くない。さらに、ロマンス小説に出てくるような愛し合う者同士の結婚がうらやましくなってくるのだ。

　ヒューバートとリリアンは政略結婚だったけれど、国家間の交流会で既に顔を合わせたことがあり、お互いにひと目惚れをしていた。オールダム王国の国王はいちばんの親交国であるウィンダミア王国には才色兼備で健康な第一王女を嫁がせたいと思っていたらしいが、ヒューバートの強い希望によりリリアンがその役を務めることになった。リリアンは相変わらず病弱ではあったが、物腰が柔らかく、この二年、立派に王太子妃から王妃を勤めあげてきた。

　そんなリリアンが、すがるような瞳でクラリッサを見つめてくる。

「私からもお願いいたしますわ。お兄さまに城内を案内してあげてくださいませ」

　しんと場が鎮まり、人々の目という目がクラリッサに集中する。

　顔には出さなかったが、クラリッサは内心たじろいでいた。城を案内するなんていうのはこじつけで、周囲の空気が既にクラリッサとトラヴァーズの結婚を意識したものになっていることに気づいたからだ。

（トラヴァーズさまもそのおつもりで我が国にいらっしゃったのかしら……？）

　普通なら、どんなに病弱な妹が心配であっても、わざわざ王太子が国を空けてまで見舞いに、それも出産までという長期間、滞在するなんてあり得ない。リリアンはもうウィンダミア王国の人間なのだから、オールダム王国の王太子が彼女を特別扱いすれば、他国との軋轢にも繋がりかねない。そのリスクを冒してまでやってきた理由は、ヒューバートの狙い通り、クラリッサとトラヴァーズの仲を進展させるためだとしか考えられなかった。

（ということは、トラヴァーズさまも私との結婚を望んでいらっしゃるの？）

　クラリッサはトラヴァーズのほうを見やった。クラリッサの傲慢とも取れる態度から難しい顔をしているかと思ったら、彼はクラリッサがどんな返答をするのか楽しんでいるふうに見えた。器が大きい上に、よほど奇特な性格の持ち主なのだろう。オールダム王国の未来はきっと安泰だ。だがそこに、クラリッサの人生が交差することはない。

「トラヴァーズさま、どうぞ城内は好きに回ってください」

　ざわりと、場に緊張が走った。これではオールダム王国自体を拒絶したも同然だ。外交問題に発展しやしないかと、ウィンダミア王国の重鎮たちは気が気ではない。

　完全に青ざめたヒューバートが腰を浮かしかけたとき、トラヴァーズが口を開いた。

「と、言うと？」

　はらはらしている周囲の者たちとは違い、トラヴァーズだけは面白がっているようだ。

　クラリッサは今度こそ心のうちが表情に出てしまった。つまりは盛大に顔をしかめてしまったのである。

（わかっていてわざと言わせようとしているの!?　意外に陰険なのね！）

　それでもクラリッサは口で負けるわけにはいかなかった。ダテにロマンス小説を読み込んではいない。男女の駆け引きならば、勝ってみせる自信があった。

「言葉通りですわ。私にはあなたを案内している時間がありませんの」

「なぜかな？」

　くっ……とクラリッサは返答に窮した。ここまで食らいついてこられるとは思っていなかったからだ。しかもまた疑問系だ。どうやらトラヴァーズはひと言でも多くクラリッサにしゃべらせたいらしい。まるで値踏みされているようで、クラリッサの苛立ちは募った。

　当のトラヴァーズと言えば、実にひょうひょうとしている。

　クラリッサははっきりと断ってやることに決めた。トラヴァーズには遠回しな言い方では伝わらないのだ。

「わ、私、一日に読書する時間を決めておりますの！　だから余分な時間は──」

「僕も読書は好きだよ」

　クラリッサの台詞の途中で、トラヴァーズが言葉を被せてくる。

「よかったら今度、我が国にしかない本を紹介しようか？」

「えっ、本当ですか!?」

　クラリッサは瞬間、いまの自分の立場を忘れて目を輝かせた。陸に囲まれたウィンダミア王国とは違い、海に面した広大な領土を持つオールダム王国では漁業・塩業を始め海上貿易が盛んなのだ。もちろん海向こうの大陸とも交流があるのだから、この大陸では手に入らない貴重な書籍もたくさんあることだろう。親交国のウィンダミア王国とて、その一部しか入手することができないでいる。

「そちらにもロマンス小説はありますの!?　ウィンダミアの本は全部読み尽くして──」

　しかしクラリッサはそこまで言ったところで、はっと我に返る。

（何、相手のペースに乗せられているの！）

　予想通りトラヴァーズの趣味は読書だったが、思わぬ展開に動揺してしまう。

　あたふたしているクラリッサを前に、トラヴァーズはくすりと笑みを漏らした。

「じゃあ、城内を散策しながら読書談義といかないかい？」

「え、ええ……では、午後にでも……」

　そう答えるしかなかったクラリッサに、謁見の間に集まった一同はほっと安堵の息を吐く。一瞬にして場の空気が弛緩した。

　完全に相手の術中にはまったクラリッサは、最初こそ呆然としていたが、やがて顔を真っ赤にすると、わなわなと身体を震わせ始めた。

（この私が、男の口車に乗せられてしまうなんて！）

　そうして怒りの矛先は玉座へと向けられた。

「お兄さま！」

「王陛下だ！」

　思わず叫び返したヒューバートに、クラリッサはきっぱりと言い放つ。

「私、恋がしたいのです！」

　呆気に取られている人々を謁見の間に残し、クラリッサは身を翻してその場をあとにした。去り際、ちらりとトラヴァーズを一瞥すると、彼はくつくつと喉で笑っていた。







　メアリーに「亡き王妃さまに合わせる顔がございません！」と、こってり油を絞られたクラリッサは彼女をうまくまいたのち、ひとりこっそり中庭へと避難してきていた。

　辺りにはゼラニウムやコスモス、ベゴニアなど様々な秋の花が咲き乱れ、特にキンモクセイのいい香りが漂っている。けれどいまのクラリッサには、花をめでている余裕などなかった。四方をぐるりと石造りの建物に囲まれたこの場所には、クラリッサがよく読書をする東屋がある。そこにしばらく身を潜めることに決めた。

（はぁ……なんてことになってしまったのかしら）

　クラリッサはとぼとぼと東屋までの小道を辿る。

　成り行きとはいえ午後、トラヴァーズに城を案内することになった。

（このままでは結婚させられてしまうかもしれないわ）

　それは困ると、クラリッサは胸中で激しく首を横に振る。

　たとえ政略結婚だとしても、恋さえできればいい。それもロマンス小説に出てくるような、情熱的な恋だ。だけどトラヴァーズには、ひと目惚れすることができなかった。容姿端麗な紳士だとは思うけれど、恋に必要なときめきがない。夢で見たトラヴァーズにはひと目で恋に落ちたのに……。だからつい、兄にやつあたりしてしまった。いまごろは妹の失態の処理に大忙しだろう。

（それとも私を嘲笑っていたトラヴァーズさまが丸く収めたかも）

　客観的に見ればトラヴァーズは決してクラリッサを嘲笑してなどいなかったのだが──むしろ可愛いものでも見たかのような微笑みだったと言ってもいい──、理性を失っていた彼女には嘲笑しているように感じられていた。

「ふんっ、そんな人と一緒にいても、時間のムダだわ！」

　午後の余暇に読書する習慣のあるクラリッサにとって、トラヴァーズと一緒に過ごすことは迷惑この上ない時間だ。それがきっかけとなって結婚話が正式に浮上したら、たまったものではない。少なくともいまの時点で、ヒューバートはそうなってほしいと願っている。もしかしたらトラヴァーズを送り込んできたオールダム王国でも、それを見越しているのかもしれない。クラリッサの知らない間に両国で密かに結婚話が進んでいたらと思うと、ぞっとしてしまう。

　しかしウィンダミア王国にはない本の話には、少なからず興味があった。トラヴァーズは第一印象通り読書が好きだと言っていたから、クラリッサの知らない本に関する情報を教えてくれるに違いない。もしかしたら新しいロマンス小説や作者に出会えるかも……！　ぱあっと顔を輝かせたクラリッサだったが、瞬時に表情は険しくなる。そのためにはトラヴァーズと懇意にならなければいけないからだ。これでは堂々巡りである。

　クラリッサは足を止め、顎に手を当てて考えた。ここは慎重にならなければなるまい。

「うーん、なんとかして本だけでも譲ってもらえないものかしら」

　思考回路をフルに働かせていたクラリッサの肩が、唐突にぽんっと叩かれた。

　メアリーだったらどうしよう！　と、クラリッサがびくっと首をすくませると、うしろから陽気な声が聞こえてくる。

「なーに、こんなところで百面相しているんだ？」

　おそるおそる振り返れば、そこには白銀の鎧をまとったひとりの青年が立っていた。ウィンダミア王国の紋が入った剣を腰に差し、兜を小脇に抱えている。

　クラリッサはすぐに安堵のため息を漏らした。独り言を聞かれたのが彼でよかったと思ったからだ。しかし兵舎にいるはずの彼が、なんでこんなところにいるのだろう。

「フェリックス！　もう、驚かさないでよ！　サボってるって団長に言いつけるわよ！」

　王妹としてクラリッサが腰に手を当ててすごんでみせても、フェリックスと呼ばれた青年は動じることはなかった。

「残念、俺はいま昼の休憩中なんだぜ」

　フェリックスはそう言って、にかっと白い歯を見せて笑った。人好きのする笑みを前に、クラリッサは毒気を抜かれてしまう。彼が自分に敬服しないのはいつものことだ。

　十九歳になるフェリックス・フォン・ソーンヒルは、ソーンヒル宰相のひとり息子で、ウィンダミア王国騎士団の団員でもある。同じ年頃ということで幼いときからクラリッサと一緒に育ってきたため、兄妹のような間柄でもあった。この国では珍しい褐色の肌で、漆黒の髪と瞳を持っている。背はクラリッサの頭ひとつ分以上高く、普段から鍛えていることがうかがえる筋骨隆々の体付きをしていた。

　フェリックスがいずれ公爵位を継ぐ立場にあることから、ヒューバートが即位する前には、いっときクラリッサとの縁談が持ち上がっていた。当の本人たちは笑い話として受け取っていたし（少なくともクラリッサはそう思っていた）、情勢が変わったいま、立ち消えとなっている。

「休憩中だからって、いつも私の前に現れるのはやめてよね」

　クラリッサがきつく眉根を寄せて言う。クラリッサの怒りはもっともで、のんびり読書していたいときに限って、フェリックスは何かにつけて彼女の元にやってくるのだ。さすがに私室にまでは押しかけてくることはないが、せっかくロマンス小説の中に入り込んでいるのに、現実の男を見せつけられていつも気分を台無しにしてくれる。

　けれど今日はフェリックスを前にして、クラリッサは違う感想を抱いた。

「……夢で見た人に似ているのは、むしろあなたのほうね」

　しげしげと幼馴染みを見つめるクラリッサ。浅黒い肌や髪の色、瞳、たくましい体躯などは似ていたが、やはりあの夢のようなときめきは感じられない。どうやら見かけではなく、ワイルドな彼の性格に恋に落ちたようだ。フェリックスはどちらかと言えば爽やかだった。

　上から下まで遠慮なく眺め回してくるクラリッサを、フェリックスは訝しげに見やった。

「は？　夢？」

「いえ、こっちの話」

　クラリッサは最後にもういちど、じいっとフェリックスの顔を見つめてみた。すると、なぜかフェリックスの頬が朱に染まっていく。

「な、なんだよ……っ」

　きょろきょろと目を泳がせ始めたフェリックスを捨て置き、クラリッサはひらりとドレスの裾を翻して背中を向けた。

「やっぱり別人だわ」

　一瞬だけ、夢の彼がもしかしたらフェリックスだったのではないかと考えてもみたが、そんなことがあるはずはない。彼と距離が近いのは、ただ幼馴染みというだけのことだ。

「おい、クラリッサ！」

　フェリックスは再び歩き出したクラリッサのあとに続いた。

「城の中とはいえ、あんまりひとりでうろうろするなよ」

「私の城よ。何か問題がある？」

「敵が攻め込んできたら危ないだろう？」

「そしたらあなたが守ってくれるのでしょう？」

　当然のようにそう言ったら、フェリックスからの返答がなかった。

「フェリックス？」

　クラリッサがうしろを振り返ると、フェリックスは顔を真っ赤にして立ちすくんでいた。

「どうしたの？　熱でもあるんじゃない？」

　今度はクラリッサが怪訝な顔をする番だった。フェリックスの前まで歩み寄ると、手を伸ばして彼の額にあてる。フェリックスがあとずさったから、クラリッサは前のめりになった。

「ク、クラリッサ……」

「熱は──ないようね」

　次第に汗ばむフェリックスの額から手を離すと、クラリッサは不思議そうに彼を見あげた。彼は大きく目をみはっている。

「季節の変わりめだから、風邪でも引いたんじゃない？」

「そ、そうかもな」

　目を逸らして言うフェリックスの手を、クラリッサはそっと取った。

「なっ──」

「ほら、休憩中なんでしょう？　東屋で休んでいきましょう」

　クラリッサは驚きに目をみはるフェリックスを無視すると、幼い頃からそうしてきたように彼の手を引いて歩き始めた。フェリックスはされるがまま、クラリッサの半歩あとをついてくる。

　しばらくすると池のほとりに四方に軒を下ろした東屋が見えてきた。風景を楽しむ場所として、先々代の王が造らせたものだ。中にはテーブルとベンチが置かれている。

「な、なあ……クラリッサ」

「んー？」

　ベンチに並んで座ったところで、フェリックスが口を開いた。

　色とりどりの景色に見入っていたクラリッサが生返事をすると、フェリックスが真面目な口調で聞いてきた。

「何かあったのか？」

「何かって？」

　フェリックスのほうを向いたら、彼はベンチに置かれていたクラリッサの手に自らの手を重ねてきた。幼い頃から慣れた体温に、わずかな安堵が込みあげてくる。

「だから、お前がさっきおかしかった理由だよ」

「ああ……」

　ちらりとトラヴァーズの顔が脳裏をよぎったが、クラリッサは無視することに決めた。

「なんでもないわよ」

「なんでもなくはないだろう？」

　フェリックスは何がなんでもクラリッサからトラヴァーズの件を聞き出したいらしい。もしかしたらそれが理由でクラリッサを捜していたのかもしれない。こういうときの彼は強引で譲らないことをよく知っていたので、クラリッサは諦めて白旗を揚げた。

「あなたの耳にも、もう入っているでしょう？　オールダム王国からのお客さまのこと」

　フェリックスが重々しくうなずく。騎士団も総出で出迎えたからだ。

　クラリッサは大きなため息をついた。

「このあと、王太子殿下に城を案内することになってしまったの」

「お前が？　なんで？」

「えっと……」

　なぜか詰問してくるフェリックスに、クラリッサは返答に窮した。

　トラヴァーズの口車に乗せられた愚かな自分を、フェリックスには知られたくない。きっとバカにされるのがオチだろうから。

「それがわかれば苦労しないわ」

　そう濁したら、重ねられた手にぎゅっと力を込められた。

「結婚する気なのか？」

　核心を突かれ、クラリッサはびくりと身体を震わせた。

「そ、それはないと思うわ」

　トラヴァーズとは結婚したくない。それは明確なクラリッサの意思だったのだが。

「なぜだ？　政略結婚にお前の意思なんて関係ないだろう？」

　フェリックスに正論を吐かれ、クラリッサが動揺する。

「だからと言って、お兄さまだって──」

　そこまで言ったところで、ヒューバートがトラヴァーズと結婚させようと躍起になっていることを思い出す。誰も味方がいないことに、クラリッサはようやく気づいた。

「いいえ……お兄さま──陛下も、私とトラヴァーズさまの結婚を望んでいるわ」

「相手のほうはどんな感触だったんだ？」

　フェリックスは詳細を知りたがった。なぜそこまで真剣になるのかわからないクラリッサだったが、先ほど謁見の間であったことをフェリックスに話して聞かせた。男女の駆け引きに負けたことも正直に打ち明ける。

「──というわけで、私がトラヴァーズさまに城を案内することになったわけ」

「ふうん。口がうまいやつなんだな」

　それまで黙って聞いていたフェリックスの第一声がそれだった。クラリッサは拍子抜けする。てっきりトラヴァーズに言いくるめられたことを揶揄されると思っていたからだ。

「年上だもの」

「年なんて関係ねえよ」

　今度は吐き捨てるように言うフェリックスに、クラリッサは違和感を抱いた。

「どうしたの？　今日はなんだかおかしいわ」

　フェリックスのほうを見たら、彼は真摯な目をクラリッサに向けていた。

「クラリッサ、話しておきたいことがある」

「な、何……？」

　重ねられた手にさらに力を込められ、クラリッサがおののく。

「お前、まだくだらない恋愛指南書に夢中になってるのか？」

「それって私が好きなロマンス小説のことかしら？」

　クラリッサはむっと眉をひそめた。クラリッサの唯一とも言える趣味を、フェリックスは昔から理解してくれないのだ。そんなものは夢物語に過ぎないのだと。

「結婚適齢期なんだからそんなものを読むのは止めろってお説教なら聞きたくないわ。お兄さまだけで充分」

　ふいと顔を背けたら、顎をつかまれて強引にフェリックスのほうを向かされてしまう。

「な、何するの……!?」

「クラリッサ。頼むから、もっと真剣に、現実的に考えてくれ」

　フェリックスの声はどこか急いているようにクラリッサには思えた。

「結婚は本に出てくるものほど簡単なことじゃないんだ。お前の立場上、つらいことも苦しいこともたくさん待ってるはずだ。不条理なことだってきっとある」

「そ、そんなことわかってるわ！」

「いや、わかってない」

　フェリックスはきっぱりと断言する。

「いいか。トラヴァーズ王太子を甘く見ないことだ」

「それって、トラヴァーズさまが私に何かするってこと……？」

　おそるおそる問えば、フェリックスは大きく首肯した。

「弁の立つお前を言いくるめたほどのやつだ。信用はできない」

「わかった……わかったわ。用心する。だから、もう放してくれないかしら？」

　いつの間にか呼気が混じりそうなほど近くにフェリックスの顔を据え、クラリッサは顎の痛みにうめいた。

　フェリックスが我に返ったように慌ててクラリッサの顎から手を引く。同時に重ねてにぎっていた手も離した。

「わ、悪かった」

「いいわよ。心配してくれたのでしょう？」

　クラリッサは顎をさすりながら、申し訳なさそうな幼馴染みの横顔を見つめた。

「でもね、フェリックス。私、恋がしたいの。これだけは譲らないつもりよ」

「お前、まだ──」

「あっ、もうそろそろ行かなくちゃ！　遅れたら結婚させられてしまうかもしれないもの」

　クラリッサは慌ててベンチから立ち上がる。

「忠告ありがとう、フェリックス！」

　呆れたようなフェリックスを残し、クラリッサは裾をさばいて急ぎ足で城内に向かった。







「えっ、じゃあエイベルは最新作を書いているの!?」

「うん。『王太子の仮花嫁』っていうタイトルで、オールダムでは翻訳されて発売されたばかりさ」

「まあ、なんて面白そうなタイトルなの……！」

　クラリッサは目を輝かせ、トラヴァーズを見つめた。もっと聞かせてほしいと、すがるように瞳を潤ませている。

　完全に気分が高揚しているらしいクラリッサに、トラヴァーズが破顔した。

「僕はもう読んだけど、とても面白かったよ。僕のものでよかったら、貸そうか？」

「ええ！　ぜひそうしてもらいたいわ──って……」

「どうしたの？」

　きょとんとするトラヴァーズを前に、クラリッサはようやく我に返った。トラヴァーズに本を借りるということは、いずれ彼と結婚することになりはしないだろうかと思ったからだ。庶民ならば本ぐらいでと思うところだが、クラリッサとトラヴァーズは親交国の王族同士なのだ。それも年頃の。

（それなのに何、親しげに話しちゃってるのよ、私!?）

　クラリッサは自分を責めながら、脳内で己の行動を振り返った。

　午後、玉座のある謁見の間からヒューバートとリリアンに見送られてトラヴァーズとふたり城内を回ることになったクラリッサは、最初こそ義務的にその役割をこなしていた。いくつもの階段や回廊を通り、控えの間や副官・近従の部屋、執務室、居間、食堂、更衣室、寝室、中庭やバルコニーに至るまで、広い城の中を（あとでヒューバートにケチをつけられないよう）くまなく案内していった。防犯上、外には出られないから城内だけに限られたが、それでもオールダム城とは造りが違うからか、トラヴァーズはどこも興味深げに見学していた。不機嫌なクラリッサの淡々とした説明にも、口を挟むことはしなかった。

　しかし書庫に着いたところで、クラリッサは暴走してしまったらしい。ロマンス小説の棚の前で熱く語り始め、意外なことにトラヴァーズもそれに乗ってきたことから、歯止めが利かなくなった。何せトラヴァーズときたら、古今東西あらゆる書物に精通しており、クラリッサが愛してやまないロマンス小説もほとんど読破しているというのだ。

　こうしてミイラ取りがミイラになるという典型的な状態に陥ったことを思い出し、クラリッサは己の不甲斐なさにひどく消沈することになった。

　ちらりと周囲に視線を向ければ、書庫の管理者である司書を始め、城内に等間隔に配置されている衛兵らが微笑ましげにこちらを見つめている。これでは彼らからヒューバートにふたりは良い雰囲気だったと報告されてしまうだろう。クラリッサはうなだれた。このままでは兄の思惑通りの展開になってしまう。詰まるところそれは、トラヴァーズとの結婚である。

「ト、トラヴァーズさま……折り入ってお話がありますの」

「うん？　『王太子の仮花嫁』のことかい？」

　一転、声色を低くしたクラリッサに動じることなく、トラヴァーズは相変わらず美麗な顔を微笑ませたままで聞いてきた。

（そのタイトルを出すのは卑怯だわ……！）

『王太子の仮花嫁』を読んでみたい……！　しばらくうんうんと唸っていたクラリッサは腹の中でようやく好奇心を抑え込み、改めて毅然とした態度でトラヴァーズを見あげた。

「ふたりきりでお話がしたいのです。書庫はこの辺にして、次は私の部屋にご案内いたしますわ」

　するといままで余裕を見せていたトラヴァーズが、初めて困ったように眉を寄せた。

「さすがにレディの部屋に入るのは気が引けてしまうよ」

「いいえ。城内を案内せよと王陛下が命令されたのです。私の部屋も例外ではありませんわ」

　クラリッサは取り澄ましたような顔でそう述べると、トラヴァーズに有無を言わせず先導して歩き始めた。トラヴァーズはためらいがちについてくる。クラリッサはもう彼と親しくしようとは思わなかった。これ以上トラヴァーズと話しているところを誰かに見られでもしたら、彼と懇意にしていたと城内で噂を立てられかねない。そんな些細なことでも結婚に繋がってしまう可能性があるうちは気をつけなければ……。

　それでも書庫を出るときは名残惜しかった。どうせならこちらに置いているロマンス小説をいくつか持って帰ればよかったとも思ったが、トラヴァーズに話の種を与えるわけにはいかなかったから、断腸の思いで自粛した。

　そうしてふたりとも無言のまま二階にあるクラリッサの私室に辿り着くと、ドアの前にメアリーが控えていた。ふたりに気づいて頭を下げてきたメアリーに、クラリッサが命じる。

「メアリー、外してちょうだい」

「ですが……」

　メアリーが言いよどむ。このあとクラリッサがトラヴァーズを己の部屋に招く気なのだと、彼女はいち早く悟ったらしい。メアリーもトラヴァーズと同じく、嫁入り前のレディの部屋に男を入れることには反対なのだろう。

　けれどクラリッサは一歩も退かなかった。邪魔が入らずにふたりきりになれる場所はここしかないのだ。中庭の東屋も頭をよぎったが、すぐにフェリックスの顔がちらついて、そこはだめだろうと諦めた。外交問題に発展するかもしれない話をするのだから、できれば誰にも聞かれたくない。無論、信頼の置けるメアリーにもだ。

「いいの。お茶でも淹れてきてちょうだい」

「……かしこまりました」

　不承不承という感じで、メアリーは下がっていった。ちらちらとうしろを振り返りながら、厨房に向かっていく。その姿が廊下の向こうに消えたあと、クラリッサは金色のドアノブを回して自室の扉を開いた。

「どうぞ」

「うん、じゃあ……失礼するね」

　トラヴァーズが申し訳なさそうに部屋に足を踏み入れた。クラリッサはあとに続き、廊下に衛兵以外には誰もいないことを確認すると、自らも中に入って扉をぱたんと閉めた。

　室内にふたりきりという気まずさからさっそく沈黙が下りるかと思ったが、先に口を開いたのはトラヴァーズのほうだった。

「うわぁ……部屋にも本がたくさんあるんだね」

　とても一国の王妹とは思えないほどの壁一面を覆う書架に埋め尽くされた部屋を見て、トラヴァーズが感嘆の声をあげる。大きな天蓋付きのベッド以外、調度品などは質素で、衣装箪笥と鏡台、テーブルとソファぐらいしかない。

「座ってください」

　クラリッサはここでも、有名な『悪魔の恋人』は読まれたかしら!?　などと本の説明をしたい衝動に駆られたが、あくまで他人行儀に接することに決める。

　トラヴァーズもさすがに不穏な空気を感じたのか、今度は黙ってソファに腰を下ろした。

　クラリッサも人ひとり分のスペースを空けて、同じソファに浅く腰かける。

「話というのはですね」

「僕たちのことだろう？」

　クラリッサが口を開くのに合わせて、トラヴァーズが苦笑しながら言った。

「どうして……」

「それ以外、ふたりきりで話す必要はないじゃないか」

「そ、そう言われれば、そうですわね」

　先手を取られた気がしてクラリッサはわずかに怯んだが、自分を奮い立たせた。

「では改めて申し上げさせていただきますと──」

「オールダム王国としても、ウィンダミア王国の王妹である君は僕の結婚相手にふさわしいと思っている。実現したら、両国の関係はより堅固なものになるだろう」

「え……」

　至って真面目な顔で言われ、クラリッサは戸惑う。これではまるで外交交渉のような会話だ。

　二の句が継げないでいるクラリッサに、トラヴァーズは先を続けた。

「僕個人としても、君に好意を抱いている。噂通りの美貌にも目を奪われたが、本に対する情熱に惹かれるものがあった」

　クラリッサの頬が瞬時に赤く染まっていく。胸がドキドキと早鐘を叩き始めた。

「そ、そんな……急に何をおっしゃいますの……」

　男性にこんなふうに面と向かって告白されたことのないクラリッサにとって、ロマンス小説のような展開は願ってもない機会だったのに、実際に目の当たりにすると恥ずかしくて仕方がなかった。心のうちで、どうかトラヴァーズに心臓の音が聞こえませんようにと祈ってしまったほどだ。

「君は？　僕を少しでも男性として好ましいと思ってくれているのかな？」

　トラヴァーズが矢継ぎ早に質問してくる。

　意外にも性急なトラヴァーズの隣で、クラリッサはどうしたらいいかわからない。

「あ、あの……！」

　ひとまずクラリッサは声を張りあげた。このままではトラヴァーズにまたしても言いくるめられてしまいそうだ。トラヴァーズがクラリッサの答えを待ってくれているうちに、頭をフルに回転させて考える。

（やっぱりトラヴァーズさまは、私との結婚を望んでこの国にいらっしゃったんだわ）

　クラリッサがトラヴァーズと結婚すれば、彼の言う通り、ウィンダミア王国とオールダム王国の関係はより親密になるはずだ。それはこれから国を治めていかなければならないヒューバートにとって大きな助けとなるだろう。しかもオールダム王国に嫁げば、読んだことのないロマンス小説が読み放題という特典もついてくる。

　だけどクラリッサには、どうしても譲れない条件がある。

「今朝、お兄さま──王陛下にも申し上げた通り、私は……」

「恋がしたい、そうだろう？」

　ずばりと言い当てられ、クラリッサがたじろぐ。

「それもロマンス小説に出てくるような、情熱的な恋だ」

　にっと、トラヴァーズが口角をあげた。これまで優男に見えていたトラヴァーズだったが、こんな嫌味な表情もするのかと、クラリッサは驚きを隠せない。

　しかしここで押し負けるわけにはいかなかった。主導権はこっちが握らなければ。

「ええ、そうですわ！　私は恋がしたいのです！」

　そうして今度は口を挟まれないよう、一気にまくし立てた。

「王族として政略結婚しなければならないというのは、生まれたときから承知しておりますの。だから相手は正直、どなたでも構わないと思っております。重要なのは、その相手と恋ができるかどうかだからです。恋ができなければ、たとえ親交国であるオールダム王国との関係がこの先ぎくしゃくすることになっても、私は絶対に結婚などいたしません！」

　クラリッサは気づけば、はあはあと肩で息をしていた。

　そんなクラリッサの気迫に圧倒されているかと思いきや、トラヴァーズはなんと笑みを浮かべていた。その余裕からバカにされたように感じ、クラリッサがカッとなりかけたとき、控えめにドアをノックする音が室内に響いた。

　クラリッサが驚いてその場で跳び上がる。

「ど、どうぞ！」

「ク、クラリッサさま。お茶をお持ちいたしました」

　緊張気味に入ってきたのは、メアリーだった。先ほどのクラリッサの宣言が丸聞こえだったのだろう、顔面蒼白になっている。自国の姫がオールダム王国の次期王に不敬な口をきいたのだから当然かもしれない。トラヴァーズがいなければ、乳母として侍女頭としてクラリッサを叱りつけていたところだろう。

「そこでいいわ。あとは自分でやれるから」

　クラリッサは己を落ち着かせるために深呼吸したあと、ソファの前のローテーブルにお茶とお菓子を置いていくようメアリーに指示した。

　紅茶とスコーンをテーブルに並べながら、メアリーは何か言いたげにクラリッサを見つめていたが、当のクラリッサが頑なにメアリーと目を合わせようとしなかったため、彼女は諦めたように退出していった。クラリッサとトラヴァーズは再びふたりきりになる。

「まずはこれをいただきましょう」

　クラリッサはポットからカップへと慎重に紅茶を注ぎ、スコーンの載った皿と一緒にトラヴァーズの前に置いた。

　トラヴァーズは素直にカップを手に取り、紅茶に口をつける。

「うん、おいしいね」

「オールダム産ですからね」

　クラリッサが嫌味っぽく言ったが、トラヴァーズは意に介したふうもなく微笑むだけだ。

「オールダムには本だけでなく、いろいろな輸入品が手に入るよ。珍しい果物や野菜に、綺麗な宝石まで様々だ」

「私は本だけで結構ですわ」

　つんと顎をあげて紅茶を飲むクラリッサを、トラヴァーズは面白そうに眺めている。

「よほどロマンス小説が好きなんだね」

「はい、そのとおりです」

　それからしばらくはふたりがカップを上げ下げするカチャカチャという音以外何もしなかったのだが、半分ぐらいまで紅茶を飲み終わったところで、トラヴァーズが唐突に話し始めた。

「じゃあ、こういうのはどうだろうか？」

「なんですか？」

　怪訝な顔をするクラリッサに向けて、トラヴァーズがとんでもないことを口にした。

「君が仮の花嫁として、僕の恋人になるんだ」

「は、はあ!?」

　あまりに突飛な内容に、王妹にもかかわらずクラリッサは素っ頓狂な声をあげてしまう。

　けれどトラヴァーズは気分を害した様子もなく、淡々と続ける。

「僕は君を花嫁にしたいと思っている。君もまた恋ができれば誰でもいいと言った」

「た、たしかにそうは申しましたけれど──」

「それなら僕の提案に乗ってくれてもいいだろう？」

　当然だとばかりに、トラヴァーズが言う。

　クラリッサがぶんぶんと頭と手を同時に振った。

「そ、そんな……無理ですわ、そんなこと」

「〝恋人ごっこ〟だと思えばいい」

「〝恋人ごっこ〟ですって？」

　理解不能とばかりに眉根を寄せるクラリッサの手を、トラヴァーズが何気なく取った。

「そう。期間は僕がここにいられるまで──つまり、リリアンが出産するまでだ」

　トラヴァーズがクラリッサの手を口元まで持ち上げ、その甲にそっと唇をつける。紳士ならば当然の振る舞いだったし、ロマンス小説ではよくある描写だったから免疫があるつもりでいたが、クラリッサの鼓動は本人もあずかり知らぬところで高鳴っていた。

（いやだ！　私ったら、なんでトラヴァーズさまにドキドキしなければならないの）

「どうかな？」

　トラヴァーズが確認するように問うてくる。

　クラリッサは悩んだ。どうせトラヴァーズと結婚しなければいけないのであれば、彼と恋をしようとしてみるのも悪くない。リリアンは臨月だから、期間も二週間から最長でも一ヶ月ぐらいだろう。長くも短くもなくちょうどいい。よくよく考えても、恋をしてみたいクラリッサにとって渡りに船の話ではないだろうか。もし恋ができなければ、外交問題に発展しようとも丁重に断りを入れればいい。短い間で感じたことではあるが、トラヴァーズの性格上、強引にことを進めようとはしないはずだ。クラリッサがトラヴァーズに恋に落ちなければ、きっと結婚を諦めてくれるだろう。

「わかりました。その〝恋人ごっこ〟とやらに、お付き合いさせていただきますわ」

　気づけばそう答えていたクラリッサに、トラヴァーズは極上の笑みを浮かべてみせたのであった。






第二章　恋人ごっこ









　雲ひとつない晴天の空の下、クラリッサは中庭の東屋にあるベンチに腰かけ、だらしなくもテーブルに顔を預けていた。片手には読みかけのロマンス小説を持っていたが、いまはとても開く気にはなれない。

　それというのも今朝方、朝食の席でトラヴァーズがクラリッサとの恋人宣言をしたからである。同席していたのはヒューバートとリリアンだけだったが、その場に居合わせた衛兵やメイドたちから、あっという間に城内にクラリッサとトラヴァーズが恋人関係になったことが噂として広まってしまった。こうして東屋に逃げ込むまでの間、親しいソーンヒル宰相やハーマン侍従長、クレイグ騎士団長まで、会えば口々に祝福の言葉を述べられた。これでウィンダミア王国は安泰だとまで言われたのだ。ふたりの間ではあくまで〝恋人ごっこ〟という位置づけだと思っていたから、クラリッサはそれはそれは大きなショックを受けていた。言うまでもなくヒューバートに至っては小躍りしそうな喜びようだった。

（これではトラヴァーズさまとの結婚が決まったようなものじゃない！）

　メアリーが選んでくれた臙脂色のドレスがぐしゃぐしゃになることも構わず、クラリッサは屈辱を噛み締めるように裾を握り、どんどんと頭をテーブルに打ちつけた。見事な金髪が波打つ。

（安易に承諾した私のバカ、バカ！）

「おいおい、くだらない本の読み過ぎでついにおかしくなったか？」

　そんなとき、クラリッサに声をかける者がいた。わざわざ見なくてもわかる。

　クラリッサは憮然とした顔をあげると、青い目を細めて声の主をにらみ据えた。

「なんで私がひとりでいたいとき、いつもあなたは現れるの？」

　クラリッサにとっては当たり前の疑問なのに、想定外の質問だったのか、フェリックスはうっと返答に詰まったようだ。しどろもどろと言い訳をし始めた。俺は騎士だから城内の見回りも必要でとかなんとか。

　自分で言っておきながら、しかしその答えに興味を失ったクラリッサは、大仰なため息をついて上体を起こした。テーブルに大事そうに本を置く。エイベルの旧作だ。最新作を書いていると知って読み返したくなったのだ。

「ねえ、なんで帯剣してるの？」

「は？」

　唐突な話題の切り替えに、赤い顔をしたフェリックスがぱちぱちと目を瞬かせる。

　クラリッサが繰り返した。

「最近、休み時間でも剣を下げてるじゃない。なんで？」

　騎士団は城内に配置されている衛兵とは違い、有事のさいに出動する軍隊だ。城の外に併設された砦があり、普段はそこで訓練している。衛兵に守られた城内に入るのに、わざわざ帯剣する必要はない。大事な式典でもあれば別だが。

　顔の熱が引いてきたらしいフェリックスが、「ああ」と思い出したようにつぶやいた。

「剣試合が近いからだよ。今年も勝ちたいから、常に剣を抜けるようにしてるんだ」

「もうそんな季節だったわね」

　ぽんっと、クラリッサが手を叩く。

　ウィンダミア王国では秋の半ばに騎士団主催のイベントがあるのだ。弓や槍、剣を使った試合形式で、互いの力量を競い合う。剣を得意とするフェリックスは毎年剣試合にエントリーしており、一昨年は準優勝、昨年はついに優勝を果たしていた。

「今年のライバルもクレイグ騎士団長かしら？」

　去年の剣試合でフェリックスは、決勝戦でクレイグ騎士団長と接戦を繰り広げた。

「急なエントリーでもなければ、たぶんそうなるだろうな」

　フェリックスはクラリッサの隣に座ると、自信満々にそう言った。十九歳という若さで優勝するのは並大抵のことではない。フェリックスは才能と努力でその地位までのしあがってきていた。

「今年も俺を応援してくれるだろう？」

「もちろん」

　なぜか照れくさそうに聞いてくるフェリックスに、クラリッサは間断なくうなずいた。

「今回は私の貯金をそっくり賭けようかしら」

「そこまでしてくれなくていいんだぜ」

　フェリックスがにやりと笑う。試合での賭け事もイベントでの楽しみのひとつなのだ。

「まあ、お前の貯金を二倍にする自信はあるけどな」

「またそんなことを……」

　大口を叩くフェリックスと笑い合っている間、クラリッサは自分の立場を忘れていた。だから小道の向こうから高貴な衣装をまとった青年が現れたとき、どこか他人事のように感じられた。

　最初に気づいたのはもちろんフェリックスのほうで、思わず彼は剣の束に手をかけていた。いまにも剣を抜きそうな緊張感を帯びたその手を、クラリッサが慌てて止める。

「フェリックス、いいの。トラヴァーズさまよ」

　小声で注意すると、フェリックスは束から手を離したが、警戒は緩めなかった。険しい表情で、こちらにやってくるトラヴァーズを見つめている。

「捜したよ、クラリッサ」

　トラヴァーズが柔らかに微笑みながら、東屋に足を踏み入れてきた。そうして柱や軒を興味深く眺める。

「こんな場所もあったんだね。まるで隠れ家みたいだ」

　昨日中庭を案内したさいにこの場所を紹介しなかったことを責められているように感じ、クラリッサは急いで立ちあがった。

「ご、ごめんなさい、トラヴァーズさま！　少しひとりになりたかったのです」

　しかしトラヴァーズの視線はクラリッサではなく、その隣に注がれていた。

「クラリッサ、この方は？」

「え？　あ──」

「ウィンダミア騎士団に属するフェリックスと申します。オールダム王国の王太子殿下」

　クラリッサが紹介する前に、フェリックスは膝をついていた。頭を垂れてはいたが、彼が心から平伏していないことにクラリッサは気づいていた。声が鋭い。

「僕はウィンダミア王国の人間ではないから、君がひれふすことはないよ」

　トラヴァーズは苦笑したあと、クラリッサに目を向けた。

「彼とはどういう関係なの？」

「はい？」

　問われている意味がわからず、クラリッサは疑問系で言葉を返してしまう。

　しかも答えたのは、立ちあがったフェリックスだった。

「元婚約者です」

　その台詞に、クラリッサはぎょっとして幼馴染みを見やった。たしかにそういう話が持ちあがったこともあったが、それは先王の時代のことだ。普通に主従関係とでも言おうと思っていたクラリッサは言葉を失い、ぱくぱくと口を開閉する。

　トラヴァーズの顔が徐々に深刻になり、やがてフェリックスとにらみ合う格好となる。

（いったい何が起きてるの!?）

　クラリッサは、ひとりついていけない。

「そうなのかい？　クラリッサ」

　刺すような視線をフェリックスに向けたまま、トラヴァーズが聞いてくる。嘘ではなかったから、クラリッサはこくりと従順にうなずいた。

「昔の話ですわ」

　そう付け加えたら、フェリックスがすかさず声をあげた。

「そうとも限りません。次の剣試合で優勝すれば、王陛下から褒美を賜ります。俺はクラリッサを所望するつもりです」

「なんですって？」

　クラリッサは耳を疑った。

　完全に臨戦態勢にあるフェリックスを前に、しかしトラヴァーズは冷静だった。

「そうなるといいね。でもクラリッサはいま、僕の恋人だ」

「そうらしいですね。でも、いまだけの話です」

「え？　え？」

　対峙するふたりの男の間に火花が散っているように見えるのは気のせいだろうか？　これはロマンス小説で俗に言う三角関係というやつではあるまいか？　まさか実際に自分の身に起こるとは思ってもいなかったので、クラリッサはまごつくしかない。

　けれどフェリックスが自分に執着する理由がわからなかった。剛健な彼のことだ、優男のトラヴァーズが気に入らないだけなのかもしれない。褒美の件もおそらく冗談に決まっている。どうせ去年と同じく、さらに自分を高めるための武具を希望するに違いない。

「そういうわけだから、クラリッサ。午後は僕とデートしてくれないか？」

「え？　はい……」

（どういうわけなの!?）

　意味はわからなかったが、彼の言った通り、クラリッサはいまトラヴァーズの恋人なのだ。こうして見つかってしまった以上、逃げるわけにもいかないし、断る理由もない。承諾するしかなかった。ただし隣で、フェリックスがむっと眉を寄せるのがわかったが。

「じゃ、じゃあまたね、フェリックス」

　クラリッサは一応申し訳なさそうに幼馴染みにそう告げると、トラヴァーズが紳士的に差し出してきた腕に淑女らしく自分の手を載せた。エイベルの旧作はもう片方の手で持った。

「またね、フェリックス殿」

　トラヴァーズはそうフェリックスを一瞥すると、クラリッサを伴い、城内に向かって歩き始めた。

　うしろを振り返ることがなかったクラリッサは気づかなかったが、フェリックスはふたりの姿が見えなくなるまで硬い顔を崩さなかった。







　トラヴァーズがクラリッサを連れてきたのは城の書庫だった。見慣れた戸口を前に、クラリッサが唖然と口を開く。

「デートなのに、こんなところで構いませんの？」

　てっきり市場に出たり、遠乗りしたりするものかと思っていたのだ。

「うん。だってここが君のいちばん好きな場所だろう？」

　トラヴァーズがにこにことクラリッサを見つめている。中性的に美しい彼の笑顔に戸惑いながらも、自らドアノブに手を伸ばした。

「え、ええ……そうですけど──」

　書庫の扉が開くと、中にいた衛兵と司書官が瞬時に臣下としての礼を取った。

　また何人か先客がいたのだが、クラリッサたちの姿を認めると、微笑ましそうに挨拶をして出て行ってしまった。

（ふたりきりだわ……！）

　クラリッサはなんだか緊張してきた。改めてデートという言葉の重みを噛み締める。

　ふたりはいくつもの書棚を見て回りながら、最終的に窓際に据えられたテーブルセットに腰を落ち着けた。窓の向こうは広葉樹の林となっており、赤や黄に色づいた葉に彩られ、ちょうど紅葉の見頃だった。

「それはエイベルの旧作？　『御曹司と秘密の関係』？」

　クラリッサがテーブルの上に置いた本の装丁から、トラヴァーズが題名を言い当てる。クラリッサは恥ずかしそうに首肯した。手をどけて、金箔で飾られた表紙を見せる。

「ええ。例の『王太子の仮花嫁』の話を聞いたら、エイベルが読みたくなってしまって……」

「そうか。じゃあ僕も今日はエイベルを読もうかな。彼の情景描写は秀逸だよね」

　トラヴァーズが立ちあがり、再び書棚に向かった。

「そうなんです！　特に──」

　同じ本に共感してもらえることがうれしくて、クラリッサも話しながらトラヴァーズのあとに続く。ふたりでエイベルの素晴らしさについて語り合いながら、本を選んだ。

　ロマンス小説の書棚はテーブルセットのすぐ目の前にあった。司書官が気を利かせて、クラリッサが読みやすいよう配置換えしてくれたのだ。

　エイベルの本はＡの段になるから、書棚のいちばん上にある。

「えっと……次にお勧めなのが、『王女の熱帯夜』なんです！」

　クラリッサが背伸びして目的の本に手をかけようとしたら、横からトラヴァーズが手を伸ばしてきた。一瞬だけふたりの指先が触れ、クラリッサが慌てて手を引っ込める。

「これだよね？」

　何事もなかったかのようにトラヴァーズに青い装丁の『王女の熱帯夜』を渡され、クラリッサはわずかに頬を染めた。あまり背は高くないと思っていただけに、トラヴァーズにこうして本を取ってもらうと、なんだか気恥ずかしい。胸の鼓動も高鳴っていた。

「ええ、ええ……はい。あの、ありがとうございます……」

　語尾が曖昧になってしまったが、なんとか礼を告げられた。

　トラヴァーズのほうは相変わらず冷静沈着で、いつの間にか真っ赤な顔をしたクラリッサに気づかないふりをしてくれた。顔色の変化にどう言い訳していいかわからなかったので、クラリッサは助かったと心のうちで思う。

「じゃあ、読もうか？」

「は、はい！」

　それでも読書は楽しい。特にロマンス小説は。

　クラリッサは嬉々として椅子に座った。すぐさま『御曹司と秘密の関係』の続きを読み始めると、トラヴァーズも隣に腰かけてクラリッサが勧めた『王女の熱帯夜』を開いた。

　最初こそ真横に人の気配がすることで落ち着かなかったクラリッサだったが、次第に物語の中に入っていく。黙々と読み進めているうちに、なかなか報われないヒロインに感情移入してしまい、いつの間にか青い瞳に熱いものが込み上げてきてしまっていた。

「クラリッサ？」

　心配そうに名を呼ばれ、クラリッサが切なげな顔をあげる。その拍子に、涙がひと筋ぽろりと頬を伝った。

「あ……すみません。つい──」

　急いでハンカチを捜すクラリッサの白い頬に、トラヴァーズがなんの予兆もなく触れてきた。

「あ、あのっ」

　紫の瞳に真っ直ぐに見つめられ、どきりと心臓が跳ねる。

「動かないで」

　トラヴァーズはそう言うと、そのまま指の腹でなぞるように涙の筋を拭う。クラリッサは呆然とトラヴァーズを見つめ返した。

「これで綺麗になったよ。それとも、もう少し泣くかい？」

　からかうように問われ、クラリッサは再びかあっと顔を赤くする。

「だ、だだ大丈夫です！」

　ぶんぶんと頭と両手を振って、トラヴァーズから少しでも距離を置くよう、うしろにのけぞった。

　ふいにトラヴァーズは外を見て、次いで胸元から金色の懐中時計を取り出した。

「ああ……もうこんな時間だ。そろそろ戻ろうか？　夕食の時間になる」

「えっ、あ、はい！」

　クラリッサはまだドキドキする胸を抑えつけながら、必死に何事もないように繕った。あっという間に終わった（しかも読書しかしていない）デートで、こんなにも動揺するとは思わなかった。

（こんなにドキドキするのはきっと、エイベルの本があまりに泣けるからだわ！）

　自分の変化が信じられなくて、クラリッサは心のうちでそう言い聞かせていた。







　夕食のためトラヴァーズとともに食堂に入ったクラリッサは、唖然として長方形のテーブルを見つめた。自分の席の隣に、いつの間にかトラヴァーズの席が用意されていたからだ。これまではお客さま用をあてがわれていたトラヴァーズの席が、クラリッサと同じ王侯貴族用になっている。これではまるで夫婦のような扱いだ。白いクロスのかかったテーブルの上座には、すでにヒューバートとリリアンが座っていた。

「そんなところにいつまでも立っていないで、座ったらどうだ？」

　ヒューバートがナプキンを広げながら、入り口で固まっているクラリッサが文句を言う前に声をかけてきた。

「トラヴァーズ殿も、さあ！」

　ちらりとトラヴァーズを見あげれば、彼は少しも動じることなくうなずくと、執事が椅子を引いて待っている己の席へと足を進めた。クラリッサも仕方なくあとに続く。

　侍女や侍従たちが給仕する中で、そうして（他国も含めた）王族四人の食事が始まった。

　今夜のメニューは子牛のパテ、タマネギと兎の赤ワイン煮、香辛料をきかせた鯉のスープ、花梨の実のサラダにパンを主食としている。飲み物はビールと葡萄酒だ。デザートには紅茶と、ナツメヤシとイチジクの干した実が出てきて、クラリッサの席にだけはオレンジジャムの瓶が置かれた。甘党のクラリッサがなんにでも塗ったり入れたりしてジャムを楽しむことは、城内に住む者なら誰もが把握していた。メアリーだけはクラリッサの体型や体面を気にして摂生させるようにしているのだが、残念なことに彼女はいまクラリッサの就寝準備に取りかかっていることだろう。

　いよいよデザートの段になって、クラリッサはうきうきとジャムの瓶を手にした。酸味のきいたオレンジジャムはクラリッサの大好物だ。

　隣ではトラヴァーズが食事を摂っていたが、席についてすぐヒューバートと政治的な議論を交わし始めたので、彼のことはあまり気にすることなく料理を口に運ぶことができた。

（恋人って言っても、やっぱり〝ごっこ〟でいいのだわ）

　クラリッサはそう胸中で独りごちた。緊張するなんてバカみたい。

　書庫でも食堂でも、男女の関係らしいことは何もしていない。せいぜい書棚で手が触れ合った程度だ（それも一瞬）。食事のさいも給仕は全て使用人たちがやってくれるので、クラリッサがトラヴァーズにしなければならないことは、いまのところ何もなかった。リリアンはときどきヒューバートのゴブレットの中身や料理の減り具合を気にしていたが、それは彼が夫だからだ。クラリッサは仮の花嫁であり、恋人〝ごっこ〟の相手に過ぎない。

　だから隣のトラヴァーズを置物のごとく思いつつ、瓶のフタを回そうとしたのだが。

（何これ、すごく硬いわ！）

　どんなに力を入れてもフタが開かない。

　うんうん唸っている間に、目の前の紅茶がどんどん冷めていく。

（困ったわ……）

　侍女や侍従に頼んでみようかとも思ったが、一国の姫が瓶のフタも使用人に開けさせているなんて噂でも立てられたらたまったものではない。

　どうしたものかとクラリッサがひっそりと思案していると、横からひょいと瓶を取りあげられた。

　クラリッサが驚いて振り向くと、トラヴァーズが先ほどからクラリッサを悩ませていたオレンジジャムの瓶のフタを開けようとしていた。

「ト、トラヴァーズさま……それは──」

　とても硬いのだと忠告しようとしたが、寸前のところで留まった。どちらにしてもトラヴァーズの面目を潰すことになってしまうと考えたからだ。

　けれどクラリッサの考えは杞憂に終わった。トラヴァーズがあまりにも簡単に、きゅるりと瓶のフタを回してしまったからだ。

「はい、クラリッサ」

　トラヴァーズが微笑みながら、クラリッサに開いたジャムの瓶を渡す。

　クラリッサはおずおずとそれを受け取った。

「あ、ありがとうございます……」

　書庫でも感じたことだが、トラヴァーズは思っていた以上に男らしい面がある。高いところにある本を取ってくれたり、硬い瓶のフタを開けてくれたりと、中性的な彼からはとても想像できないことばかりだ。つい身近な男性であるフェリックスと比べてしまいがちだったが、彼が異例なだけで、客観的に見ればトラヴァーズも充分にワイルドなのかもしれない。ワイルドな性格が好みのクラリッサにとって、それは吉兆のように感じられた。

　そうして頭ではトラヴァーズのことを考え、身体ではジャムをすくうという別の行動を取っていたからか、クラリッサはスプーンに大量のジャムを載せたまま、何かにつけるわけでも紅茶に入れるわけでもなく、なんと口に運んでしまっていた。

　あっと気づいたときには既に唇にジャムがべっとりとつき、クラリッサは慌ててスプーンを置くと、ナプキンで拭おうとした──が、その手をトラヴァーズに止められた。

「何を考えていたんだい？」

　くすくすと面白そうに喉で笑われながら、トラヴァーズが指先でクラリッサの口元を拭う。意外に節くれ立った彼の手が唇を滑り、クラリッサは心臓が飛び出るかと思った。書庫で涙を拭われたときよりずっと、官能的な刺激を伴ったからだ。頬ではなくキスをする唇だから？　あまりに近くに彼の顔があり、つい息を止めてしまう。

「僕のことだったらうれしいのだけど」

　しかも思考を読み取られたように言い当てられ、クラリッサはかあっと頬を赤らめた。

「図星かい？」

　クラリッサはぶんぶんと頭を振るだけで精一杯だ。トラヴァーズが手を引いたとき、ようやく呼吸できたほどだった。

　しかもトラヴァーズは手についたオレンジジャムを自分のナプキンで拭おうとはせず、クラリッサを見つめながらぺろりと舌で舐めた。その行動があまりにもエロティックに映り、クラリッサはうろたえた。

「おいしいね。オールダム産？」

　それはクラリッサの嫌味の仕返しみたいだった。彼の紫の目が楽しげに笑っている。

　トラヴァーズがクラリッサの緊張をほぐしてくれる言い方をしたので、彼女はようやく気を落ち着けることができた。

「いいえ、これはウィンダミア産ですわ」

　クラリッサは深呼吸すると、まさかいまのやり取りを見られてはいないかと上座に視線を走らせた。するとうれしそうに顔を見合わせているヒューバートとリリアンの姿が目に入る。席を隣にした効果だと言わんばかりの、いたずらが成功したかのようなふたりの様子に、クラリッサは穴があったら入りたいぐらい恥ずかしくなった。

（全部見られていたのだわ……！）

　ちらりと横を見れば、トラヴァーズは何事もなかったかのような涼しい顔で紅茶を飲んでいる。

（トラヴァーズさまはあんなことをしておいて恥ずかしくはないのかしら？）

〝恋人ごっこ〟が始まってから自分ばかりが翻弄されているようで、なんだか面白くない。けれどそれは決していやだという感情ではなかった。むしろこれまでにない感情の振り幅に、わくわくしているほどだった。

（きっと私と同じようにロマンス小説を読破してるから、何をすれば女性が喜ぶのかわかっていらっしゃるのだわ）

　クラリッサはそう結論づけた。それならばいままでのトラヴァーズの態度にも納得がいく。ハグやキス、セックスだけが恋ではない。トラヴァーズはそこをよく心得ているのだ。

　そこでクラリッサはハッと気づく。こうして少しずつ外堀を埋めながら、トラヴァーズはクラリッサをものにしようとしているに違いない。仮花嫁から花嫁にするために。

（このままトラヴァーズさまのペースにはまっていたら、大変なことになるわ！）

　クラリッサが恋をしたいと思っているのは事実だが、こんなふうに己の行方を左右されることは、ただ単に追い詰められているのと同じだ。ときめきがなければ、それは恋とは言えない。

（とにかくトラヴァーズさまに隙を見せたらダメよ、クラリッサ！）

　クラリッサは自分にそう言い聞かせると、今度はミスのないようにと再びジャムに取りかかった。これ以上、トラヴァーズの思惑通りにはなるまいと誓いながら。







　夕食のあと、男性は葉巻やブランデーを片手に男だけの話に入るのが常だったが、トラヴァーズはその前にクラリッサを部屋まで送っていくと言ってきかなかった。隙を見せないよう自身に誓ったばかりのクラリッサが渋々承諾すると、トラヴァーズはあの極上の笑みを浮かべた。そうしてヒューバートとリリアンにひやかされるように見送られながら、ふたりは食堂を出た。

　暖炉のあった食堂とは打って変わり、廊下はひんやりと冷えていた。いまの時期は昼と夜の寒暖差が激しいので、ドレス一枚ではもう肌寒いぐらいだ。そろそろメアリーにコートを出してもらわなければならないだろう。

　辺りは既に薄暗く、等間隔に並ぶ燭台だけがその場をほの明るく照らし出している。

　ふたりは並んで歩きながら、二階にあるクラリッサの部屋に向かう。特に会話することもなかったが、なぜか沈黙が苦痛ではない。その理由を考えているうちに、大階段のある広間に辿り着いた。いまは誰もおらずしんとしているが、ここでは様々な式典や催しが行われるのだ。特に夜半まで続く舞踏会のさいはきらびやかに彩られ、真冬にもかかわらず人々の熱気で暑いぐらいになる。騎士団の試合が終われば、舞踏会の季節がやってくるのだ。そのためのドレスを特注するために、メアリーはすでにクラリッサの採寸を済ませていた。前よりも胸が少しだけ成長していたことを思い出し、クラリッサが表情を緩めた。

　階段をのぼろうとしたところで、出し抜けにトラヴァーズが口を開いた。

「今夜は楽しかったね」

「ええ」

　我に返ったクラリッサが短く答える。もうトラヴァーズの手のうちでは踊らされるまいと思ったからだ。そんな素っ気ないクラリッサにもそれでいいと言わんばかりに、トラヴァーズがいつも通りの調子で言葉を続けてきた。

「ねえ、クラリッサ。君みたいな楽しい女性には初めて出会ったよ」

「え……」

　トラヴァーズが唐突に立ち止まったので、クラリッサも足を止めることになる。階段に一段足をかけた状態だったので、向かい合うとトラヴァーズの顔が目の前にあった。端麗な顔を前に、思わず顔を背けるクラリッサ。

「そ、そんな、私は全然──」

「そうやって、ころころと表情が変わるしね」

　クラリッサはうっと言葉に詰まった。それはフェリックスにも指摘されていたことだ。クラリッサは自分では感情を表に出さないタイプだと思っているが、しっかり顔に出てしまうらしい。そう言えば先ほどもドレスの採寸で思い出し笑いを忍ばせた気がする。

「そして何より、やはり君は美しい」

　トラヴァーズはとろけるような瞳でクラリッサを見つめながら、胸元に垂れていた彼女の金色の巻き毛を一房手に取った。どきりと、ついクラリッサの心臓が高鳴る。

（緊張することはないのよ、クラリッサ！　これはトラヴァーズさまの手なのだから！）

　心のうちでそうは言ってみたものの、心臓の鼓動は早鐘を叩くばかりだ。髪の先まで神経が届いているようで、ぴりぴりと身体が痺れる感じもした。

「僕の可愛いクラリッサ」

　トラヴァーズはそう言って、当たり前のようにクラリッサの髪に口づけてくる。

「トラヴァーズさま……」

　クラリッサは頬を染めながら、どうしたらいいかわからずに戸惑っていた。

（〝ごっこ〟とはいえ恋人だから拒否できない……きっとそうなのだわ）

　揺れる己の心に、そう結論づけたい。けれど美しいとか可愛いとか、同じ年頃の男性にそう形容されることに慣れていないクラリッサは、だんだん頭がくらくらしてきた。なぜか頭の芯がぼうっとなってくるのだ。そうしてしばらくは、されるがままになっていた。

　どれぐらいそんな状態が続いただろうか、やがてトラヴァーズが顔をあげた。

「さあ、行こうか？」

　トラヴァーズはクラリッサの横を通り過ぎるように階段をのぼると、彼女に腕を差し出してくる。いつものように肘の辺りに添えようと思っていたクラリッサの白く華奢な手を、しかしトラヴァーズがなんの前触れもなく取った。

「あ、あの……！」

　そのまま手で手をにぎられて、クラリッサが動揺する。クラリッサの手は冷たかったから、トラヴァーズの手がやけに温かく感じられ、それも申し訳なく思っていたのだ。

「寒いだろう？」

「で、でも──トラヴァーズさまの手も冷えてしまいますわ！」

　慌てて手を引こうとしたが、トラヴァーズは「そうか」とひとつうなずいただけで、なんとそのまま手を自らのコートのポケットにしまい込んでしまった。そしてポケットの中で、指と指を絡ませて繋ぎ直してきた。

（これじゃあロマンス小説に出てくるヒーローとヒロインの親密な関係みたいじゃない！）

　動揺するクラリッサに構わず、トラヴァーズが階段を上がっていく。トラヴァーズに導かれる形となっているクラリッサは、彼に従うほかない。いったい彼はどこまでクラリッサを翻弄すれば気が済むのだろう。こんなにも近くにいるから、どくんどくんという激しい脈動が伝わってしまいそうで怖かった。

　二階の自室に辿り着く頃には、冷えきった手がトラヴァーズのおかげですっかり温まっていた。トラヴァーズは部屋の前で控えていたメアリーにクラリッサを託すと、そのまま踵を返して元来た道を引き返していく。その背に名残惜しさを感じてしまう自分の心に、クラリッサは決して少なくない戸惑いを覚えていた。







　翌日の昼間、クラリッサは馬上の人となっていた。トラヴァーズの提案で、城の近くの丘へと遠乗りに出かけたのだ。ランチ用のバスケットを持参したピクニックだった。

　朝こそ肌寒さに身を震わせたものだが、陽が高く昇る頃には軽装でもちょうどいいぐらいに気温が上昇した。見あげれば、うろこ雲が浮かぶ晴れた空が広がっていた。

　ぱから、ぱからっと、馬が走る小気味よい音が響く。

　クラリッサの乗った馬が風をきり、自慢の金髪をなびかせていた──が、そんなことに意識は向かず、彼女はトマトのように熟れた顔をして縮こまっていた。本来ならば自然の中に溶け込み、風の音や馬の息づかいなどをじかに感じているところだったはずなのに。

　なぜなら……

「いい気持ちだね、クラリッサ」

　頭の上からトラヴァーズの声が落ちてくる。クラリッサはなんとトラヴァーズと同じ馬に乗せられていたのだ。

　城の厩舎で鼻面を押しつけてきた気性のいい葦毛の馬を選んだトラヴァーズは、別の馬を吟味していたクラリッサの手を引くと、当たり前のように自身の馬の前に連れていった。そうしていま、手綱を持つ彼にうしろから抱かれるようにして、クラリッサは前に座っている。クラリッサには乗馬の技術があったので何度も断ったのだが、だから格好もメアリーに頼んで乗馬用のパンツスタイルにしてもらっていた、トラヴァーズが恋人としてどうしてもそうしてほしいと頼んできたので、最後は折れるしかなかった。

　ふたり乗りには慣れていない上に、背中にぴったりとトラヴァーズの胸元が当たっているので、クラリッサは極度の緊張状態に陥っていた。けれど馬に緊張が伝わってしまうとバランスを崩してしまうかもしれないから、全身の筋肉を使って懸命に正しい姿勢を保った。意外にもトラヴァーズは乗馬がうまく、目線の高さにも独特な揺れにも、クラリッサを前にまたがらせていることにも違和感がないようだ。

（王太子さまとは言っても、やっぱり基本的な鍛錬はされているのかしら）

　中性的なトラヴァーズの印象から、どうしても彼が肉体を酷使することには向いていないように感じられるクラリッサにとって、彼の乗馬の巧みさはまた新しい発見だった。

（これで別々の馬だったなら、もっとよかったのだけど）

　それならばむだな緊張をしなかっただろうし、何よりも……

「王太子！　やはりクラリッサはこちらへ乗せますよ！」

　黒毛の馬にまたがったフェリックスに、そう声をかけられないで済んだだろう。

　今回のピクニックにはウィンダミア騎士団の面々も同行していた。彼らは護衛として、クラリッサたちに付き従うことになったのだ。クラリッサを乗せたトラヴァーズの馬を先頭に、放射状に騎士たちが連なっている。

　フェリックスだけが、先頭馬の真横を走っていた。そうして先ほどから彼は、なぜかクラリッサを自分の馬のほうに乗せたがっているのだった。

　若き騎士を横目に、トラヴァーズはもう何度目かになる台詞を口にした。

「大丈夫さ。僕の腕を信用してほしいな」

　トラヴァーズのふたり乗りには、いまのところ欠点がない。それはフェリックスも承知しているところだったが、彼は不敬にもむっと顔をしかめていた。

　葦毛の馬も機嫌がよさそうだった。ぱから、ぱからっと風をきって足を動かしている。

「でも王太子にもしものことがあったら……！」

　フェリックスは粘ったが、トラヴァーズにもう彼を気にする様子はなかった。手綱を操り、クラリッサを支えながら、順調に馬を進めていく。

　クラリッサがちらりと併走するフェリックスの様子をうかがうと、彼は切なげに眉を寄せて彼女を見つめていた。よほどトラヴァーズにクラリッサを託すのが心配らしい。

（なんでフェリックスはあんなにもしつこいのかしら。トラヴァーズさまの乗馬技術ぐらい、同じぐらい腕のある自分ならわかるでしょうに）

　クラリッサにはフェリックスの気持ちがわからない。

　フェリックスはようやく諦めたのか、一歩だけ馬を遅らせてうしろをついてきた。

　クラリッサとトラヴァーズの乗った葦毛の馬は、ゆうゆうと上り坂を駆けていく。

　城の裏の林を抜け、しばらくいったところで視界が開けた。太陽がさんさんと輝き、白い雲が浮かぶ青い空の下、緑の絨毯が敷き詰められた丘に辿り着く。

　ここは小さい頃からよく侍女を連れて遊びにくる場所だったから、クラリッサにとって自分の庭のようなものだった。森の横からせり出したような形になっており、城や城下町を見下ろすことができる。

「いいところだね」

　トラヴァーズが大きく深呼吸する気配が背中から伝わってきた。改めてトラヴァーズの熱を感じたクラリッサが恥ずかしがっている間に、彼は馬を下りた。

「さあ、おいで」

　ようやく自らも馬を下りることが許されたクラリッサだったが、ここでもトラヴァーズは彼女を馬のことを何も知らないような淑女扱いした。クラリッサを受け止めようと、両腕を伸ばしている。

「ひ、ひとりで下りられますわ！　みんなも見ていますし……」

　クラリッサが周囲を見渡せば、到着した騎士団員たちがこちらに注目していた。フェリックスだけは不愉快そうにしていたのだが、クラリッサはそれに気づくどころではない。

　彼らの目が気になってなかなか下りる勇気が出せずにいると、葦毛の馬がぷるぷると身体を震わせた。どうやら早く下りろと催促しているらしい。ゆっくり草を食みたいのだろう。

「あ、ごめんなさい」

　つい葦毛の馬に謝ると、クラリッサは片足を引き抜いてトラヴァーズに背中を向けた。ひとりで下りるつもりだったのだ。けれどすかさず腰の辺りを支えられ、結局クラリッサはトラヴァーズにうしろから抱きかかえられるようにして馬を下りることになった。

「す、すみません……」

　かあっと頬を赤らめながら、トラヴァーズにも謝罪するクラリッサ。彼の腕の中に閉じ込められた格好から抜け出そうとしたが、なぜかトラヴァーズは離してくれなかった。

「あの……トラヴァーズさま？」

　うしろを振り向いて見あげれば、トラヴァーズが微笑んでいた。

「恋人の特権さ。馬の上は寒かったからね」

　温めるようにぎゅっと抱き締められ、クラリッサは動揺する。

（みんなが見ているわ！）

　その溺愛たるや、ひゅうっと口笛を吹く騎士団員さえいたほどだ。

　しかしフェリックスだけは、先ほどとは逆にこちらを見ようともしていなかった。

（んもう！　こういうときに助けるのがフェリックスの役目じゃないの!?）

　憤然とするクラリッサをトラヴァーズが解放したのは、それからだいぶ経ってからのことだった。

　今回はデートということで侍女を連れてこなかったので、クラリッサは昼食を自ら給仕することになった。シートを敷いて、ランチ用のバスケットの中身を広げてみせる。

　山ウズラの焼いたものに、羊の塩漬け肉、パン、リンゴがふたつ。マフィンと杏ジャムの瓶も入っていた。革袋には葡萄酒が詰まっている。

「うん、おいしそうだね」

「どうぞ、召しあがってください」

　騎士団員たちもあちこちで思い思いの休憩をする中、トラヴァーズとクラリッサは昼食を摂り始めた。しかしフェリックスの姿が見えないので、クラリッサはジャムの瓶を取り出しながら、きょろきょろと視線をさまよわせてしまう。

（森にでも見回りに行ったのかしら）

　丘の隣にある森の中には、夏によく訪れる泉がある。幼い頃はフェリックスとも遊んだ場所だ。綺麗な水なので飲むこともできるから、そこで喉の渇きを潤すことも可能だった。

　手元がおろそかになっていたからか、唐突にジャムの瓶を取りあげられた。

「あ──」

　クラリッサが呆気に取られている間に、トラヴァーズが当たり前のように瓶を開けて差し出してくれる。彼にフタを開けてもらうのはこれで二度目だ。情けない。クラリッサが再び謝ろうとしたとき、トラヴァーズが先に口を開いた。

「そんなにあの若い騎士が気になるのかい？」

　相変わらず微笑みを絶やさないものだから、トラヴァーズが誰のことを言っているのか最初はわからなかった。それが嫉妬の現れであるということにも。

「若い……フェリックスのことですか？」

「そう。ずいぶん仲がいいみたいだね」

「そうですか？　ケンカばかりですよ」

　トラヴァーズの言葉に、クラリッサは思わず反論した。

　確かに幼馴染みだから距離感は近いが（いまさら姫扱いされても気持ち悪いけれど）、フェリックスはあれをしろこれはするなと小姑のようにうるさい。トラヴァーズのことにもわざわざ忠告してきたほどだ。

「そういうのを仲がいいって言うんだよ」

「そういうものですか……」

　クラリッサは解せないといった態でむうっと唇をとがらせた。そんな彼女の口元に、ジャムを添えたマフィンの欠片が押しつけられる。

「んむっ!?」

「食べて」

　にこにこと笑っているトラヴァーズに逆らえず、クラリッサはおとなしく口を開いた。途端に甘い杏ジャムと香ばしいマフィンの味が口腔内に広がり、彼女は顔をほころばせる。

「おいしいかい？」

　咀嚼中だったので、こくこくとうなずくクラリッサ。けれどだんだんと恥ずかしくなってきて、ようやく収まっていた頬の熱がまた上昇していく。

（これでは本物の恋人同士みたいだわ……！）

「ほら、クラリッサ。〝あーん〟して」

　しかもトラヴァーズは留まることを知らない。マフィンをちぎって杏ジャムを塗ると、またしてもクラリッサの口に運ぶ。

「こ、こんなこと……トラヴァーズさまにさせられませんわ！」

　並々ならぬ羞恥心だけでなく、本来なら給仕するはずの自分が給仕されていることに罪悪感を覚える。それを懸命に目で訴えたら、トラヴァーズは諦めてくれたのか、マフィンを持つ腕を下ろした。

「わかった。じゃあ、僕が口を開けるよ」

「え……」

　そう言ってマフィンを渡され、クラリッサは戸惑った。目の前ではトラヴァーズが言葉通り、口を開けて待っている。いまにも〝あーん〟と言いたげな顔だ。

（私にこれを食べさせろということなの!?）

　クラリッサの頭はパニックに陥っていた。いくら恋人とはいえ、〝ごっこ〟の相手にそこまでするのが普通なのだろうか。ロマンス小説を読み込んでいるクラリッサでも、実際に恋人がいたことがないので、そのさじ加減がわからない。

「クラリッサ、早く食べたいな」

「あ、はい！」

　クラリッサは弾かれたように返事をすると、慌ててマフィンを持ち上げ、食べやすい大きさにちぎった。トラヴァーズの綺麗な顔を前に萎縮してしまいそうだったが、なんとかこらえ、彼の口元までそれを運ぶ。どうしても手が小刻みに震えてしまったのだが、トラヴァーズは舌を伸ばしてうまくマフィンを絡め取ってくれた。

　大役を終えたクラリッサがふうと息をついて手を引こうとしたとき、トラヴァーズがとっさに手首をつかんできた。

「あ、あの……」

　困惑するクラリッサの指先には、マフィンから伝い落ちたジャムがついていた。

「おいしそうだと思ってね」

「え──」

　クラリッサの目の前で、トラヴァーズが彼女の指に舌を這わせた。

「ひぁっ……!?」

　思わず変な声が漏れ出てしまい、クラリッサは空いていたほうの手で慌てて口元を覆う。

　ジャムはもう取れたのに、トラヴァーズは指を舐めるのをやめようとしなかった。爪から指の間、手の平に至るまで、白く細い手を丹念に舐めあげる。

「あ……や……っ」

　なぜかぞくんと身体が痺れるような気がして、クラリッサは硬く目を閉じた。とんでもなく淫らな行為に思えて、とても見ていられなかったのだ。

　そんなクラリッサを、トラヴァーズが優しく叱りつける。

「クラリッサ、僕を見て」

「で、でも──」

　ためらいがちに薄く目を開けば、トラヴァーズはすでにクラリッサの手を解放していた。

「甘いものを食べたあとだから、今度は喉が渇いたな」

　そうしてスマートに空気を切り替えられ、クラリッサはばくばくと激しく拍動する心臓をなんとか抑え込むことに成功した。未だに舐められたほうの手が小刻みに震えてはいたが、こちらもどうにかしてなだめる。

「ぶ、葡萄酒もありますから！」

　クラリッサがトラヴァーズに葡萄酒の入った革袋を手渡すと、彼はそれを喉を鳴らして飲んだ。男らしく動く喉仏につい見とれてしまい、トラヴァーズが革袋を口元から離したときには慌てて視線を逸らしたほどだ。

「クラリッサも喉が渇いただろう？　君も飲んだらいい」

「えっ……私は──」

　革袋はひとつしか持ってきていない。これは同じ革袋で飲めということだろう。バスケットの中に入りきらなかったということもあるが、こういう展開になるとは考えてもいなかった。これでは間接キスになってしまう。

　だから遠慮しようとしたクラリッサに、マフィンのときと同様、トラヴァーズは革袋を押しつけてきた。断るわけにもいかず、気づけばクラリッサは両手で革袋を持っていた。どきんどきんと、激しく胸が高鳴っている。

（意識し過ぎだわ、私！　トラヴァーズさまは私を気遣ってくれているのに！）

　なるべくトラヴァーズの飲み口から離れたところを選ぼうと思っていたクラリッサだったが、いろいろ頭で考えているうちに、どこから彼が飲んでいたかなんてことはわからなくなっていた。

「どうしたの？　もしかして僕と間接キスになるのがそんなにいやかい？」

〝間接キス〟という言葉がトラヴァーズの口から出てきたことに、びくりとクラリッサが反応する。彼を見れば、哀しそうに眉を下げてこちらを見つめていた。

「そ、そんなわけありませんわ！」

（ここでいつまでも動揺していたら、意識していると思われちゃう！　飲むのよ、クラリッサ！）

　クラリッサは意を決して、ぐいっと革袋の中身をあおった。赤紫色の液体が舌を滑り、喉を潤していく。しかし慌てていたものだから、口の端から中身がこぼれてしまった。

　あっと思ったときにはもう、クラリッサの乗馬服にシミがついていた。

「大変だわ！　メアリーに怒られちゃう！」

　クラリッサは革袋を放り出すと、急いでナプキンでシミがついた部分を拭った。このままではまた、メアリーにおてんばが過ぎると叱られてしまいかねない。しかし白いシャツに赤紫色の円が広がるだけで、いっこうに落ちる気配はなかった。

「トラヴァーズさま。私、ちょっと行ってきますね！」

　クラリッサが唐突に立ち上がった。

　トラヴァーズが唖然と目を見開く。

「どこに行くんだい？　僕も一緒に行くよ」

「森のすぐそこにある泉までですから大丈夫です！　トラヴァーズさまはきちんと昼食を召しあがっていてください。じゃないと私、またメアリーに小言を言われてしまいますので。すぐ戻ってまいりますから！」

　服を汚したあげく、トラヴァーズに昼食を摂らせなかったらきっと、メアリーは「それが一国の姫のやることですか！」と激昂するに決まっている。清浄な泉の水で洗えば綺麗になるだろう。クラリッサはそう願いながら、あとに残したトラヴァーズを振り返ることもせず、足早に森に向かっていった。







　森に入ってからすぐ、木々が開けた場所に泉が湧いていた。岩場の間からちょろちょろと小川が流れ、透き通った水が楕円形に広がっている。深さはそれほどない小さな泉だ。

　クラリッサは傍にある木の枝にベストをかけると、泉の前にしゃがみ込み、シャツを脱いで葡萄酒で濡れた箇所を洗い始めた。誰もいないと思い込んでいたから、下着姿になることにもためらいがなかった。汚れたところはすぐに白くなっていき、ホッと胸を撫で下ろす。しかし波立つ水面に、いつの間にかほかの者の影が映っていることに気づいた。クラリッサはハッしてうしろを振り返った。

「ひとりで行動するなって、いつも言ってるだろう？」

　フェリックスだった。大きな幹に背を預け、腕組みをしてこちらを見つめている。白銀の鎧が木立から射し込む太陽の光を反射して、クラリッサは思わず目を細めた。

「なんだ……びっくりした──」

　クラリッサは急いでシャツを着ようとしたが、つかつかとブーツの音を立てて歩み寄ってきたフェリックスに腕をつかまれて止められてしまう。

「濡れたまま着るな。風邪を引くだろ」

「で、でも……」

　幼馴染みとはいえ、いつまでも下着姿を見せているわけにもいかない。そもそも葡萄酒で汚したのは襟元だけだったから、洗い終わったら着て戻るつもりだったのだ。

　しかしフェリックスはそれを許さなかった。赤いマントを脱ぎ、クラリッサに巻きつける。クラリッサはぱちぱちと目を瞬いた。

「ここまでしなくとも大丈夫だわ。今日は暖かいし」

「いいから着てろ」

　そして再び先ほどの幹の元に戻って背中を預けたフェリックスを怪訝に思いながら、クラリッサは枝からベストを取ってシャツとともに腕に抱えた。

「水を飲みにきたんじゃないの？」

　去り際にそう問うと、フェリックスが黙って首を横に振る。

　不思議に思いながらクラリッサがフェリックスの傍を通り過ぎようとしたとき、今度は彼の長い足に阻まれた。

「俺の話、聞いてなかっただろう？」

「え？」

　クラリッサが迷惑そうに幼馴染みのほうを振り向く。

「なんの話？」

　わからないから聞いたのに、やはりフェリックスは難しい顔をしたままで答えてくれない。らちが明かないと思ったクラリッサは、フェリックスの足をまたいだ。

「とにかく私、行かなくちゃいけないの。あなたが心配するぐらいだから、トラヴァーズさまはもっと心配してるに違いないわ」

　そうして駆け出そうとしたクラリッサの細い腕を、なんの前触れなくフェリックスがつかんだ。抱えていたシャツを、その拍子にむき出しになった土の上に落としてしまう。

「あ!?　もうっ、フェリックス！　これじゃあ洗い直しじゃない……！」

　キッと相手をにらみつけると、なぜかフェリックスは切羽詰まったような顔をしていた。いつも百面相と言われるけれど、今日の百面相はフェリックスのほうだ。

「行くなよ」

「水で洗うだけよ。安全だわ」

「そうじゃない」

「あいつの元に行くなって意味だ」

「何言って──」

　次の瞬間クラリッサは腕を引かれ、気づけばフェリックスがもたれていた幹にどんっと背中を押しつけられていた。フェリックスが片手をクラリッサの顔の横につき、呼気が混じり合うぐらい近くに顔を寄せる。

「〝恋人ごっこ〟なんてくだらねえこと、いつまで続ける気だ」

「くだらないって……」

　吸い込まれそうに深い漆黒の瞳に見つめられ、クラリッサはどこからくるかわからないうしろめたさに思わず顔を背けた。

「そ、それはたぶん、トラヴァーズさまがお帰りになるまで──」

「そんなの恋じゃねえ」

　ぐいっと顎をつかまれて正面を向かされ、クラリッサがおののく。けれどそれも一瞬のことで、すぐにカッとなって頬を赤くした。

「だったらなんだっていうのよ！」

　トラヴァーズとの手探りな〝恋人ごっこ〟を否定されることは、クラリッサの好きなロマンス小説を否定されることと同義だった。トラヴァーズは性急ではなく、少しずつクラリッサとの距離を縮めようとしてくれている。ロマンス小説で言えば一ページ、一行ずつ、一文字一文字じっくりとだ。だからクラリッサは、むきになってそう言い返していた。

　しかしフェリックスに動揺する気配はない。それどころか、いまでも近いクラリッサとの距離を、ますます縮めてきた。クラリッサが顔をあげれば、キスができそうなほど近くにフェリックスの顔がある。そうして彼は、クラリッサが思ってもみなかった台詞を吐くのだった。

「俺が本当の恋を教えてやる」

　フェリックスの褐色の肌がわずかに上気している気がする。

　きょとんとするクラリッサの、もう目の前にフェリックスはいた。

「恋をしたことがあるの？」

　クラリッサの吐息を呑み込むように、フェリックスがささやいた。

「している」

　フェリックスの唇がクラリッサのそれを捉えようとした、そのとき──ぱきりと、地面の枝を踏み折る音が響いた。

　フェリックスは瞬時にクラリッサから離れると、彼女を背後にして剣を抜いた。しかし木立の間から現れたのは、トラヴァーズだった。彼はいつものように微笑んでいたが、その目が少しも笑っていないことにクラリッサは気づいた。

「その辺にしておいてくれないかな」

　フェリックスはおもむろに剣を収めると、その場に膝をついた。トラヴァーズの言い方から、一部始終を見られていたことは明らかだ。

　いったい何が起こったのか未だに実感のないクラリッサは、ぼうっと立ち尽くしていた。

　トラヴァーズはこちらまで歩み寄ってくると、クラリッサに巻きついていたフェリックスのマントを取り、代わりに自分のコートを脱いで彼女に着させた。

「ト、トラヴァーズさまっ……いけませんわ！」

　王太子にそんなことをさせるわけにはいかなかった。まだフェリックスのマントにくるまっていたほうがマシだ。クラリッサは慌てて脱ごうとしたけれど、その手を彼に取られて止められる。

「さあ、クラリッサ。そろそろ帰ろうか」

　何事もなかったかのように、トラヴァーズがクラリッサの手を引いて森の出口のほうに向かっていく。フェリックスをあとに残すことは気が引けたが、今日はトラヴァーズとランチピクニックデートという名目なので、クラリッサは従うしかない。

　しかしそんなふたりの足を、フェリックスの言葉が止めた。

「王太子。このさいだから、申し上げます。おそれながら俺は、クラリッサが好きです」

　トラヴァーズは前を向いたままだったが、クラリッサはバッとうしろを振り返った。

（なんですって……!?）

　フェリックスはもう立ち上がっており、真摯な瞳でこちらを見つめていた。目が合ってしまい、つい思いきり明後日の方向に目を逸らしてしまう。ばくばくと心臓が音を立て始めた。

（冗談でしょう、冗談に決まってるわ！　他国とはいえ王太子殿下の恋人にそんなこと言うなんて考えられないもの……！　早く謝って、謝るのよ、フェリックス!!）

　クラリッサが混乱している中、トラヴァーズがゆっくりとうしろを向いた。

「うん、知っていたよ」

（ええっ!?）

　クラリッサがぎょっとして、トラヴァーズの横顔に視線を走らせる。彼はフェリックスに向けて言葉を続けた。

「だからつい意地悪したくなっちゃったんだ。見せつけるようなことばかりしてごめんね」

　そう言いながらも、トラヴァーズはクラリッサの肩を抱いて離さない。

「でも、さっきのはいただけないよ。クラリッサはいま、僕の恋人なんだから」

「……申し訳ございません」

　フェリックスが深く頭を垂れる。

　クラリッサはふたりを交互に見やっていた。

（さっき？　さっきはやっぱりキスされるところだったの!?　フェリックスが私に!?）

　目まぐるしい展開にクラリッサのほうは頭がついていかなかったが、トラヴァーズとフェリックスの間では会話が成立していた。

「君の気持ちはよくわかったよ、フェリックス。クラリッサはどうだろうか？」

「えっ……どうと言われましても……」

　急に話題を振られ、クラリッサがうろたえる。

「クラリッサもフェリックスを好きだと言うのであれば、僕はいますぐ身を引いてもいい」

　好きな人の幸せを壊したくないと、トラヴァーズが哀しげな顔で言う。

「それは──」

　クラリッサは口ごもった。

（フェリックスは好きだけれど、男としてどうかなんて考えたことないわ）

　煮えきらないクラリッサに、相対するフェリックスはわずかに落胆したようだ。しかしすぐに顔をあげ、気を取り直した。

「王太子。次の剣試合で俺が優勝したら、クラリッサを譲ってください」

「フェリックス!!」

　クラリッサは思わず金切り声で幼馴染みの名を叫んでいた。

　剣試合の優勝候補は誰でもない、そこにいるフェリックスだ。トラヴァーズにとってはあまりに不利な条件だった。

「いいよ」

　しかしトラヴァーズはなんとも軽く請け合った。

「トラヴァーズさま!?」

　クラリッサが止めるのを手で制して、トラヴァーズは先を続けた。

「ただし、こちらの条件も呑んでもらおうか」

「なんでしょうか」

　ごくりと、フェリックスが喉を鳴らす音が聞こえるような気がした。

　トラヴァーズがにっこりと微笑む。

「その試合に、特例で僕も出場させてほしい」

「ト、トラヴァーズさま!?」

　クラリッサは驚いて隣国の王太子を見あげた。フェリックスも同じように、ぽかんとしてトラヴァーズを見つめている。

　騎士団主催の剣試合は決して王太子の道楽で勝ちあがれるようなものではない。日々鍛錬してきた男たちが腕を競う場なのだ。優男のトラヴァーズが出場したところで、一回戦で敗退するのがオチだろうと、クラリッサもフェリックスも思っていた。

　しかしフェリックスのほうは、チャンスとばかりに確認する。

「そんな簡単な条件でいいんですか？」

「フェリックス！」

　今度はフェリックスを止めようとしたけれど、彼はクラリッサを無視した。

「もちろん」

　トラヴァーズがにやりと口角をあげる。

　ふたりの男が、クラリッサを挟んで火花を散らしていた。

　それはまるでロマンス小説に出てくるような三角関係の展開だったが、図らずも当事者となったクラリッサは、いまにもめまいがして倒れそうだった。

（ヒロインというものはこんなにも大変だったのね……！）

　これまでロマンス小説のヒロインをうらやましいと思っていたクラリッサは、自分の考えを改めることにした。






第三章　意外な剣試合









　数日後の午後、文机に頬杖をつきながら、クラリッサは読むともなしにエイベルの『御曹司と秘密の関係』をぱらぱらとめくっていた。外はあいにくの雨だったが、窓から入る風は緩やかで、クラリッサの巻き毛を揺らしている。でもあんなに夢中になっていたロマンス小説を面白いと感じなくなっていた。そしてその原因には心当たりがあった。

（まさかフェリックスが私のことを好きだったなんて……）

　そう、実際に身近なところでロマンスな展開が繰り広げられていることにより、小説は虚構に過ぎないと思い至ってしまったのだ。いま喉から手が出るほど欲しかった『王太子の花嫁』を手に入れても、読みたいとは思わないだろう。あれほど切望していたのに。

　はあ、と物憂げにため息をつくと、唐突にうしろから声をかけられた。

「姫さま。ため息をつくと幸せが逃げていってしまいますよ。それにそんな姿勢ではいけないと、先ほどから何度も──」

「わかった、わかったってば！」

　クラリッサはうんざりと振り返った。こんなときぐらい自由にさせて欲しいと、己の侍女を叱咤しようとしたクラリッサだったが、メアリーが先日汚した乗馬服の手入れをしているところだったので結局、言葉をつぐんだ。

　憮然と見つめてくるクラリッサに、メアリーが気を利かせて話題を変える。

「舞踏会用のドレスがもう届いておりますよ。今年のはかなり素敵に仕上がりました」

「ふうん」

　クラリッサはつまらなさそうに唇をとがらせた。それどころではないことを、メアリーに相談してみようかしら？　考えている間に、「まあ！」とメアリーが声をあげた。

「そんな姿勢で本をお読みになるから、また袖と裾の部分に皺ができているじゃありませんか！」

　ベッドサイドにある衣装棚の前にいたメアリーが、せかせかと文机までやってくる。クラリッサを立ちあがらせると、萌黄色のドレスをブラシで整え始めた。

　そうしてメアリーがくどくどお説教を始める──つまりはクラリッサが意識を沈ませる──前に、こちらに向かってどかどかと廊下を走ってくる音がふたりの耳に届いた。メアリーの眉間に皺が刻まれるのを確認したクラリッサだったが、相手が誰なのか想像がついていたので、何も言わずにいた。

　どんどん！　と、激しく戸が叩かれる。

　クラリッサが「どうぞ」と言う前、メアリーが傍でひざまずく前に、扉は外側から乱暴に開かれた。

「クラリッサ！　どういうことなんだ！」

　王冠がずり落ちた金髪頭をぐしゃぐしゃにして、ヒューバートが文字通りなだれ込んできた。うしろに続いていた側近たちも彼とともにはあはあと息をきらせている。

　ヒューバートはメアリーも含めて（ヒューバートの乳母も務めていた彼女は不躾な振る舞いを注意したがっていたが）人払いすると、改めてクラリッサに向き直った。

「他国の王太子が剣試合にエントリーするなど前代未聞だぞ！　訓練用の木剣などではなく、ケガをする可能性のある真剣の試合だぞ!?　なんで止めなかったんだ!?」

　ヒューバートの手には来週行われる剣試合のエントリー表がにぎられている。そこにトラヴァーズの名を見つけ、ヒューバートは慌ててクラリッサの元に駆け込んできたようだ。

「止めようとはしましたわ」

　クラリッサが冷静にテーブルセットの椅子を勧めると、扉の前で右往左往していたヒューバートはそこに腰を落ち着けた。クラリッサも向かいの席に座る。

「でもふたりとも、聞く耳を持ってくれなかったのです」

「なんてことだ……」

　ヒューバートが頭を抱えた。

「もしものことがあったら、外交問題に発展しかねん……！」

「お義姉さまはなんと？」

　トラヴァーズの妹のリリアンであれば、これがいかに無謀なことかを説明し説き伏せてくれるかもしれない。しかしヒューバートは力なく首を横に振るのだった。

「それがな、トラヴァーズ殿は一度決断したら二度と覆さない性格だと言うのだ。でも軽率に行動する兄ではないから、何か考えがあるのだろうとも言っていた」

「私もそれは感じたの」

　クラリッサは敬語を崩すと、テーブルの上で手を組んだ。

「トラヴァーズさまには自信があるみたいだったわ」

　剣試合へのエントリーを条件に出したとき、いつも柔和なトラヴァーズが珍しく不敵な笑みを浮かべていた。自信がなければ、そんな表情はできないだろう。

「剣の稽古をしたいからと、今日はデートもなしになったのよ」

　その言葉に、ヒューバートは顔をあげた。

「そうだ、デート……！　いったいどうなっているんだ？　いまお前たちは恋人同士なのだろう？　なのにトラヴァーズ殿は特に、恋敵としてフェリックスとの直接対決を希望しているそうじゃないか」

「実は──」

　クラリッサはメアリーにも相談できなかったことをヒューバートに話して聞かせた。最初こそ真摯に耳を傾けていたヒューバートだったが、フェリックスが不敬を働いた段になると顔を険しくし、さらにそれがクラリッサを好きだという内容になると唖然としてぽかんと口を開いた。

「なんてことだ……」

　呆気に取られていたヒューバートが天を仰ぐ。

「読書ばかりで引きこもりのようだった妹を、男たちが取り合うことになるなんて！」

「お兄さま……」

　自分が王であるということを忘れたような言葉を口にするヒューバートを前に、クラリッサはがくっとうなだれ椅子から転げ落ちそうになった。

「しかも相手はオールダム王国の王太子に、ソーンヒル公爵家のフェリックスだ！　我がいとしの妹クラリッサがモテモテじゃあないか！」

「モテモテって……あまりいい気分じゃないのだけど」

「何を言う、この罰当たりが！」

　ヒューバートがぴしゃりと言い、腕組みして考え込む仕草をする。

「でもトラヴァーズ殿が勝ちあがるかが問題だな。フェリックスは強い。国一番の達人と言ってもいいだろう」

「ええ。決勝に行く前に、トラヴァーズさまは負けてしまうと思うの」

　クラリッサは不安げに兄を見つめた。

「どうにかならないかしら？」

　このままではトラヴァーズのプライドを潰しかねない。その結果、トラヴァーズの性格からは考えられなかったが、外交問題に発展する恐れだってあるかもしれない。

「だが、直接対決のシードにしたところで、トラヴァーズ殿は喜ばないのではないか？」

　真面目にそう問われ、クラリッサは「うーん」と唸った。

「そもそもお兄さま。フェリックスが剣試合で優勝したところで、私は彼と結婚などできないのでしょう？」

　オールダム王国とより堅固な関係を築くために、クラリッサはトラヴァーズと政略結婚させられようとしているのだから。

「そうなんだが……」

　当たり前の疑問に、ヒューバートは実に言いにくそうに続けた。

「つい先ほど、フェリックスが改まって謁見の間にやってきたのだよ」

「なんの用で？」

　どきどきと、なぜか心臓が早鐘を叩き始めた。

「優勝の暁には、クラリッサを嫁に欲しいと」

「……っ!?」

　クラリッサは言葉を失う。王にまで宣言するなんて、フェリックスが本気だという証しだった。

「私としては外交的にトラヴァーズ殿と結婚して欲しいと思っているが、妹を本気で想ってくれている男を無下にはできん。お前の話を聞いてようやく謎が解けたぞ。だからなんらかの機会は与えてやらなければ──」

「それが剣試合だと？」

「そうだ」

　ヒューバートが重々しくうなずいた。クラリッサの話を聞いて、彼はフェリックスが昔から何かとクラリッサに執着してきた理由をようやく悟ったのだ。ヒューバートにとってもフェリックスは仲のいい友人でもあったので、冷淡には扱えないのだろう。

「でも……」

　クラリッサが口ごもる。

「そこに私の気持ちは関係ないのね？」

「何を言うんだ、クラリッサ。お前の好きなロマンス小説のような展開じゃないか！」

　ヒューバートは壁一面の書架を見渡した。そのどれもがロマンス小説の棚だった。

「どちらにも気がないわけではないのだろう？」

　そう問われるが、クラリッサは結局その場では答えることができなかった。







　食事の時間も別だったため、この日クラリッサはトラヴァーズに会うことができなかった。心のどこかに空洞ができたような気がして、なんだか虚しい。〝ごっこ〟とはいえ、それまでかたときも離れなかった恋人が傍にいないことが、こんなにも寂しいと感じるとは思いもしなかった。

　自室のベッドにしどけなく横たわり、サイドボードに灯したオイルランプの明かりを頼りに読んでいた『御曹司と秘密の関係』を閉じる。そういうわけで今日の午後は暇だったので、日課の読書に興じることができたのだ。順番通りでいくならば、このあと『王女の熱帯夜』を読みたいところだったが、あれはトラヴァーズが書庫から借りたままだ。けれど本が惜しいというよりも、トラヴァーズに会えないほうがいまのクラリッサには気がかりだった。

（この私が命の次に大切なロマンス小説より、トラヴァーズさまのことを気にしてしまうなんて！）

　クラリッサは雑念を追い払おうと、ぷるぷると頭を振った。こんな気持ちは一時的で、きっと気のせいに決まっている。

　そろそろ眠ってしまおうか……そう思ってオイルランプに手を伸ばしたとき、窓ガラスにこつんと何かが当たる音が聞こえた。

（何かしら……？）

　外は相変わらずの雨なので、聞き違いだったかも知れないと、クラリッサは再び火を消そうとした。しかしまたしても窓ガラスにこつんと何かが打ちつけられる音が部屋に響いた。まるで石でも投げられているような音だ。ここは二階なのに。

　クラリッサはベッドから下りると、スリッパに足を通した。警戒しながらおそるおそる窓辺に向かい、そっとカーテンを開いてぎょっとする。

「トラヴァーズさま!?」

　思わず大きな声をあげてしまい、窓の向こうのトラヴァーズがしいっと口元に人差し指を当てたほどだ。廊下を巡回している衛兵に見つかったら、ただ事では済まされない。

　クラリッサの部屋の前には、大きなクルミの木が生えている。トラヴァーズは器用にもそこをのぼり、窓に小石を投げつけて、クラリッサに己の存在を知らせていたようだ。

「トラヴァーズさま！　なんでそんなところに!?」

　急いで窓を開けて小声で叫んできたクラリッサに、トラヴァーズは微笑んだ。

「どうしても君に会いたくなってね。それはそうと、できれば中に入れて欲しいな」

「え、あ……はい！」

　ざああっと雨は降り続いている。よく見ればトラヴァーズは、王太子にはふさわしくない濡れ鼠と化していた。

　クラリッサは窓枠に足をかけるトラヴァーズに手を貸しながら、気遣わしげに声をかけた。

「トラヴァーズさま、いったいなんでこんなところから……！　向こうの陛下が知ったらどう思われるか……！　どうか無茶はなさらないでくださいっ」

　頑丈な幹とはいえ、落ちたらただでは済まされない。たったひとり、それも他国でこんな危険なマネをして、トラヴァーズはどういうつもりなのだろう。

「夜中に真正面からレディの部屋を訪ねるわけにはいかないだろう？」

「それは確かにそうですけど……」

　どうやらトラヴァーズは、本当にクラリッサに会いにきただけらしい。

　窓から部屋に下り立ったずぶ濡れのトラヴァーズのために、クラリッサはタオルを取りに続きの間へ急いだ。翌朝、部屋をチェックするメアリーへの言い訳はあとで考えるとして、とにかくトラヴァーズに風邪を引かせるわけにはいかない。

　ばたばたと淑女には似合わず走ってきたクラリッサに大量のタオルを押しつけられ、トラヴァーズが苦笑する。

「ははは、おおげさだよ。クラリッサ」

　一枚で大丈夫だと、トラヴァーズは大きめのバスタオルを選んで自ら頭を拭き始めた。額や頬に張りつく濡れた銀髪が妙にいやらしく映り、クラリッサはバッと顔を背けた。

「あ、あの、どどうしてこちらにいらっしゃったのです？」

　不自然にどもるクラリッサを不思議に思いながらも、トラヴァーズはコートに隠された懐から一冊の本を取り出してみせた。

「あ！　それは──」

　クラリッサの顔が瞬時にぱっと輝く。

「うん、『王女の熱帯夜』さ。そろそろ君が、こっちを読みたくなるんじゃないかと思ってね」

　トラヴァーズは身体を拭きながら、クラリッサに『王女の熱帯夜』を手渡した。

「でも……トラヴァーズさまもまだ読んでいる最中なのでは？」

　見上げると、トラヴァーズは複雑そうな表情を浮かべていた。

「うん。急に忙しくなったから、実を言えばそうなんだけど……しばらくは読めそうにないからさ」

「あ……」

　ここでクラリッサは、トラヴァーズが来週開かれる剣試合にエントリーしたことを思い出した。フェリックスとクラリッサをかけて勝負することも。

「トラヴァーズさま、どうぞこちらに座ってくださいませ」

　クラリッサは体をあらかた拭き終わったトラヴァーズにソファを勧めた。

　トラヴァーズが大人しく腰かけると、自らも隣に座った。

「どうか、これ以上の無茶はなさらないでください。心配なのです」

　いまならまだトラヴァーズを引き留められるかもしれないと思っていたクラリッサだったが、すぐに己の見込み違いに気づかされた。トラヴァーズが再び苦笑する。

「心配はうれしいよ。でも、フェリックスくんと君をかけた勝負だからね。引くわけにはいかない」

　クラリッサは口をつぐんだ。ヒューバートから見せてもらったエントリー表では、トラヴァーズとフェリックスは別のブロックに配置されていた。トラヴァーズがフェリックスと戦うには、決勝まで勝ちあがる必要があった。さらにトラヴァーズのブロックには、一昨年の覇者であるクレイグ騎士団長がいるのだ。無論のこと彼が決勝戦の候補として有力視されている。新参のトラヴァーズが勝ちあがるのは至難の業と言えた。

「僕の腕が信じられない？」

　小首を傾げて訊ねるトラヴァーズに、浮かない顔をしていたクラリッサは慌てて首を横に振った。

「い、いいえ！　ただ──フェリックスもクレイグも騎士団の中では一、二を争う豪腕の持ち主ですの。私、不安で……トラヴァーズさまにもしものことがあったら──」

　いつものクラリッサであれば、王族として外交問題に発展することを恐れたが（自国の王子が他国を訪問中にケガをしたら、国によっては戦争にだってなりかねない）、今夜の彼女は違った。ひとりの男性として、トラヴァーズがケガをしないか心配でたまらない。

「うん。甘くは見られないと思って、だから鍛錬を再開することにしたんだ」

「鍛錬を再開？」

　きょとんとするクラリッサに、トラヴァーズがにやりと笑ってみせる。

「僕もオールダムでは騎士団を率いる元帥として、毎日鍛錬を欠かしていなかったんだ。でもここへ来てからは生活が乱れてしまった。だからいま、感覚を取り戻している」

「まあ、そうだったんですの？」

　クラリッサが目をみはる。

　元帥は騎士団長よりさらに上の、軍隊における最上級の階級だ。王太子という立場上、名前だけかと思ったが、どうやらトラヴァーズは実際に腕を磨いているらしい。そうして陣頭指揮を執るのだろう。意外な事実を前に、クラリッサは驚きを隠せない。ちなみにウィンダミア王国の元帥はいまのところ、王太子の頃からヒューバートが兼任したままだ。

　トラヴァーズの話は続く。

「僕が元帥になったのはリリアンが嫁いだあとで、周辺諸国にもわざわざ知らせることではないから、ここでも黙っていたんだけど……秘密にしていたみたいで悪かったね」

「いいえ。少し安心しましたわ」

　クラリッサは胸を撫で下ろしていた。これまでトラヴァーズのことを運動より勉強、剣よりペン派な優男だと思っていたが、どうやら彼は文武両道らしい。どこまでも完璧な男なのだと、思わず見直してしまう。

「少し？」

　トラヴァーズが、からかうように笑った。

　クラリッサは慌てて激しく首を横に振った。

「だいぶ、の間違いですわ！」

「どうやらクラリッサは、僕の腕を信用していないようだね」

〝だいぶ〟でも気に入らないのか、トラヴァーズの紫の双眸が細められる。

「そんなこと……えっ!?」

　唐突に顎に手を添えられ、クラリッサはびくりと体を震わせた。強制的に目を合わせられる体勢だ。

「勘を取り戻したいから、試合が終わるまで──つまりしばらくデートはお預けだ。それを言いたくて、今夜は人目を忍んでここに来た」

「そ、そうだったのですね」

　クラリッサはできるだけ平静を繕った。でも、ふたりの間の距離が半端なく近い気がする。いつの間にかトラヴァーズは、クラリッサの目の前にいた。吐息が混じり合うぐらい近くに彼の美麗な顔を据え、クラリッサの鼓動は跳ねあがった。

「クラリッサ……寂しいよ」

　輝く紫の瞳が、寂寥感をたたえている。

「君も少しでもそう思ってくれるのかな？」

　率直なトラヴァーズの問いに、クラリッサは返答に窮した。

　デートがお預けだと聞いたとき、確かに失望した。でも安心したことも確かだった。いちいち感情を制御する必要がなくなったからだ。トラヴァーズと一緒にいると、ドキドキしたりワクワクしたりソワソワしたりと忙しい。

（この気持ちをどう表現したらいいのかわからないわ）

　すがるようにトラヴァーズを見つめたら、彼はゆっくりと顔を近づけてきた。

「クラリッサ……せめて君の祝福を僕に──」

「──っ」

　何をされるかに気づいて、クラリッサは思わず目を硬くつぶっていた。覚悟はできていなかったけれど、いやではなかったからだ。

（トラヴァーズさまは恋人だもの。キスなんて当たり前の行為だわ）

　ロマンス小説を読み込んでいる自分がウブだとは思われたくなくて、クラリッサは手練手管に長けているような自分を演じ続けた。つまり、じっとしていた。

　トラヴァーズの息づかいが、すぐそこに迫る。

　しかしトラヴァーズの唇は、クラリッサの右頬を軽くかすめただけだった。

　拍子抜けしたように見開かれたクラリッサの目に、くつくつと喉で笑うトラヴァーズの姿が映る。クラリッサの顔がたちまち赤く燃えた。

「か、からかったんですのね！」

「だって君があまりにも緊張していたから」

　くっくと、相変わらずトラヴァーズは面白そうだ。

　ばれていたことが恥ずかしくて、クラリッサはぽかぽかとトラヴァーズの胸元を叩いた。しかしその華奢な両手首を、トラヴァーズがなんの前触れなく取った。

「もう少し殴らないと気が済みませんわ！」

　息巻くクラリッサに一転、トラヴァーズは真面目な顔を向けてくる。

「必ず勝って、君を手に入れてみせる」

「トラヴァーズさま……」

　クラリッサの頬は、今度は別の意味で赤く染まっていった。

「それまでは、たとえ僕たちが恋人だとしても、フェリックス殿を出し抜くマネはしたくないんだ」

　クラリッサの胸が、切なさにきゅんと音を立てた。一途で真摯なトラヴァーズに、さらに好感を抱いたのだ。どちらが勝つのかはわからなかったけれど、トラヴァーズにもフェリックスにも負けて欲しくないと思った。できれば誰も傷つけたくない。

「トラヴァーズさま、私から祝福を贈らせてください」

「クラリッサ？」

　クラリッサは目をみはっているトラヴァーズの顔にそっと自分の顔を寄せると、彼の頬に唇をつけた。自分からこんな大胆なことをするなんてとても信じられなかったが、しばらく会えない恋人に、せめて自分の跡を残しておきたくなったのだ。

　ちゅっと音がして思わず恥ずかしくなってしまったけれど、最後まで恋人のように振る舞えたと思う。

　顔を離すと、トラヴァーズは照れくさそうに苦笑していた。

「女神の祝福だ。これは何がなんでも勝たないとな」

「応援しておりますわ」

　きっとトラヴァーズだけではなくフェリックスも応援することになるのだろうが、トラヴァーズはそんな些細なことで不快になる狭量な男ではない。

「僕はそろそろ帰るよ」

　突然トラヴァーズが立ちあがった。

「これ以上ここにいたら、頬のキスだけでは収まらなくなりそうだから」

「え？　あ──」

　言われている意味に気づき、真っ赤に顔を染めるクラリッサ。そんな彼女の頬に名残惜しそうに触れると、トラヴァーズは再び窓から出て行った。雨が彼を隠してくれるだろう。そう思っていたけれど、クラリッサの心臓はいつまでもどきどきと高鳴っていた。

（この胸の鼓動の激しさはなんなの？　トラヴァーズさまが無事に帰れるかどうかを不安に思っているだけじゃないのかしら？）

　クラリッサがその答えに辿り着くのは、もう少しあとのこと──。







　いよいよウィンダミア王国騎士団主催の剣のトーナメント試合が開催されることになった。当日は曇り空で肌寒かったが、雨が降る様子はなく、身体を動かすには適した天候と言えた。国中から腕を競うため、実に三千人もの猛者たちが集まり、王城の隣に併設された試合会場は、一年に一度のにぎわいに満ちていた。城下町や地方からも多くの人々が観戦に訪れ、見物台で歓声をあげたり賭け事に興じていたりしている。まさにお祭り騒ぎだった。弓を始めに、武器を使った競技が順々に行われていく。

　トーナメントは一試合ごとに敗者を除いていき、その勝者同士を戦わせて、最後に勝ち残ったひとりを優勝とする競技方法で、いまは六箇所のブロックに分かれて各試合が行われる。本来は団体戦を主としていたが、最近では個人戦が競技として形式化されることになった。

　そもそもは実技の練習と勇気を披露するために行われる軍事演習であり、最初こそ騎士団員だけの行事だったのだが、大きな危険を冒さずに経験を積めるという利点から、いまは国を挙げての催し物となっていた。

　防具は実践のときと変わらないものを使用したが、武器の大部分は殺傷性を低くしており、弓の矢や槍は先端にリング状のソケットを着け、剣は刃を鈍らせるなどの処理が行われている。

　あちこちで勝ち鬨があがる中、クラリッサは瞳と同じロイヤルブルーのドレスに身を包み、固唾を飲んでその様子を見守っていた。芝生の敷かれた訓練場の端には王侯貴族たちのための観覧用の席が設けられており、ヒューバート王とリリアン王妃を中心として、国の重鎮たちがそろっていた。

「ソーンヒル宰相は、息子の優勝に個人資産の半分を賭けたらしい」

　ヒューバートがふいに、反対隣に座るクラリッサにそう声をかけてきた。

「お前は結局、どちらに賭けたんだ？」

「どちらにも賭けていませんわ」

　戦士たちが白熱した戦いを繰り広げる試合会場に目を向けたまま、クラリッサが静かにつぶやく。フェリックスに貯金をそっくり賭けようと言ったこともあったが、それはトラヴァーズが参戦する前の話だ。この行事では生真面目なメアリーでさえ賭け事を楽しむのだが、クラリッサはとてもそんな気になれなかったから断っていた。

　クラリッサのつまらない答えに、ヒューバートは落胆したようなため息をついた。

「なんだ。まだどちらにするか決めていないのか」

　弓の的当てが終わり、今は各スペースでは馬上槍試合が行われている。相手を落馬させたら勝ちという簡単なルールだ。馬のいななきと、戦士たちの勇ましい声が飛び交っていた。

　花形の──トラヴァーズとフェリックスがエントリーしている──剣試合は、このあと行われることになっている。

「決めるも何も、この試合結果にかかっているんですもの。私に選ぶ権利はないでしょう？」

　トラヴァーズが勝てば彼の花嫁に、フェリックスが勝てば彼の花嫁になる。この噂は既に城内から外にも広まっていることだった。

「まあ、そうとも言えるな」

　ヒューバートが苦笑する。

　しかしそこにリリアンが身を乗り出して口を挟んできた。

「クラリッサさま。兄に気遣いは無用ですわ。義妹のあなたには、本当に好きな人と結ばれて欲しいですから」

「お義姉さま……ありがとうございます」

（本当に好きな人、か……私のロマンス小説のヒーローはいったいどちらなのかしら）

　先週夜中にトラヴァーズがクラリッサの元を訪問して以来、彼女は彼に会っていない。トラヴァーズは己の国でそうだったように、毎日剣の稽古に勤しんでいるということだった。同じくフェリックスも鍛錬に夢中で、クラリッサの元に現れることはなかった。ふたりとも、本気で試合に臨む気でいる。つまり真剣にクラリッサを手に入れたいのだ。クラリッサはどちらも好きだ。だけどどちらに恋をしているのかわからない。恋をしたいと願い続けていたのに、まさかこんな日がくるなんて思いもしなかった。

　クラリッサは未だにこちらを心配している義理の姉の腹部に目をやり、ふたりの愛の結晶をうらやましく思った。

（ロマンス小説のように好きな人と恋をして結ばれるのだったら、本当に素敵なことだわ）

　そのときひときわ大きな歓声があがった。

　クラリッサが顔をあげると、馬上槍試合が終わり、いよいよメインである剣試合が始まるところだった。

　控え室の入り口から、剣試合のトーナメントに出場する戦士が続々と姿を現す。

（あ……！　トラヴァーズさま！）

　クラリッサはにこやかに会場に足を踏み入れたトラヴァーズに見入った。黒地に銀糸の刺繍が入った軍服を着たトラヴァーズは、クラリッサが自分を凝視していることに気づいたのか、貴賓席に向かって手を振ってきた。

「お兄さま、頑張ってー!!」

　リリアンが身重にもかかわらず、ぴょんっと立ちあがって声を張りあげる。ヒューバートが慌てて彼女の腰を支えた。

　もしかしたらリリアンに手を振ったのかもしれないと、クラリッサは縮こまって恥ずかしそうに顔をうつむけた。けれどすぐに顔をあげることになる。直後に会場が揺れるほどの歓声が響き渡ったからだ。

（フェリックス……！）

　前回優勝者で、今回も優勝の可能性があるフェリックスの人気は高かった。フェリックスに賭けた人々も多いのだろう。フェリックスを讃える声があちこちから聞こえた。白銀の鎧と兜をまとった彼は、四方に向かって手を振って声援に応えている。

「ついにクラリッサの花婿が決まるときがきたな。私も賭けておくのだったよ」

「あなた！」

　クラリッサより手に汗をにぎって硬い顔をしているヒューバートを、リリアンが叱責する。彼女は気にしないでという表情でクラリッサを見ると、自らも会場に目を戻した。リリアンもこの試合には興味があるのだ。

　クラリッサは緊張から動悸がしてきた。はあはあと、ひとりで荒い息をついている。

（トラヴァーズさまもフェリックスも、本気で私のことを想ってくれているのだわ）

　どちらが勝っても負けてもつらいような気がして、クラリッサは試合から目を逸らしたくなった。けれど目は、意に反して試合に釘づけになってしまう。

　そうして一回戦、二回戦と、フェリックスは順当に勝ちあがっていった。

　驚くことにトラヴァーズもまた、華麗な剣さばきで勝ち進んでいったのだ。

「トラヴァーズさまがあんなにお強いなんて思いませんでしたわ」

　クラリッサの率直な感想に、リリアンが誇らしげに答えた。

「お兄さまは小さい頃から剣の扱いに長けていたの。最近まで私も知らなかったのだけれど、いまでは元帥の地位にまでのぼり詰めたとか」

　思わずうなずきそうになったクラリッサは、慌てて口をつぐんだ。それは先週、直接トラヴァーズから聞かされたことだったからだ。未婚女性の部屋への夜の訪問は、誰にも知られてはならない。あのとき受け取った『王女の熱帯夜』は、なぜかまだ読み終えていなかった。この一週間、試合が気になって読書に集中できなかったのである。

「ほう、それならば面白い試合運びが期待できるな。国一番の達人と誉れ高いフェリックスと、国の軍を統率する元帥閣下との対決だ」

　ヒューバートがしたり顔で続ける。

「我が妹のハートを射止めるのは、果たしてどちらなのか……だが、どちらも決勝に進まなければ当たることはないからな。まだわからない」

「クレイグ騎士団長ね」

　リリアンが重々しく答えた。

　そう、別のブロックではウィンダミア王国の騎士団を束ねるクレイグが勝ちあがっていたのだ。両者このまま勝ち進めば、トラヴァーズはフェリックスと当たる前にクレイグと戦うことになる。

　クレイグは三十六歳になる大男で、そのたくましさは他の選手を遥かに凌駕する。野太い声と筋骨隆々な身体つきが特徴で、剣の腕も無論のことフェリックスに引けを取らない。前回は幸運にもわずかにクレイグがバランスを崩した隙を突いたフェリックスが懐に入り込むという形でフェリックスは勝ちを得たのだ。今回はクレイグのほうも慎重になっている分、絶対に隙は見せないだろうと考えられた。新参者のトラヴァーズの勝つ可能性は低いと、賭ける側は見込んでいる。

　そうして試合は進んでいき、フェリックスが先に決勝への出場権を得た。思った通りの展開に、会場が沸く。

　しかし会場では唯一、まだ続いている試合があった。準決勝のトラヴァーズとクレイグ戦だ。時間が長引いているらしい。

　クレイグの激しい一撃一撃を、トラヴァーズが上手に交わし、なかなか決着がつかない。

「あれをまともに受けたら剣が折れてしまいそうだな」

「だからお兄さまはよけているのでしょう」

　ヒューバートとリリアンが真剣に議論を交わしている。

　その横でクラリッサは、はらはらと試合展開を見守っていた。

　クレイグはこれまでも相手の剣を折ることで、闘志も奪ってきていた。今回も相手が他国の王太子だろうと容赦なく、それを狙っているのだ。クレイグの一打は重く、空を斬った周囲までもが振動するようだった。

「だが、いつまでも逃げているわけにはいくまい」

「ええ。そろそろ攻めなくては体力のほうが先に尽きてしまうわ」

　ヒューバートとリリアンの言葉に、クラリッサも同感だった。トラヴァーズの動きが鈍れば、クレイグはすかさずそこを突いてくるだろう。

　クレイグの猛追が続く中、トラヴァーズもそれには気づいているらしい。一挙に攻めに転じようと、身を翻して剣を構え直した。

（ああ!?　トラヴァーズさま……！）

　力が物を言う真っ向からの勝負に、トラヴァーズが勝てる要素は少ない。

　クラリッサは両手で顔を覆ってしまいたかった。それでもしっかり目を見開き、試合の行方を見届けようとする。トラヴァーズはクラリッサのために出場したのだ。当のクラリッサが目をつぶって顔を背けていいわけがない。祈るような想いで、トラヴァーズを見つめた。

　クレイグが大剣を振りあげる。

　トラヴァーズはなぜか真横に剣を構えていた。この体勢ではこれまでのような防御ができない。

（トラヴァーズさま……！　逃げて！）

　トラヴァーズが地に平伏す姿を見たくなくて、クラリッサは胸中でそう叫んでいた。

　きいんと、金属音が鳴り響く。

　クレイグの大剣とトラヴァーズの細身の剣が触れ合った瞬間、トラヴァーズが力を利用して剣を横に滑らせたのだ。クレイグの大剣が、地面を打つ。

　トラヴァーズが跳躍する。重い装備ではない分、速さを活かして、クレイグの兜を一閃した。

　ごおんという鈍い音がしたかと思うと、次の瞬間にはぐらりとクレイグの身体が傾いだ。頭から兜が落ち、クレイグとともに地面に転がる。クレイグは、ばったりと地に臥した。

　わあっと、怒号とも悲鳴とも取れる声が一斉に広がる。

　手に汗にぎる想いで試合を凝視していたクラリッサは、大きく深呼吸した。

（トラヴァーズさまが勝ったのだわ……！）

　トラヴァーズの勝ちで、紙くずとなった試合券が宙を舞う。決勝は去年と同じ、フェリックス対クレイグだと予想されていたからだ。

「お兄さま！　お兄さまー!!」

　リリアンが再び立ちあがってはしゃいでいた。隣のヒューバートがお腹を守るよう、彼女の腰の辺りを必死に支えている。妻をかばいながら、ヒューバートはクラリッサを振り返った。

「これで彼らが願っていた通りの展開になったな」

「……そうですね」

　トラヴァーズの勝利でほっと胸を撫で下ろしていたのも束の間のこと、クラリッサはすぐに彼らが自分を巡って試合をすることを思い出した。

「まあ、お前は高みの見物でいいじゃないか」

「そんなわけにはまいりませんわ」

　これで嫁ぎ先が決まるようなものなのだから、第三者として傍観するわけにはいかない。そう思って言ったのに、ヒューバートは楽しそうだ。

「モテる女はつらいな。ロマンス小説の気分を味わえてよかっただろう？」

「ロマンス小説は物語だから、いいのです。絶対にハッピーエンドですしね」

　憮然とするクラリッサに、ヒューバートはからかうのをやめた。

「真面目な話、どちらが勝ったとしても、最終判断はクラリッサ──お前が決めていいのだぞ」

「本当に……？」

　つい敬語を崩し、不安げに兄を見つめるクラリッサ。

　ヒューバートが請け合った。

「フェリックスもトラヴァーズ殿も無理強いする性格ではない。試合の結果がどうであれ、お前はゆっくり考えなさい」

「ありがとう、お兄さま」

　わずかに安堵したクラリッサだったが、どちらも真摯にクラリッサをかけて戦う以上、自身も真面目に彼らと向き合わなければいけないと、改めて思い直した。







　激しい火花が散っていた。剣と剣が打ち合わされる金属音が、ひっきりなしに響き渡る。トラヴァーズ対フェリックス戦、両者一歩も譲らない攻防が繰り広げられていた。

（トラヴァーズさまがあんなにお強いなんて知らなかったわ……！）

　クラリッサは貴賓席から身を乗り出し、激しい剣戟を見つめていた。

　細身の剣を巧みに操るトラヴァーズに対して、騎士団に支給される大剣を豪快に振り回すフェリックス。まるで違う流儀なのに、ふたりとも互角に戦っている。

　フェリックスとクレイグの闘いを期待していた人々も一気に試合の興奮がよみがえったようで、会場は彼らの一挙一動に沸いていた。

「クラリッサ……先ほどの言葉を撤回させてくれ」

　ヒューバートが神妙な面持ちで言った。

「これはどちらかを選ばないと罰が当たるぞ」

「陛下！」

　リリアンが諌言する。

「いくらお兄さまたちが本気だからと言って、クラリッサさまを急かすことはよくないですわ」

　そうしてああでもないこうでもないと勝手な議論を始めたヒューバートとリリアンを尻目に、クラリッサは苛烈をきわめる戦いを祈るような想いで目に映していた。それこそ彼らの一挙手一投足も逃さないように。

　トラヴァーズが剣を小刻みに動かして、突きを繰り出す。フェリックスはそれを刃でガードすると、すかさず渾身の一撃を打ち込もうとした。けれどそのときにはもうトラヴァーズは後退しており、フェリックスの大剣は空を斬った。そうしてフェリックスが構え直す前に、再びトラヴァーズが突きを入れてくる。かわしそびれたフェリックスの顔に細い傷が走った。フェリックスが傷に気を取られている間に、横に剣をなごうとしたトラヴァーズ。そんな彼の懐に、屈んだフェリックスが隙を突いて入り込む。

（トラヴァーズさま……！）

　フェリックスがここで剣を一閃させれば、トラヴァーズは深傷を負うことになるだろう。地面に膝をついた段階で、トラヴァーズの敗北が決定する。

　もはやどちらを応援しているかわからなくなったクラリッサは、とても見ていられず思わず顔を手で覆ってしまう。

　瞬間、キィン！　と、ひときわ鋭い金属音が耳を打った。

　おそるおそる手を離したクラリッサの目に、宙に舞う剣が映り込む。

（いったいどちらの──!?）

　とうに議論をやめていたヒューバートとリリアンが大きく息を呑む音が聞こえてくるようだった。それだけ意外な展開に、会場中が静まり返っていたのだ。

　まるで抱擁するかのように重なり合ったトラヴァーズとフェリックス。

　宙を舞った剣が地面に落ち、からんと乾いた音を立てた。

　がくんと膝をついたのは──意外なことにフェリックスのほうだった。

（あのフェリックスが負けた……!?）

　クラリッサが大きく目をみはる。

　フェリックスは未だに信じられないといった態で自身の手の平を見つめていた。なぜトラヴァーズの剣より重い大剣が手から離れたのか解せないらしい。そのとき確かにトラヴァーズの懐に入ったのは、フェリックスのほうだったのだから。

　会場中が困惑する中、トラヴァーズが落ち着いた様子で自身の剣を鞘に収めた。

「年期の差だよ、フェリックスくん」

　そう言って、たったいままでライバルだったフェリックスに向かって手を差し出した。

「年期……？」

　フェリックスはその手を取って立ちあがりながらも、いまなお放心状態だった。

　トラヴァーズが微笑む。

「君と僕は確かに互角の技量と力量だったが、年上の僕のほうが経験値が上だったってことさ」

　そうしてトラヴァーズは会場中に聞こえるように、フェリックスがトラヴァーズの懐に入ってから起こったことを話し始めた。

「このままでは持久戦になりかねなかったから、僕はわざと君に隙を見せることにしたんだ。そうして君が油断したところで、僕が君の手首を剣の柄で打って剣を払った」

　どうやらフェリックスの一瞬の油断が命取りになったらしい。

　ざわざわとしていた会場が、次第に興奮と感動にざわめき出す。まさかの他国の王太子の勝利に困惑していたウィンダミア王国の人々も、トラヴァーズのたぐいまれな剣戟を目の当たりにして、彼を認めざるを得なかったのだ。

「……負けたよ。あんたは強かった」

　敗北した側のフェリックスが完全な負けを宣言したことで、会場が一気にどっと沸いた。トラヴァーズとフェリックス、両者の健闘を讃える声があちこちから聞こえてくる。

「ソーンヒル宰相は大損だな」

　腕組みしながらも、たいして心配しているふうもなくヒューバートがつぶやいた。

「まさかフェリックスが負けるなんて、宰相だけではなく、この会場の誰も思っていなかったでしょうね」

　リリアンはそう言いつつも兄の勝利を疑っていなかったらしく、どことなく誇らしげだ。

　ふたりは同時に顔を見合わせると、「それで？」とクラリッサに話を向ける。

「え……」

　突然のことに戸惑うクラリッサ。

「お前に求婚する権利は、トラヴァーズ殿が勝ち取ったぞ」

「お兄さまは本気でクラリッサさまを愛しているのですわ」

　ヒューバートとリリアンがクラリッサを急かすように続けた。最終判断はクラリッサに委ねられているなどと言っておきながらも、彼らはいますぐの決断を望んでいる。

「私、私は──」

　クラリッサは困惑した顔をうつむけた。

（トラヴァーズさまもフェリックスも好きなのは間違いないわ）

　どちらもきらいではないし、むしろ好意を抱いている。しかしそれが〝恋〟かと問われれば、クラリッサにはまだわからないとしか答えられそうになかった。

「ちょっと、風に当たりに行ってまいりますわ」

「風ならここにいても吹いてくるだろう。それにこれから表彰式が始まるのに──」

　引き留めようとするヒューバートの言葉を半分も聞かないままに、クラリッサは足早に貴賓席をあとにした。







　中庭にやってきたクラリッサは東屋のベンチに座り、ひとりで考え込んでいた。

（まさかトラヴァーズさまが勝つなんて……）

　正直、いくら鍛錬を再開した元帥だからとはいえ、トラヴァーズが現役の剣豪であるフェリックスに勝てる見込みはほとんどないと思っていたのだ。だからクラリッサは、もしかしたら次期ソーンヒル公爵の元に嫁ぐことになるかもしれないと、半ば覚悟していた。

（だけど、そうなったとしてフェリックスと恋ができたかしら？）

　政略結婚だとしても恋に落ちることを前提とするクラリッサの信条は曲げられない。ゆえにたとえフェリックスが剣試合で勝っていたとしても、トラヴァーズと同じ条件をつきつけることになっただろう。フェリックスであればそんなこと一笑にふす姿が浮かんできたが、これだけはクラリッサも譲れなかった。

（だけどフェリックスは負けてしまったのだわ）

　真っ直ぐな気性の彼のことだ、自分のことなどいさぎよく諦めるに違いないとクラリッサは思う。きっとクラリッサを前に、真摯にその旨を伝えてくるはずだ。けれどそれがいやで、クラリッサはつい会場から逃げ出してきてしまった。皆の前で言われるのは恥ずかし過ぎるし、どんな顔をしてフェリックスと向き合えばいいかわからなかったからだ。幼馴染みとしての彼との関係が変わってしまうことを恐れてもいた。フェリックスはクラリッサにとって大事な人のひとりだ。絶対に失いたくない。

（フェリックス……）

　そうして物思いにふけるクラリッサに、唐突に声をかけてくる者がいた。

「クラリッサ、やっぱりここにいたのか」

　弾かれたように顔をあげたクラリッサが、大きく目を見開く。

　目の前にはフェリックスが立っていた。あちこちに試合の跡を残す汚れた白銀の甲冑をまとい、兜を小脇に抱えて、クラリッサを見つめている。

「フェリックス……どうして──」

　いまごろは表彰式が行われているはずだ。口に出さずともクラリッサの表情から伝わったのか、フェリックスが苦笑する。

「準優勝なんて不名誉、受け取れるはずがねえだろ」

　今回ばかりは……と、彼は付け足した。

　どことなく情けなさをにじませたフェリックスを、クラリッサは凝視した。トラヴァーズから受けた頬に走る傷が生々しく映り、気づけばクラリッサは懐からシルクのハンカチーフを取り出していた。

「痛む？」

　立ちあがってフェリックスに近づき、彼の頬にハンカチーフを当てると、彼はなぜかのけぞるように一歩後退した。

「よしてくれ、クラリッサ。俺はこんなことをしてもらえる立場にはない」

　フェリックスが首を振り、クラリッサから距離を取る。

「でも──」

「ただ、お前にちゃんと伝えておかなければいけないと思ったから、お前を捜していたんだ」

　やはりその話に入るのかと、クラリッサは胸が苦しくなった。

「俺は約束をたがえない男だ。剣試合で負けた以上、お前に求婚はしない」

「フェリックス……」

　想定内の展開なのに、クラリッサは自分の身体が震えていることに気づいた。このままフェリックスを失うことになるのだろうか。もう幼馴染みの気安い関係は終わってしまったのか──そう思い詰めているクラリッサに、しかしフェリックスは意外な言葉を続けた。

「だが、愛人になることはできる」

「……は？」

　クラリッサは耳を疑った。清廉潔白なフェリックスから出てきた台詞だとはとても思えなくて、クラリッサはつい訝しげに聞き返していた。

「なんですって？」

　ハンカチーフを持ちあげたまま固まっていたクラリッサの手首を、フェリックスがおもむろにつかむ。そうして自身の胸元へと引き寄せた。クラリッサの身体が、フェリックスの腕の中に収まる形となる。

　クラリッサが見あげると、フェリックスが繰り返した。

「愛人だ」

　真剣な漆黒の眼差しから、どうやら冗談ではないらしい。フェリックスは真面目に、クラリッサの愛人になろうとしているのだ。まだ結婚もしていない処女の愛人に。

　クラリッサは開いた口がふさがらず、ぱくぱくと金魚みたいに口を開閉させた。

「な、なな何を言ってるの……!?」

「だから、俺はお前の愛人になると言っている」

　フェリックスが根気強くといった態で続けた。

「俺はお前がどうしても欲しい。正規の夫になれないのであれば、愛人でも構わないからお前の傍にいたい」

「フェリックス……っ」

　クラリッサはうろたえた。こんな真剣なフェリックスは初めてだ。先ほどからとんでもないことを口にしているというのに、フェリックスのほうに動じた様子はない。

　ウィンダミア王国では王の寵姫として愛人を置くことは公的に認められており（それでもリリアンを心から愛しているヒューバートはいまのところ彼女一筋であるが）、女性の王族の場合にも前例がないわけではない。愛人は重要な廷臣として政治に参画することもあり、その生活にかかる費用が王廷費からの支出として認められる。つまり正式な立場が保証されているのだ。

「クラリッサ、俺はお前が好きだ。だから俺と付き合って欲しい。お前を手に入れられるのなら、二番目でも構わないと思っている」

　改めて真顔で乞われ、クラリッサは困惑する。ソーンヒル公爵を継ぐ予定の男が、そこまで妥協してでもクラリッサを手中にしたいと願っている。幼馴染みで親友でもあるフェリックスに面と向かって告白され、愛人になるとまで言われて、頭の中はいままでの人生で一度も経験したことないほど混乱していた。しかしフェリックスに乞われれば乞われるほど、なぜか次第に冷静になっていくのを感じた。心臓の鼓動も最初こそ大きく跳ねたが、いまはとくとくと静かに脈打っているだけだ。

　クラリッサは白銀の甲冑に押し当てられていた自らの身体を離すように、そっとフェリックスの胸元を押して距離を取った。

「……無理よ、フェリックス。私はいま、仮であれトラヴァーズさまの恋人なのよ」

　そう、クラリッサはそのことを思い出していた。クラリッサが向き合うべきなのは、フェリックスではなくトラヴァーズなのだ。彼の仮花嫁としての、お試し期間中だ。

　しかしフェリックスは譲らなかった。

「所詮は〝ごっこ〟だろう？　俺は本気だ。お前が恋に落ちるためなら、なんでもしてやれるつもりでいる」

　再びフェリックスのほうに引き寄せられ、ぎゅっと抱き締められてしまう。

「フェリックス！」

　フェリックスの胸元でもがくクラリッサに、彼は言い聞かせるように言葉を続けた。

「トラヴァーズ殿下と恋に落ちなかった場合、愛人でも作らなければ、この先お前が恋する機会はなくなるんだぞ」

「それは──」

　確かにその通りだった。〝恋人ごっこ〟が徒労に終わろうと、フェリックスが剣試合で正式にトラヴァーズに負けたいま、クラリッサはいずれトラヴァーズの元に嫁ぐことになるだろう。けれどトラヴァーズに恋することができなかったら、クラリッサは愛人でも作らなければ、永遠に恋する機会を失ってしまうことになる。

　しかしクラリッサはここで気づいてしまう。トラヴァーズに〝恋人ごっこ〟を提案されたときとは違い、愛人になるというフェリックスを前に、明らかに気分が高揚しないのだ。これから未知の物語を読むときのような、あのわくわく感が少しも感じられない。

（ああ、私──フェリックスを友達以上に見ることができないのだわ……）

　フェリックスの想いに応えてあげられない自分がつらくなり、クラリッサの双眸に熱いものが込み上げてくる。

「……ごめんなさい、フェリックス」

　涙をにじませた青い瞳で、いとしい友人であるフェリックスを見あげた。

「私、私……あなたが好きよ。でも、恋人としてあなたを愛することはできないのよ」

　クラリッサがそう言うと、背中に回っていたフェリックスの手がするりとほどかれた。

　フェリックスはクラリッサと距離を置くと、激しく取り乱したように頭を振る。

「クラリッサ……っ、じゃあ、トラヴァーズ殿とは恋ができるというのか!?　なぜ、なぜあいつなんだ!?」

　激昂するフェリックス。剣でも恋でも敵わなかったトラヴァーズの存在が理解できないのだろう。けれどそれはクラリッサも同じだった。

「わからない、わからないの……！」

　確かにいまトラヴァーズに恋をしているかと問われれば、わからないと答えるだろう。しかし〝恋人ごっこ〟をやめたいかと問われれば、それは否だ。恋できる可能性があると、自分のどこかが思っている証拠でもあった。

「本当にごめんなさい、フェリックス」

　離れていこうとするフェリックスに、思わず手を伸ばすクラリッサ。

　しかしフェリックスは身を引いてその手をかわすと、くるりと背を向けて足早にこの場をあとにした。

「フェリックス!!」

　クラリッサが呼び止めるも、フェリックスが振り返ることはなかった。

　フェリックスを失った悲しさに、クラリッサは泣き崩れた。ドレスの裾が汚れることもいとわずにしゃがみ込み、嗚咽を漏らす。だからうしろから足音が近づいていることにも気づかなかった。

「クラリッサ、大丈夫かい？」

　はっとして振り返ると、軍服姿のままのトラヴァーズが気遣わしげに眉を下げ、こちらに向かって手を差し出してきた。

「トラヴァーズさま……!?」

　クラリッサは驚きに目をみはり、急いで目元を拭うと、トラヴァーズの手を借りて立ちあがった。

「いつからこちらにいらっしゃったのですか？」

　まさかフェリックスとの一件を見られてはいないかとひやひやしたが、トラヴァーズの表情はその一部始終を目にしていたことを如実に表していた。

　蒼白になったクラリッサを前に、トラヴァーズが申し訳なさそうに口を開く。

「君がフェリックスくんを選んだら、僕こそいさぎよく身を引こうと思っていたんだけどね」

「トラヴァーズさま……私、私は──」

　慌てて言葉を継ぐクラリッサに、トラヴァーズがわかっていると言うようにうなずいた。

「うん。まだ気持ちが定まっていない……そうだね？」

「ごめんなさい……」

　クラリッサは素直に謝ったが、すぐに言葉を続けた。

「でも、あなたを恋人として見ているのは確かですわ」

「それは期待してもいいという意味かな？」

　トラヴァーズがうれしそうに微笑む。

　クラリッサの頬が朱に染まっていき、思わず顔をうつむけていた。

「え、ええ……そうですわ」

　恥ずかしさを隠そうとするクラリッサの細い顎に手を添え、トラヴァーズがくいっと上向ける。トラヴァーズの綺麗な顔を間近に据え、クラリッサの鼓動が高鳴っていく。

「あ、あの……トラヴァーズさま？」

「クラリッサ。優勝のご褒美をくれないか？」

「え──」

　トラヴァーズにそう問われ、ようやくクラリッサは彼もまたフェリックスと同様に表彰式から抜け出したらしいことに思い至った。

「ト、トラヴァーズさま！　早く会場に戻ってくださいませ！」

　いまごろヒューバートは一位も二位もいない前代未聞の表彰式に困惑していることだろう。ヒューバートだけでなく、会場に集った人々も優勝者がトロフィーを受け取るところを見たいはずだ。

　だからクラリッサが急かしたのに、トラヴァーズに戻る気はなさそうだった。

「フェリックスくんが膝をついたとき、真っ先に浮かんだのが君の顔だった」

「トラヴァーズさま……」

　紫色の真摯な眼差しを受け、クラリッサが息を呑む。心臓は早鐘を叩いていた。

「だからクラリッサ、君の姿を捜したのに、君はもう会場にはいなかった」

「ご、ごめんなさい……でも試合は最後まで見届けましたわ」

　再び謝罪しつつそう付け加えると、トラヴァーズが苦笑した。

「フェリックスくんのあとだから、何を言ってもあと出しになってしまうが──クラリッサ、僕は君が好きだよ」

　クラリッサは自分の顔に身体中の熱が集まるのを感じた。心臓が壊れてしまいそうなほど、ばくばくと音を立てている。

（ここでトラヴァーズさまにちゃんと自分の気持ちを伝えなければ、フェリックスにも申し訳が立たないわ）

「わ、私も──」

　しかし決意したクラリッサの言葉が最後まで紡がれることはなかった。クラリッサの小さな口は、トラヴァーズの厚い唇によってふさがれていたからだ。

「っ……!?」

　大きく目を見開くクラリッサだったが、距離が近過ぎてトラヴァーズの表情はうかがえなかった。自分に起きていることが信じられなくて、身体に力が入らず、だらりと両手を脇で弛緩させるしかない。トラヴァーズの甘い香水と汗の匂いが混じり合い、絶妙な香りとなってクラリッサの鼻をくすぐっていた。

　クラリッサが目を閉じるべきか考え始めたとき、トラヴァーズは意外にもすぐに離れてくれた。急速に熱が引いていく気がして、なぜか心細くなる。

「──すまなかった、クラリッサ」

　クラリッサはなぜトラヴァーズが謝るのかわからなくて、しばらく呆然としていた。トラヴァーズはクラリッサの出方をうかがっているようだったが、彼女が何も言わないでいるうちに、沈黙に耐えきれなくなったかのように口を開いた。

「こんな性急にことを運ぶつもりはなかったのだが、フェリックスくんと君が一緒にいるのを見て、嫉妬心を抑えることができなかった」

　トラヴァーズがようやくクラリッサの顎から手を離した。

「いまのは忘れて欲しい。優勝のご褒美などと言って君を困らせて、本当にすまなかった」

　再び謝罪するトラヴァーズを見て、クラリッサはようやく我に返った。そうして自分でも思いも寄らない台詞を口にする。

「トラヴァーズさま、もういちどしてくださいませ」

「え？」

　トラヴァーズのほうが耳を疑ったほどだ。

「いまのがキス、ですのね」

「そうだけど──」

　困惑するトラヴァーズに、クラリッサが言葉を続けた。

「先ほどは覚悟もしていなかったし、何よりも早過ぎてわかりませんでしたの。だからもういちどしてくださいな」

「クラリッサ、それは……」

　さすがにキスは、ムードもタイミングも重要だろう。もう一度してほしいと言われて、すぐにできるものではない。先ほどの行為は勢いだった。けれどクラリッサはいまなお困惑するトラヴァーズの軍服の身ごろをつかみ、己のほうへと彼を引き寄せた。

「クラリッサ……！」

　クラリッサの肩に手を置いて彼女を引き離そうとするトラヴァーズだったが、クラリッサが背伸びをして自らトラヴァーズの唇にキスしてきた。

　最初こそ戸惑いを隠せないトラヴァーズだったが、押しつけられた唇についに白旗を揚げ、クラリッサを抱き締めてきた。クラリッサもトラヴァーズの背中に腕を回す。

　口づけはクラリッサが足を痺れさせて地面にかかとをつけるまで続いた。

　唇を重ねるだけのキスだったが、ふたりの関係を次に進めるのに充分な長さだった。
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「クラリッサさま。捜し物はまだ見つからないのですか？」

　メアリーがうんざりしたように声をかけてきた。先ほどから彼女は、床に投げ捨てられた本を拾っては書棚の元の位置に戻すという行為を繰り返していた。

「まだよ！」

　クラリッサはメアリーのほうを見もせず、きっぱりとそう答えた。書棚より次から次へと本を出しては開き、「これではない」と残念そうに頭を振っては閉じて床に放り出している。いまや部屋中にそんな本が散らばっていた。

「なぜそのまま書棚に戻さないのです？」

「戻したらチェックしたかどうか忘れちゃうでしょう？　こんなに本があるんだから！」

　クラリッサはようやく手を止めると、メアリーを前におおげさに両手を広げてみせた。だからメアリーも手を出さないで欲しい──そう続けようとしたクラリッサに、メアリーが現実を突きつけてくる。

「そろそろまいりませんと、本当に間に合わなくなりますよ」

「もうそんな時間!?」

　窓の外に目を向けると、陽が高く昇り始めたところだった。青い空に白い雲がたなびいている。緩やかな秋の風が吹き抜け、葉擦れの音を運んできていた。

　淡い紫色のドレスの裾を翻し、クラリッサは慌てて書棚に目を戻した。

「急がなくちゃ！」

　そうして再び書棚を引っかき回し始めるクラリッサ。

　さすがのメアリーも堪忍袋の緒がきれたようで、乳飲み子から育ててきた娘のようなクラリッサを叱りつけた。

「クラリッサさま！　他国の王太子殿下を待たせるなど、姫として言語道断ですよ！」

　しかしクラリッサは少しもこたえなかったらしい。相変わらず書棚から本を出しては開き、閉じては床に放り投げながら言い返してきた。

「わかってるわ！　だけど私にはいま、情報が必要なのよ！」

　メアリーが諦めたように肩を落とす中、クラリッサはひとり焦燥感に駆られていた。

　剣試合のあと、戦勝のご褒美という名目で流れのように交わしたトラヴァーズとのファーストキス。最初こそ実感が湧かなかったクラリッサだったが、時間が経つにつれて、なんてだいそれたことをしてしまったのだろうと後悔するようになっていた。ただしそれは、キスをしたことに対する後悔ではない。

　キスの仕方は合っていたかしら!?　角度は？　長さは？　位置は？　そもそも雰囲気は？　その他もろもろ……である。

　思い返せば思い返すほど、キスの作法から反していたようで羞恥心が込み上げてくる。

　だからクラリッサは先ほどより、キスシーンの宝庫であるロマンス小説を拾い読みしていた。ロマンス小説にはありとあらゆるキスシーンが溢れている。絶対に最高にロマンチックなキスの仕方がここにあるはずなのだ。クラリッサはいま、それを捜している。

「これも行き過ぎだわ……こっちは行かな過ぎ……」

　コルケットの『甘い再会』は幼馴染みとの再会に熱く燃えるシーンが印象的だが、ヒロインとヒーローが気安い関係だから、出会ったばかりのトラヴァーズとのキスの参考にはならない。反対にハミルトンの『奇跡の恋』はヒロインとヒーローがくっつくまでが長く、ようやくできたようなキスは奇跡的で、これもまたトラヴァーズとのキスの参考にはなりそうになかった。

　ぶつぶつとつぶやきながら、そうしてキスシーンの部分だけチェックをしていく。読み込んでいる本だから、すぐに該当ページを開くことができた。

　しかしどれもしっくりこないのは、それが自分自身とトラヴァーズのキスではないからということに、クラリッサはまだ気づいていない。

「本当にもう、朝食でいったい何があったというのです」

　メアリーはもうクラリッサを急かすことを諦めたようだ。本を片づけながら、主の様子をうかがっている。

　クラリッサは手を止めずに、情けない朝食時の自分を脳内で思い返していた。

　朝食時、剣の稽古に励む必要のなくなったトラヴァーズが再びクラリッサの隣に座ることになった。先に食堂にいたクラリッサに微笑みかけながら戸口から現れたトラヴァーズの顔すらまともに見られず、クラリッサはばくんばくんと音を立てる心臓をなだめるのに必死だった。トラヴァーズが傍にいるだけで、あの拙いキスを思い出し、クラリッサはいままでにないぐらい緊張してしまったのだ。隣の席が引かれたとき、思わず跳び上がったほどだ。何度か他愛のない言葉をかけられもしたが、内容はもう思い出せない。よって城下町散策のデートに誘われたさいも、うわの空で返事をすることになった。

　食堂を出たところで一大事だということに気づき、入り口で主の帰りを待っていたメアリーを捨て置いてまで、ドレスをさばいて部屋に向かって駆け出していたのだ。

（デートだもの、またキスする機会があるかもしれないわ！）

　クラリッサはそんなわけで、正しいキスの作法を習得すべく、書棚を引っ繰り返していた。どうにも理解できないメアリーと同様に、クラリッサはまだその意味に気づけないでいた。クラリッサはいま、どうしようもなくトラヴァーズを意識していたのである。







　城門から転がり出るようにやってきたクラリッサを待っていたのは、ウィンダミア騎士団と四頭立ての豪奢な箱馬車だった。今回の城下町散策デートの護衛を担当する騎士団員は、クラリッサが遅刻をしたことで完全に暇を持て余していたようだ。のんびりと草を食む馬に加え、あくびを噛み殺す団員さえいた。彼らはクラリッサの姿を認めると、気を引き締めて敬礼してきた。クラリッサは軽く手を挙げてそれに応えると、箱馬車に急ぐ。

　箱馬車の前には、トラヴァーズがたたずんでいた。外出用のコートにトラウザーズ、長い革のブーツを履いているトラヴァーズはのんびりと空を眺めていた。クラリッサはトラヴァーズの瞳と同じ色のドレスを翻しながら、慌てて彼の元に向かおうとした。そんなクラリッサに、白銀の甲冑をまとった騎士団員のひとりが声をかけてきた。

「おせえよ」

「フェ、フェリックス……!?」

　クラリッサはすぐ傍に迫っていた幼馴染みを見あげ、大きく目を見開く。いつもなら全身を覆う甲冑姿でもフェリックスの存在にはすぐ気づいたはずなのに、今日はトラヴァーズしか目に入っていなかったらしい。クラリッサは申し訳なさそうにフェリックスの顔をじっと見つめた。まだ頬の傷は治っていないようだ。浅黒い肌に、赤い線が走っている。

　クラリッサに見つめられ、フェリックスは思わずといった態で目を背けたが、頬をかきながらぼそぼそとつぶやいた。

「……この前は悪かった」

「フェリックス……！　私、私──」

　胸がぎゅっとわしづかみにされる心地がした。フェリックスが背を向けて去って行ったことが思い出され、クラリッサの声がかすれる。柳眉を寄せて、いとしい幼馴染みを見あげた。

「いいんだ、クラリッサ」

　フェリックスがようやくクラリッサをその漆黒色の目に映した。

　いまにも泣き出しそうなクラリッサを前に、フェリックスが言葉を続ける。

「お前のことはいまも好きだが、諦めるよう努力している最中だ」

「フェリックス……」

　クラリッサは顔をうつむけた。フェリックスの気持ちに応えることのできない自分がつらい。なんと返していいのかもわからなかった。

　沈黙に支配されるかと思ったのも束の間のこと、しかしフェリックスのほうは大人だった。

「だから幼馴染みとして、元の気安い関係に戻らせてくれないか？」

　クラリッサの顔が瞬間、ぱっと輝く。

「そんなっ……私こそ、私こそぜひお願いしたいわ！」

　照れくさそうに言うフェリックスに、クラリッサがぶんぶんと激しく首を上下に振った。そんなクラリッサをおかしそうに見つめ、フェリックスが笑みを浮かべる。

「さあ、王太子さまがお待ちかねだ」

　フェリックスにそう促され、クラリッサは再び箱馬車に急いだ。フェリックスと仲直りできたことに胸を弾ませながら。







　ガタゴトと箱馬車で揺られながら、クラリッサは吐き気が込みあげるほど緊張していた。心臓の鼓動は朝食時以上に高鳴っていた。ドレスの裾をぎゅっと握り締め、真っ赤になった顔をトラヴァーズに悟られないよう膝の辺りを見つめ続けている。

（何か話さなきゃ……！）

　トラヴァーズと向かい合って座っていたが、先ほどからふたりの間に会話はない。箱馬車に乗る前に挨拶したきりだ。

　狭い空間にふたりきりという状況が、クラリッサの緊張に拍車をかけていた。ちょっと足を伸ばせば、トラヴァーズの爪先に自分の爪先が届くという距離である。だからクラリッサは必死に身体を縮こまらせていた。馬車が揺れた拍子にトラヴァーズと身体が触れ合ってしまわないか心配だったからだ。

（何かないの!?　なんでもいいから！）

　トラヴァーズとの間に落ちる沈黙が重く感じられ、クラリッサは懸命に話題を探した。

　しかしクラリッサの頭によぎるのは、ロマンス小説のキスシーンばかりだった。様々なシチュエーションのキスシーンが、先ほどからずっとぐるぐると脳内を駆け巡っている。

（本の読み過ぎだわ！　私のバカ、バカ!!）

　こんな不埒なことを考えているなんて、トラヴァーズには絶対に知られたくない。末代までの恥になることだろう。未婚女性の思考回路ではない。

　悶々とした思考を解消しようとクラリッサがぷるっと頭を振ったとき、トラヴァーズがおもむろに口を開いた。

「クラリッサ」

　ふいに声をかけられ、クラリッサの肩がびくんとすくむ。金髪の巻き毛が揺れた。

　怯えきった小動物のような反応をするクラリッサを前に、トラヴァーズが苦笑する。

「そんなに警戒しないでもらいたいな」

　どうやらトラヴァーズは、これまでのクラリッサの態度を別の意味に捉えていたらしい。見当違いなことを言われ、クラリッサは思わず呆けた顔をしていた。

「え──」

「昨日は悪かったよ」

　トラヴァーズが膝の上で手を組み、クラリッサを申し訳なさそうに見つめる。

「僕は後悔していないから忘れてくれとは言えないけれど、君にとっては大事な行為だったのに、性急過ぎたね」

　トラヴァーズの紫色の瞳に自嘲が刻まれている。大事な行為とは、あのキスのことを指しているのだろう。

（性急だなんて！　確かに初めはそうだったかもしれないけれど、恥も外聞もなくもう一度してほしいとねだったのは私のほうなのに！）

　トラヴァーズは完全に誤解している。

　クラリッサは慌ててそうではないことを伝えようとしたが、トラヴァーズがそれを遮る。

「ト、トラヴァーズさま──」

「いいんだよ、クラリッサ。君は今朝から僕を避けているし、待ち合わせにも遅れてくるし」

「そ、それは──」

「君がフェリックスくんを好きなことはなんとなくわかっていたけど、あからさまに見せつけられるとつらいものがあるよ」

「ええ!?」

（ここでなんでフェリックスの名前が出てくるの!?）

　クラリッサは呆然とトラヴァーズを見つめた。何かの冗談かと思ったが、トラヴァーズの真面目な表情からすると、本気で言っているようだ。

（もしかしてトラヴァーズさま、ヤキモチを焼いているのかしら？）

　クラリッサに手を貸して箱馬車に乗せたのは、フェリックスだった。本来ならそれは同乗するトラヴァーズの役目だったが、幼馴染みと仲直りしたばかりで浮かれていたクラリッサは、ついフェリックスの手を取ってしまったのだ。それをトラヴァーズは見せつけられたと捉えているらしい。

（キスまでした仲なのに!!）

　クラリッサは驚きを隠せない。いつも冷静沈着に見えたトラヴァーズが、こうして感情をあらわにすることが信じられなかった。

　クラリッサはキスシーンばかり拾い読みしていたが、そこに至るまでの男女の駆け引きがどれだけ緻密か思い出した。ロマンス小説はハッピーエンドと相場が決まっているけれど、そうなるまでにヒロインとヒーローには山あり谷ありのエピソードが用意されている。トラヴァーズにとってフェリックスの存在は谷なのだ。クラリッサとは確かにキスをした仲だったが、トラヴァーズは不安で仕方ないのだろう。クラリッサの心がいまどこにあるのか、気になっているに違いない。

　そう思うと急にトラヴァーズが可愛く感じられ、気づけばクラリッサは顔をほころばせていた。これまでの緊張が嘘のように、身体は弛緩し、心は凪いでいた。

「トラヴァーズさま、それは誤解ですわ」

　クラリッサがゆっくりと、言い聞かせるように話し始めた。

「私はあなたを避けているわけではありませんし、フェリックスは仲のいい幼馴染みです。待ち合わせに遅れたことは謝りますが、それもすべてあなたのことを考えていたからなのです」

　ただしくはキスのことを考えていたのだが、それはさすがに正直に言うことはできなかった。

「……それは僕への好意だと受け取ってもいいのかな？」

　噛み締めるように三拍ほど間を空けてから、トラヴァーズがほっとしたような表情をして言った。

　クラリッサは大きくうなずいた。

「もちろんですわ。私はいま、トラヴァーズさまの恋人ですもの」

「クラリッサ、君が好きだよ」

　トラヴァーズが手を伸ばし、クラリッサの手を取る。固くにぎられ、クラリッサもまた自然とにぎり返していた。トラヴァーズの手のぬくもりが心地いい。

「私も好きですわ、トラヴァーズさま」

　すんなりと言えた自分に、クラリッサは我がことながら驚いた。

（私ったら、なんてことを！　でも、好きだわ。好き……トラヴァーズさまが好きなことは間違いないわ）

　そんな返答があると想定していなかったのか、トラヴァーズが目をみはる。けれど次の瞬間にはもう、いつものとろけるような極上の笑みを浮かべていた。

「じゃあ、僕に恋はしてくれたのかな？」

「それは──」

　クラリッサは返答に窮した。トラヴァーズのことは確かに好きだけれど、ロマンス小説のような情熱的な恋をしているか、それはまだわからなかった。

　戸惑うクラリッサに、トラヴァーズが口角をあげてみせる。

「もういちど試してみるかい？」

「え……」

　唐突に手を引かれ、クラリッサはトラヴァーズのほうに身を乗り出す格好となる。眼前にトラヴァーズの中性的に綺麗な顔を据え、心臓の鼓動が高鳴っていくのを感じた。すっかり忘れていたが、クラリッサは先ほどまで彼を前に極度の緊張状態に陥っていたのだ。そうして読み込んできたキスシーンの数々が再び脳裏をかすめる。

　トラヴァーズの顔が迫る。

　クラリッサは自然と目を閉じていた。このとき初めて、キスに理屈はいらないと悟った。

　しかし直後、ガタンと馬車が一回揺れて停まった。城下町に到着したらしい。山地に建つ王城から平地に広がる城下町まで馬車を使えば十分ほどで着いてしまう。当たり前と言えば当たり前なのだが、あまりの時間の短さにクラリッサは拍子抜けした。

　ノックとともに馬車の扉が外側から開かれる。そこからフェリックスが顔をのぞかせたので、ふたりはぱっと離れた。

「残念だ」

　トラヴァーズはそうささやくと、今度は自らクラリッサに手を貸して、彼女を馬車から降ろした。クラリッサの顔が真っ赤に染まっていることに、フェリックスを含む騎士団員は皆、首を傾げていた。







　城下町はいつも以上のにぎわいをみせていた。秋祭りの最中なのだ。今日はトラヴァーズがこの祭を見てみたいということで、城下町を散策することになった。普段なら王城から出してもらえないクラリッサもまた秋祭りを目にすることは子供の頃父親に無理を言って以来初めてなので、思わず「わあっ」と感嘆の声を漏らしていたほどだ。

　長い目抜き通りを中心として、老若男女問わず派手な格好をした人々が歌ったり踊ったりしている。陽気な音楽がとぎれることなく鳴り響き、あちこちにいる手品師や道化師が周囲をにぎわせ、飲み比べや賭け事に興じていたりと、ウィンダミア街の皆は楽しそうだ。おいしそうな食べ物の露店も多く並んでおり、いい匂いが辺りに漂っていた。

　そこら中に紙でできた色とりどりの花吹雪が舞っており、クラリッサとトラヴァーズは足を踏み入れた途端、頭から花を被ったような姿になってしまった。

「すごい熱気だね！」

　トラヴァーズがはぐれないようクラリッサの手を引く。傍にいるのに大声なのは、周りがうるさいくて小声では聞こえないからだ。

「騎士団の凱旋パレードもこんな感じですよ！」

　一歩うしろを歩いていたフェリックスが面白そうに声をあげる。トラヴァーズと普通に話そうとしてくれることがうれしくて、クラリッサは密かに胸を撫で下ろしていた。

　トラヴァーズも同じように思っているのか、フェリックスに言葉を返した。

「そうなのか！　君たちの国もすばらしいね！」

　クラリッサも負けじと大声を張りあげた。

「ありがとうございます！　王城もこれから舞踏会シーズンに入るので、街はますます盛りあがりますわ！」

　舞踏会は直接的に市民には関係ないが、貴族たちが服や装飾品などをこぞって買いにきたり、城の料理番が食材や菓子を買いつけにきたりするので、市場は大盛況になるのだ。

「そうか！　それは楽しみだ！」

　トラヴァーズとクラリッサはひと通り祭を見て回ることにしたのだが、ふたりと目立つ甲冑を身につけた騎士団の姿を認めた人々により、あっという間に市民に取り囲まれてしまった。曲芸師の芸や寸劇を見せられたり、音楽を聴かせられたり肉や果物を押しつけられたりと、一歩も進むことなく祭の中心となっていた。

　騎士団員はそれでも護衛に集中していたが、ビールを進められるとさすがに断れなかったようだ。いつの間にか誰もが何か持っているというありさまだった。

　また人々に好かれている王妹が男を連れていることで、おおいにひやかされ、花や小物をプレゼントされたりもした。気づけばクラリッサは花の冠をつけ、トラヴァーズは木の実を繋げた首飾りをしていた。そんな自分たちの姿を笑い合い、クラリッサとトラヴァーズ、そしてフェリックスら騎士団員は祭を存分に楽しんだ。

　やがて陽が暮れ始め、クラリッサとトラヴァーズは引き留める人々に謝罪しつつ馬車が待つ街の外れへと引き返した。既に酔っ払っている騎士団員もいたが、クラリッサはとがめようとは思わなかった。トラヴァーズにすばらしいと褒められたように、平和なウィンダミア王国が誇らしかったからだ。父と母が早世したことは思い出すとつらかったが、ヒューバートが立派に治めてくれている。それにいまはトラヴァーズが隣にいる。

　クラリッサはトラヴァーズの手を借りて箱馬車に乗り込んだ。

　あとから乗ってきたトラヴァーズは向かいではなく、今度はクラリッサの横に座った。半身が触れ合い、距離が近くなったことにどきりと心臓を高鳴らせたが、祭のあとの高揚感が緊張をほぐしてくれる。

　扉が閉まり、馬車が動き出した。

　トラヴァーズは馬車の揺れを装って、クラリッサの手に自分の手を重ねた。少し汗ばんだ彼の体温に触れ、クラリッサはその心地よさに息をついた。

（トラヴァーズさまと触れ合ってほっとするようになったのは、いつからだったかしら？）

　ふたりきりの密室で、少し前とは違う感情が芽生えたことにクラリッサは戸惑っていた。当たり前のように手を繋ぎ、当たり前のように触れ合う……これではまるで恋人と同じではないか。

（〝ごっこ〟とはいえ恋人ですもの、そう感じてしまうものよね）

　自分に言い聞かせてみたけれど、なんだかしっくりこない。

　この感情の出所はなんなのだろう？

　ガタゴトと、馬車が揺れる。

　トラヴァーズは何も言わない。

　だけど沈黙が重くない。

　そうっと隣を見あげてみると、トラヴァーズはなんと寝入っていた。男性の寝顔を見たのが初めてだったクラリッサは、思わず大きく目をみはっていた。

（なんて綺麗な顔……）

　クラリッサの肩に頭を預けるようにして、トラヴァーズが小さな寝息を立てている。異国の地で、リリアンを見舞う役目もあり、毎日気を張っていたに違いない。こんなときぐらいしか、気を抜くことができないのだろう。剣試合に出たりと、無理もしていた。

「私の王太子さま」

　ぽつりとつぶやいてみたけれど、トラヴァーズの長い睫毛は伏せられたままだ。城に帰るまでの短い時間だけれど、せめていまだけは休ませてあげたい。クラリッサは前に向き直り、切なげに吐息をついた。きゅんと、胸が痛む。

　そして、唐突に気づいてしまう。

（ああ……この相手をいとしいと想う感情が──）

　恋なのだと。

　クラリッサはとうにトラヴァーズに恋をしていたのだ。







　夜のとばりが降りた窓から遠くで奏でられる楽団の演奏が聞こえてくる中、メアリーは満足そうに額ににじんだ汗を拭い、ようやくクラリッサに姿見を向けた。

　瞬間、クラリッサは大きく目を見開いた。鏡には、舞踏会シーズン用のドレスを着用した自分が映っている。その自分の姿に思わず魅入ってしまい、ごくりと息を呑む。

　ピンクを基調とした豪華なサテン地のドレスで、ボリュームがあり、フリルがたくさんついている。上半身は襟を大きく開け、胸や肩をあらわにした細かいデザインになっており、ビーズやスパンコールがふんだんに使われている。上腕部は細く腕に沿っているが、肘の下から袖先に向かって広がっており、上品でインパクトがある上にここにもフリルがあしらわれている。何枚も重ねられたスカート部分には精緻な模様のレースが段々になって連なっていた。

　くるりと背中を向ければ、バックスタイルもまた素敵に仕上げられていることがわかった。

　フロントと同様に垂らした布が柔らかく流れるようなひだになっており、裾にはレースやフリルを施され、腰の辺りに大きなリボンが縫いつけてあった。全体的にエレガントなシルエットになっている。靴もドレスと同じ系統の色で、甲に金色のバックルがついていた。

　髪は耳元に少しを残して複雑に結い上げられ、秋咲きの薔薇の生花を飾っている。

「まあ……なんて素敵なの」

　メアリーが言っていたように、今年のドレスはこれまでで最高の出来だった。

　最後の仕上げとばかりに裾の部分を整えながら、メアリーがおもむろに口を開いた。

「そうですとも。これで王太子殿下を誘惑なさいませ」

「なっ……なな何を言ってるの、メアリー!?」

　乳母兼堅実な侍女頭の言葉とは思えず、クラリッサは動揺からどもってしまう。

　メアリーは承知したふうに言葉を続けた。

「これでもクラリッサさまに長年お仕えしてきたのです。メアリーにはわかりますよ」

「──っ」

　どうやらメアリーにはもう、クラリッサがトラヴァーズに恋をしていることがばれているらしい。ここのところずっと大好きだったはずのロマンス小説を読もうともせず、トラヴァーズを想って物憂げにしていたところを何度も見られているのだ。クラリッサは降参するしかなかった。

「……トラヴァーズさまも綺麗だって思ってくれるかしら？」

「もちろんですとも。今夜の姫さまはきっと、誰よりもお美しいことでしょう」

　今夜と言われて、クラリッサは緊張が高まってくるのを感じた。

　あの城下町散策デート（祭見学とも言う）以来、クラリッサはトラヴァーズを意識するようになっていた。好きだと気づいてからは、彼の一挙一動が気になって仕方ない。ちょっとした寝癖のあとを見つけて胸中ではしゃいだり、手をにぎられて心臓をときめかせたりする。トラヴァーズはいつも通り冷静沈着だったけれど、クラリッサの心は忙しい毎日だった。むしろトラヴァーズにおかしいと思われていないか心配なほどだ。

　また蛇足ではあるが、フェリックスに感じていた罪悪感はきれいさっぱりなくなっていた。トラヴァーズに真剣に恋をしたことで、堂々とフェリックスとも向き合えると思っていたからだ。うしろめたい気持ちが消え、いまはトラヴァーズのことで頭がいっぱいだった。

（今夜こそ、トラヴァーズさまに恋をしているのだと告げなきゃ……！）

　クラリッサはそう決意していた。きっとトラヴァーズもその言葉を待っているに違いない。想いが通じ合ったとき、ふたりの関係はいったいどんなふうに変化するのだろう。クラリッサはそれを考えると、目が冴えて夜も眠れなくなるのだった。これも蛇足だったが、せっかく研究していたのにトラヴァーズとキスする機会がなかったから悶々としていた。

　けれどもそんな毎日とはこの夜でお別れだ。（クラリッサの勇気次第だったが）今夜から、クラリッサとトラヴァーズは本物の恋人同士になる。

　クラリッサはもういちど姿見に映る自分を前から見つめると、美しく大人びた己の姿に気持ちを奮い立たせた。







　大広間は華やかな空間に変わっていた。巨大なシャンデリアからきらきらした光が降り注ぐ中、優雅な音楽に合わせて、紳士淑女がダンスに興じている。立食パーティも兼ねているので、壁際では談笑に花を咲かせている者も大勢いた。皆、舞踏会シーズンのために王宮に集まった貴族たちだ。社交の場でもあるため、年頃の息子や娘を連れた人たちも多く見受けられた。

　クラリッサはそっと階下をのぞき見ながら、一歩ずつ大階段を下りていく。

（トラヴァーズさまは、まだいらしていないのかしら？）

　ひと通り目を走らせてみたが、トラヴァーズの姿は見当たらない。途中、女性たちに囲まれて困惑しているのフェリックスは目にしたが、クラリッサは忍び笑いを漏らすに留めた。

　しかしそこで階段下に控えていたソーンヒル宰相に、クラリッサの存在を気づかれてしまう。彼はクラリッサの美しさを儀礼的に讃えたあと、大声で次のように続けたのである。

「クラリッサ・アーカート・ウィンダミア殿下のご登場です！」

　重低音の声音が会場中に響き渡り、音楽までやんでこちらに注目が集まった。ざわざわと人々が顔を見合わせ、クラリッサの登場に拍手が巻き起こる。

　クラリッサは内心、羞恥に身もだえていた。

（こんなに目立つ登場をしたくなかったから、そっと階段を下りていたのに！）

　すると助かったとばかりにフェリックスが女性たちの輪をかいくぐり、颯爽と階段をのぼってきた。クラリッサの元までくると、片手を胸に当てた紳士的な挨拶をする。

　ソーンヒル宰相はこれが狙いだったのだろう。トラヴァーズの存在を知っていてなお、彼はまだ息子とクラリッサとの結婚を諦めていないらしい。

　とうに諦めているはずのフェリックスが、申し訳なさそうな顔をあげた。

「悪いな、クラリッサ。どうしてもあの場から逃げたくてさ」

　フェリックスは小声で、「王太子殿下じゃなくてすまねえ」とささやいた。

　そうしてフェリックスは、クラリッサに腕を差し出す。

　本当はトラヴァーズに手を借りて階段を下りたかったから、クラリッサは内心がっかりしたけれど、レディらしくその腕に手を置く。

「トラヴァーズさまはいらしてないの？」

「俺はまだ見てねえぞ」

「……そう」

　クラリッサはさらにがっかりした。

　消沈している幼馴染みに、フェリックスが提案した。

「なあ、王太子殿下がくるまでで構わないから、俺と踊ってくれないか？」

「え？」

　訝しげに見あげるクラリッサ。なぜならフェリックスは先ほど、多くの女性に囲まれて相手に不自由していないはずだからだ。

　クラリッサがさらに口を開こうとすると、フェリックスが弁解するように言った。

「お前のことをまだ諦めてようとしている最中なのは否定しないが、幼馴染みなら俺を助けてくれ」

　切羽詰まったフェリックスの様子に、クラリッサは思わずぷっと噴き出した。

「……なぜ笑う？」

　憮然とするフェリックス。

　クラリッサははしたなくも笑いが止まらなくなった。お腹を抱えて笑い出す。

「あははっ、だって勇猛果敢な騎士が女の子から逃げるのを助けてくれって！」

　ふたりは階段を下りてからも楽しそうに言葉を交わしながら、広間の中央へと出ていく。

　楽団の音楽が再び鳴り始め、クラリッサとフェリックスは身体を寄せ合って踊り始めた。ステップを踏みながら、器用に小声で会話する。

「これじゃあ私、女の子たちに意地悪されちゃうわ。特に飲み物には近づかないようにしなくちゃ」

　間違って手を滑らせたご令嬢に、ワインでもかけられたらドレスにシミがつきかねない。

　しかしフェリックスはそこまで思い至らないようだった。

「なんで？」

　フェリックスは自分がモテるということにいまいち疎いのだ。女性にもっと興味を抱けば、クラリッサを忘れられるほど情熱的な恋ができるかもしれないのに。

　クラリッサはため息をついた。

「あなたはソーンヒル宰相のひとり息子で、私が次期ソーンヒル公爵妃の座を狙っていると思われているからよ」

「……そういうものか」

　フェリックスは複雑そうに眉根を寄せた。権力に固執しない彼のことだから、いまいち理解できないらしい。クラリッサは一から説明するのが面倒なので、説得するのを諦めた。

　そうしてフェリックスのリードで、クラリッサがくるりと回転する。フリルとレースがふんだんにあしらわされたドレスの裾が綺麗に花開いた。わあっと、会場にため息に似た吐息が満ちる。それほどまでに今日のクラリッサのドレスは豪奢で華麗だった。

　それからしばらくは黙って踊っていたクラリッサとフェリックスだったが、フェリックスが出し抜けに口を開いた。

「そのドレス、綺麗だな」

「何よ。私のドレス姿なんて毎日見てるじゃない」

　フェリックスが褒めるなんて珍しい。だからそうあしらったら、彼は真面目にクラリッサを見つめてきた。漆黒色の双眸が、真摯な眼差しを向けてくる。

「いや、本当だ。お前はやっぱり美しい」

「フェリックス……」

　クラリッサは思わず顔をうつむける。明らかに空気が変わったと思ったからだ。この先に進むのは、ふたりのためにきっとよくない。

「お願い……ダメよ……」

　曲の途中にもかかわらず、クラリッサは踊るのをやめてフェリックスから離れようとした。周囲で踊ったり談笑したりしている人たちが、不可解そうにこちらに注目している。

「クラリッサ……！」

　そそくさとダンスの輪から抜け出すクラリッサ。それを追うフェリックス。

「クラリッサ、待て」

　うしろから二の腕をつかまれ、クラリッサは足を止めるしかなかった。

「やめて、フェリックス」

　振りほどこうとしたけれど、フェリックスは離そうとしない。そしてクラリッサを振り向かせ、ダンスのとき以上に身体を密着させてきた。

「お前がここで動揺したら皆、おかしいと思うだろ？」

　もう既に会場中がおかしいと思っていそうだったが、「大人しく一緒に踊ってくれないか」と、フェリックスが言う。

　フェリックスはきっと、束の間でもクラリッサと恋人同士のように振る舞いたいに違いない。どんなに自分たちの相性がいいのか、周囲に見せつけたいのだろう。それを叶えてあげることが、自分を諦めてもらうことに繋がるのか──クラリッサにはわからない。幼馴染みの気安い関係に戻りたいと思い、その約束までしたけれど、まだまだ時間がかかりそうなことだけは確かだった。

（トラヴァーズさまにちゃんと恋したことを言うべきかしら……？）

　恋を知ったクラリッサだってトラヴァーズを諦めようと思ったら、相当の時間がかかるだろう。忘れることなど一生できないかもしれない。恋をしたりされたりするということは、なんて苦しいことなのだといまならわかる。ハッピーエンドのロマンス小説ばかり読んできたクラリッサにとって、現実はそう簡単にはいかないということももう学び始めていた。

　フェリックスもきっといま、心が苦しいに違いない。

（それともフェリックスに合わせてあげたほうがいいのかしら……？）

　ダンスホールの端で逡巡しているクラリッサに、フェリックスが唐突にとんちんかんなことをつぶやいた。

「夢の時間は終わりらしい。よかったな、クラリッサ」

「え──」

　クラリッサが顔をあげると、フェリックスが苦りきった表情をしていた。

「クラリッサ」

　優しい低音が胸に響き、クラリッサはぱっと顔を輝かせて振り返った。クラリッサは気づかなかったが、このときフェリックスは苦しそうに眉根を寄せていた。

「トラヴァーズさま!?」

　クラリッサの背後には、トラヴァーズが立っていた。金色の肩章に金モールがついた詰め襟を着ており、金の留め具がついた黒い革のブーツを履いている。オールダム王国の王族衣装だ。

　クラリッサはその格好よさに目を奪われる。ぽっと頬が薔薇色に染まっていった。

　トラヴァーズが申し訳なさそうに銀髪の頭をかいた。

「遅くなってすまなかった。リリアンの見舞いに行ってきたところなんだ」

　リリアンはこのところ食事の席にも現れず、ベッドで伏せっていることが多くなった。どうやら具合が優れないようだ。宮廷医の話では、もういつ産まれてもおかしくないということだった。待ち望んでいた第一子ということもあって、ヒューバートも付きっきりで看病している。執務室での仕事をリリアンの寝室に持ち込んでまで、彼女を心配しているらしい。

　トラヴァーズの登場によって、剣呑だった雰囲気が一瞬にしてやわらいだ。

　フェリックスも己の立場を思い出してくれたらしい。渋面から一転、苦笑し始めた。それは自分の意志の弱さに呆れているような声音だった。

「悪かったな、クラリッサ」

　そうして背を向けて去ろうとしたフェリックスの腕をつかみ、クラリッサが言った。

「またね、フェリックス！」

　わずかに目をみはったフェリックスだったが、すぐにその瞳を細める。

「ああ……ありがとな」

　そうして人垣の中に消えていくフェリックスの背中を見送ると、クラリッサは改めてトラヴァーズのほうに身体を向けた。トラヴァーズは複雑そうに微笑んでいた。フェリックスとの間に何があったのか少しばかり気にしているふうなトラヴァーズだったが、クラリッサの態度を信じているのか、あえて問いただされるようなことはなかった。

　トラヴァーズは胸に手を当てると、クラリッサのほうに紳士的に手を差し出す。

「では踊ってくださいませんか？　クラリッサ姫」

　姫と呼ばれたことがなんだかこそばゆくて、クラリッサははにかんだ。

　差し出された手の平に、そっと自らの手を載せる。

「もちろんですわ、トラヴァーズ王太子」

　ふたりでくすくすと笑い合いながら、ダンスホールの中央に向かった。先ほどのフェリックスとのやり取りもあり、未だにクラリッサのほうには注目が集まっていたが、彼女はもう気にならなかった。それよりも今夜、トラヴァーズに告白するということで頭がいっぱいだったからだ。

　ちょうど曲目はワルツに変わっていた。三拍子の優美な舞曲に、身体を寄せ合ったクラリッサとトラヴァーズは軽快にステップを踏んでいく。

　ドレスの裾を何度も翻しているうちに、トラヴァーズがふいに感嘆のため息をついて踊りをやめた。

「あっ……私、何か間違えました!?」

　動揺するクラリッサに、トラヴァーズは緩く首を横に振った。

「ある意味では間違えたね」

「えっ」

　蒼白になるクラリッサを、トラヴァーズが上から下までじっくりと眺めた。こんなに熱のこもった視線で見つめられることは初めてだったので、クラリッサは戸惑う。

（ドレスに間違いはないはずだわ）

「あ、あの……」

　何か気に障ることでもしてしまったのかと落ち込むクラリッサに、トラヴァーズがさらりと告げる。

「今日の君は美し過ぎる」

　クラリッサは呆気に取られていたが、しばらくすると言われたことの意味に実感が湧いてくる。みるみるうちに顔がほてっていった。確かに美しいと皆に褒められていたが、〝過ぎる〟と言われたことはない。どうしようもない褒め言葉だった。

「こんな君を誰にも見せたくなかったよ」

　トラヴァーズがため息混じりに、落胆したように言う。どうやら本気らしい。

　クラリッサは全身がかーっと赤くなった。

「ト、トラヴァーズさまったら……！」

「ますます君が好きになってしまったよ、クラリッサ」

　シャンデリアの光を反射して輝く紫の瞳に見つめられ、クラリッサの心臓の鼓動は痛いぐらいに高鳴っていた。

（私も、私も好きだって言わなきゃ……！）

　いまがそのタイミングだ──そう感じたクラリッサだったが、周りが皆こちらに注目していることを思い出した。周囲にちらりと視線を向けると、特に女性たちが騒がしい。フェリックスの時とはまた違い、今度はトラヴァーズが何者なのか気になっている様子だ。クラリッサとのダンスが終わるのであれば次は自分と……と言わんばかりにじりじりと迫ってくる。

　騎士としてたくましいフェリックスも女性にモテるタイプだが、中性的な魅力を持つトラヴァーズもまたモテるタイプ（しかもオールダム王国の王太子なのだから）ということに、クラリッサはいまさらながら気づく。

（どうしよう。いま告白したら、皆に聞かれてしまうことになるわ）

　クラリッサがそう躊躇している間に、ある意味では勇敢な女性たちがこちらに進み出てきた。

「クラリッサさまとのダンスが終わったのでしたら、わたくしとも踊ってくださいませ」

「──っ!?」

　クラリッサは驚いて開いた口がふさがらなくなった。この女性たちはクラリッサを王妹と知っていながらも、自らをトラヴァーズに売り込むことのほうが重要らしい。これからトラヴァーズと秘密の会話に入るというところで水を差され、クラリッサは困惑する。それはトラヴァーズも同様だったが、女性たちのパワーはすさまじく、あなどれなかった。

　あっという間にクラリッサとトラヴァーズは引き離されてしまう。淑女と呼べるかはもうわからない女性たちに押されるように、トラヴァーズの姿は人垣に呑まれていった。

　唖然とするクラリッサもまた、ぼうっとはしていられなかった。なぜならすぐ背後から声をかけてくる者がいたからだ。

「クラリッサ姫、ぜひ次はわたしとも踊ってください」

　えっ……と、振り返ったときには、クラリッサのうしろにも男性たちの行列ができていた。フェリックスと正体のわからないトラヴァーズと仲たがいしたように見えたいま、王妹を花嫁に迎えたいと願っている紳士も大勢いたのだ。確かにクラリッサと結婚すれば、宮廷にも幅を利かせることができるようになるだろう。どうやらクラリッサもこの場ではモテる部類に入っていたようだ。クラリッサは胸中で自分の愚かしさを呪った。

　そうして何度か名前も知らない（一応言ってはいたが記憶に残らない）男性たちと踊ったところで、クラリッサは心身に疲労を感じて次の紳士とのダンスを断った。次の紳士はショックを受けていたが、見ないふりをする。それからダンスしている男女の間を逃げるように縫い、バルコニーに身を隠すことに成功した。広間の熱気のため窓は開け放されていたがカーテンはかかっていたので、ここに人がいるとは簡単には気づかれないだろう。

　楽団が奏でる美しい音楽に耳を澄ませながら、クラリッサはベンチに腰を下ろした。

（せっかくこんなにオシャレしてきたのに……）

　トラヴァーズはそれを褒めてくれた。あの時自分も好きだと言えたなら、トラヴァーズは女性たちを拒んでくれただろうかと、ムダなことを考えてしまう。トラヴァーズがいまもなお知らない女性の手を取って踊っているのかと思うと、胸が締めつけられるようだった。

（こんなはずじゃなかったわ）

　クラリッサの青い双眸に、じわりと熱いものが込み上げてくる。予定ではトラヴァーズとダンスしたあと、いい雰囲気になったところで告白するつもりだったのだ。

　顔をうつむけてくすんと鼻を鳴らしていたら、足音が聞こえてきた。まさか自分を追ってきた紳士のひとりではないかと、クラリッサはびくりと身をすくませる。あるいはダンスをすると熱くなるので、涼みにきた女性かもしれない。控えの間も用意されていたが、バルコニーにも休めるようにベンチがいくつか設置されている。

　しかし靴音はヒールではなくブーツで、男性のものだった。しかもなぜかクラリッサが座っているいちばん奥のベンチに向かってくる。バルコニーは月の光が射し込んでいて明るかったが、ほの暗い場所で男性とふたりきりになるわけにはいかなかったので、クラリッサは急いで席を立とうとした。すると足音が止まり、確認するように声をかけられた。

「クラリッサ？」

　それはクラリッサがいまいちばん聞きたい声だった。

　クラリッサが泣き濡れた瞳を向けると、そこにはトラヴァーズが立っていた。

「トラヴァーズさま……！」

　クラリッサが立ちあがった拍子に、涙がひと粒頬を伝った。それに気づいたのだろう、トラヴァーズが足早にクラリッサの元に駆け寄ってくる。

「クラリッサ！」

　トラヴァーズはクラリッサを当たり前のように抱き締めた。

　既に懐かしくなってしまっていた温もりに包まれ、クラリッサは安堵の吐息をつく。

「トラヴァーズさま、会いたかったですわ」

「僕もだよ、クラリッサ。同じ会場にいるのに、離れている時間が永遠にも感じられた」

　トラヴァーズがあやすようにクラリッサの頭をなでてくれる。

　クラリッサはその心地よさに目を細め、トラヴァーズの胸にすがりついていた。するとトラヴァーズの口から、とんでもない言葉がもれた。

「クラリッサ……言わせてくれ。僕は君を愛している」

　クラリッサが驚きに顔をあげると、トラヴァーズは切なげに眉を寄せていた。

　まさか「愛している」と言われるとは思っていなくて、クラリッサは自ら告白するタイミングを失した。何も言い返せず、ただぱくぱくと口を開閉するだけだ。

　そんなクラリッサの様子をどう受け取ったのか、トラヴァーズは今度は気遣わしげに言った。

「いいんだ。君が僕に恋をしていないことは知っている」

「あ、あの……！」

　ようやく声を取り戻したクラリッサだったが、トラヴァーズはさらに続けた。

「それでも僕はもう、この気持ちを止められそうにないんだ。さっき君と引き離されたことで、君を愛していると気づいてしまった」

　トラヴァーズもクラリッサと同じように、ほかの人たちとダンスをしていたのだと言う。けれど相手の手を取れば取るほど、クラリッサとの違いを思い知らされたらしい。クラリッサがまたそうであったように。

「愛している、クラリッサ。愛しているんだ……！」

「トラヴァーズさま……！」

　トラヴァーズがクラリッサの顔を自分の胸に押しつけるように、再び強く抱き締めた。とくんとくんと、彼の速い脈動が聞こえる。トラヴァーズが自分にときめいてくれている──それだけでクラリッサの気分は高揚した。

「トラヴァーズさま、私もあなたにお話したいことがあるのです」

　ようやくそう前置きし、クラリッサは軽くトラヴァーズの胸を押して距離を取った。互いの顔をよく見えるようにするためだ。

　しかしそれをどう解釈したのか、トラヴァーズの表情が苦渋に染まる。丁重に断られると思ったのだろう。自信なさそうに顔をうつむけている。

「クラリッサ……いいんだ。これは僕の一方的な想いで──」

「私も好きなのです、トラヴァーズさま！」

　クラリッサが語気を荒らげ、トラヴァーズの言葉を遮る。

　するとトラヴァーズが驚愕に目をみはり顔をあげた。

「この前デートしてから、あなたに恋していることに気づきましたの」

　あまりに驚いたのか、呆然としているトラヴァーズ。そんな彼の手を取り、クラリッサが続けた。

「そして今夜のことでよくわかりましたわ。私もあなたを愛しているということが」

　トラヴァーズの手をそっとにぎっていたクラリッサの手が、唐突に強くにぎり返された。

「……それは本心なのかい？」

「もちろんですわ」

　クラリッサが微笑む。笑ったつもりなのに、なぜか先ほどとは違う熱い想いが込み上げ、青い瞳に涙が浮かんだ。こんなに気持ちが昂ぶるのは初めてだった。

「君が、僕に恋を？」

「ええ」

「僕を好きだと？」

「はい」

「しかも愛している？」

「そうです」

　瞬間、トラヴァーズはクラリッサと繋いでいた手をほどくと、彼女の腰を両手で抱き寄せて高く持ち上げた。視界がぐらりと揺れ、クラリッサが「きゃあ！」と声をあげる。

「最高だ！　クラリッサ！」

　そのまま赤子の頃のように数回転させられ、クラリッサは目が回るかと思った。地面に降ろされたあと、バランスを崩して倒れそうになったところで、すかさずぎゅっと抱きすくめられる。

「ああっ、クラリッサ！　好きだ、愛している！」

　トラヴァーズは何度も何度もクラリッサに愛を伝える。

　クラリッサはうれしいやら恥ずかしいやら、いつも冷静沈着なトラヴァーズの変わりように、ついていくのが精一杯だった。だけど想いが通じ合うことが、こんなにも心が満たされるものだとは思わなかった。胸の高鳴りは治まらなかったけれど、ぽかぽかして温かい。未だに緊張しているのに、それがまったく苦痛ではなく、逆に心地いいのだ。

（これが恋……恋なのだわ……！）

　クラリッサは感無量でトラヴァーズを見あげた。

　目が合う。ふたりの瞳はいま、互いに情欲に濡れていた。

「──クラリッサ、キスしてもいいかい？」

　それでもトラヴァーズは、紳士的な態度を貫いた。

　クラリッサも居住まいを正し、淑女らしく慎ましやかにうなずく。そうして上を向き、目を閉じてそのときを待った。

　トラヴァーズはクラリッサの両肩に手を載せると、彼女にそっと顔を寄せていく。

「クラリッサ、好きだ。愛している……」

　ささやきが吐息となって、クラリッサの唇に届く。全身の産毛が逆立つような感覚に見舞われた。目を開けたら、きっとトラヴァーズの顔が眼前にあるに違いない。もどかしげに身体を震わせたクラリッサの唇に、ようやく与えて欲しかったものが届く。

　トラヴァーズがクラリッサに口づけた。

　ふたりは目を閉じたまま、しっとりとした互いの唇を感じ、愛を確かめ合う。夜の秋風が肌をかすめたけれど、少しも寒いとは思わなかった。むしろ全身が熱くほてっている。相変わらず広間の喧噪が響いてはいたが、ふたりの耳にはもう何も入ってこなかった。

　やがてトラヴァーズが離れ、クラリッサが熱に浮かされたように目を見開く。

「トラヴァーズさま……」

（なんて素敵なキスなのかしら。まるでロマンス小説に出てくるシーンのようだったわ）

　夜、月明かり、ドレス、楽団の演奏──これ以上ロマンチックな状況があるだろうか。

「ロマンス小説と同じだった？」

　トラヴァーズが苦笑する。まるでクラリッサの心の中を読んだかのような問いにクラリッサは驚いたが、素直に答えた。

「いいえ。それ以上ですわ」

「それは光栄の至り」

　トラヴァーズはくすくすと笑ってからクラリッサの手を取ると、広間に向かって歩き出した。

「僕たちがいなくなって、たぶん心配されているよ。そろそろヒューバート王もきている頃だから。体調がよければリリアンも顔だけは出すと──って、クラリッサ？」

　ついてこないクラリッサに逆に手を引かれる格好となり、トラヴァーズが足を止めた。

「まだ、戻りたくありませんわ」

　それは本心だった。せっかく想いが通じ合ったのだから、もう少しふたりきりでいたい。というより、よこしまなクラリッサの心は再び彼とキスをしたいという衝動に駆られていた。キスをするとなんとも言えない愉悦が込み上げてくるのだ。もういちど味わいたい。

「仕方のないお姫さまだ」

　トラヴァーズがうれしそうに微笑む。

「僕の姫君は、何がお望みなんだい？」

（素直に言ったら、引かれてしまうかしら？）

　まさかキスの研究をしていたなどとは口が裂けても言えないが。

　クラリッサはちらちらとトラヴァーズの表情をうかがいながら、小さく口を開く。

「その……トラヴァーズさまと、もう少し、キスをしたいのです……」

　言った瞬間、カッと頬が熱くなったが、それはトラヴァーズの比ではなかった。彼は顔を真っ赤にして黙り込んでしまった。王太子の心をこれだけかき乱すのは、あとにも先にもクラリッサしかいないだろう。

（率直過ぎたかしら!?）

　クラリッサは慌ててたたみかけた。

「あ、あの！　私ったら、なんてはしたない──」

「いや、構わない。僕も本当はそうしたかったから」

「え……」

　手を引かれ、クラリッサとトラヴァーズの距離が縮まる。

「だけどまだ僕たちは結婚していない。だからこれからすることは皆には秘密にしないと」

「秘密のキスですのね？」

　クラリッサのいたずら心が湧き出す。レディとしてあるまじきことなのに、トラヴァーズの言い方に、なんだかわくわくしてきてしまう。だから自らねだるように、トラヴァーズの胸元を引き寄せた。

「クラリッサ……」

　トラヴァーズはクラリッサの顎に手を添え、既に上向いていた彼女の唇にキスをした。ちゅっと音が鳴り、クラリッサは恥ずかしさに内心身もだえる。

（キスって、なんて心地がいい行為なのかしら）

　しかしこれで終わってしまうと思っていた口づけは、トラヴァーズが言った〝秘密〟へと様相を変えていく。

　トラヴァーズは角度を変えて何度もついばむようなキスをしたあと、今度は舌でクラリッサの唇をなぞった。つっと音がするような気がして、ぞくりと肌が粟立つ。

「んっ……！」

　突然のことにびくりと身を震わせ、思わずトラヴァーズから離れようとするが、腰の辺りを彼の反対の手に抱かれて動くことができなかった。

　さらにクラリッサはキスのさい、つい息を止める癖があったが、長過ぎる口づけに呼吸困難に陥っていた。息苦しさにトラヴァーズの胸元をぽんぽん叩くも、彼はキスをやめようとはしない。それどころか、いっそう深く口づけてくる。

　とうとうクラリッサは唇を開き、むさぼるように酸素を取り込んだ。

「はぁ、はぁ……んぅ!?」

　しかしその瞬間、ぬるりとしたものが歯列を割り開く。それがトラヴァーズの舌だということに、クラリッサはしばらく放心してから気づいた。

　トラヴァーズの舌はねっとりとクラリッサの口腔内を犯し、歯茎から口蓋、頬の裏まであらゆるところを舐めつくしていった。そのたびにいままで知らなかった身体の部分が開花していくようで、クラリッサはびくびくと身をよじってしまう。

「あ……は……っ」

　気づけば自然に、切なげな声が漏れ出ていた。

「クラリッサ」

　トラヴァーズの吐息が、クラリッサの口の中で溶けていく。親密ながらも淫靡な行為に、クラリッサの頭の芯は次第にぼうっとしてきた。

　やがて喉の奥に引っ込めていたクラリッサの舌を、トラヴァーズが舌でつついてくる。

「ひぅっ」

　舌がすれ合うと、奇妙な気分になった。トラヴァーズにすくいあげられるように舌を暴かれ、絡め取られる。クラリッサはその酩酊感に困惑した。

（深いキスは気持ちがいいけれど、結婚前にこんなこと……恥ずかしいわ）

　心の中でそうは思っていても、クラリッサはキスをやめることができなかった。トラヴァーズにされるがままに任せてしまう。

（ああ……だから秘密のキスなのだわ）

　ちゅ、くちゅっと、次第に粘ついた音が響くようになった。

「んぅ……ふ……」

　トラヴァーズの濃い口づけはクラリッサを陶然とさせた。このままここで溶け合ってしまいたい──そう思ったとき、急に広間がざわめき始めたことに気づいた。楽団の演奏がとぎれ、ばたばたと人々が走り回っているようだ。何事だろう。

（まさか結婚前に親密なキスをしていることがばれたのかしら!?）

　こちらにくるかもしれないと、クラリッサとトラヴァーズは慌てて唇を離す。そして窓から聞こえてくる広間の様子に耳を澄ませた。

「大変です！　王妃さまが産気づきました！」

　クラリッサとトラヴァーズは大きく見開いた目を合わせると、急いで広間に戻った。






第五章　愛ある出産









　舞踏会は急遽、歓声のうちに閉会となった。楽団の演奏をかき消すほどの大声をあげた衛兵の先導によって、クラリッサとトラヴァーズ、そして（その衝撃に広間でワインを噴いた）ヒューバートは、リリアンの部屋に急いで向かった。途中からヒューバートに追い抜かれ、クラリッサとトラヴァーズは彼らのあとを追う形となった。やがて案内する衛兵すら追い越したヒューバートはリリアンの部屋に着くと、観音扉を両手で激しく開け放った。そこには驚きに目をみはる助産師の姿があった。まさか衛兵に告げた矢先に王自身が現れるとは思っていなかったようだ。メアリーと同じ年頃で白髪頭の彼女はリリアンの分娩を助け、妊娠時から出産後まで世話をする役目を仰せつかっている。

　ちょうどタオルを用意していたらしい助産師は、蒼白になっているヒューバートを前に腰を折りながら、落ち着いた様子で告げた。

「王陛下。王妃さまの陣痛が始まりました」

　ひとり冷静な助産師に連れられて三人は居間を横ぎり、寝室に向かう。すると、うんうんとうめき声が聞こえてきた。大きな天蓋付きのベッドの上で、ナイトドレス姿のリリアンがクッションに背中を預け、苦しそうに唸っていた。

「リリアン！　大丈夫か!?」

　ヒューバートがすかさずリリアンの枕元に駆け寄り、シーツの上に投げ出されていた彼女の手をにぎる。

　リリアンは最初こそ苦痛に眉根を寄せていたが、夫の姿を認めると、汗をにじませた顔を懸命に笑みの形に作った。

「ええ、あなた。私は大丈夫よ……だってこれから、私たちの赤ちゃんが産まれるんですもの」

　明らかな焦燥感に駆られたヒューバートを落ち着かせるようにリリアンはそう言ったのだが、ヒューバートはますます心配そうに眉を下げたのだった。

「何かおかしなことはなかったか？　なんでもいい、教えてくれないか？」

　助産師ではなく自分にしかできないことがあるのではないか、ヒューバートは期待に満ちた眼差しでいとしい妻を見つめた。

　リリアンはいささか困ったような顔をしていたが、夫の期待に応えるべくなにか思い出そうとした。

「え──えっと……そうね。出血があったわ」

「出血ぅ!?」

　瞬間、くらりとヒューバートのほうが貧血を起こして倒れそうになった。免疫のないヒューバートにはあまりにも衝撃的な内容だったようだ。

　床のほうに傾ぐヒューバートの手を引き、リリアンが体勢を戻させる。ヒューバートはベッドの端に手をつき、はあはあと浅い呼吸を繰り返していた。そんな彼の背中をなぜかリリアンがさすってあげるという、正反対の事態になった。

「ヒューバート、しっかりして！　いいの、いいのよ。それは赤ちゃんが生まれるっていうしるしなんですって！」

　助産師がそう言っていたのだと付け足したことで、ヒューバートはようやく落ち着きを取り戻したようだ。だが、妻への心配は尽きないようだ。

「ああ、リリアン！　リリアン！」

　ヒューバートは王の威厳を完全に失い、情けないぐらいひとりの夫に成り下がっていた。リリアンの手を引き寄せ、何度も何度もいとおしそうに口づける。

「リリアン」

　そこへクラリッサの手を引いたトラヴァーズが、遠慮がちに歩み寄ってきた。ヒューバートはベッドの横でぶつぶつと祈りの言葉をつぶやき始めたところだった。

　兄たちの存在に気づいたリリアンが顔をほころばせた。

「お兄さま、クラリッサさまとうまくいったのね？」

　出産間近の妊婦の妹の第一声がそんな台詞で、トラヴァーズはうろたえた。クラリッサのほうはぽっと頬を朱に染めた。それでもトラヴァーズはにぎったクラリッサの手を離すことはなかった。

「ああ、リリアンの応援があったおかげだ。僕とクラリッサは気持ちを通じ合わせることができた」

　トラヴァーズはそう言って、空いているほうの手で汗で顔に張りついたリリアンの白い前髪をすいた。うれしそうな鳶色の瞳がのぞき、トラヴァーズも笑みを浮かべる。

「これでオールダム王国も安泰ね。ウィンダミア王国とはより密な関係が築けるわ」

「おいおい、リリアン。いまは政治的な話をしている場合じゃないだろう？」

　トラヴァーズにとがめられ、リリアンは陣痛を思い出したようだ。痛みに顔をしかめ、ヒューバートの手をぎゅっとにぎった。はらはらとヒューバートが心配そうにリリアンを見つめる中、痛みはいったん引いたようだ。リリアンがふーっと長い息をつく。そうして改めてトラヴァーズを見あげた。

「お兄さま。今回は来てくださって本当にありがとう。おかげで出産まで私、穏やかに過ごすことができたわ」

　仮花嫁としての〝恋人ごっこ〟から始まったクラリッサとトラヴァーズの恋模様だったが、そもそも彼はリリアンの陣中見舞いにウィンダミア王国を訪れていたのだ。そう思うと、リリアンのおかげで恋ができたようなものだ。クラリッサは義理の姉を前に、感慨深くなって目を細めた。感謝しかない義姉に、兄との子供が生まれようとしている。こんな感動的なことがほかにあるだろうか。

　クラリッサの視線に気づいたのか、リリアンは今度はクラリッサのほうに顔を向けた。

「クラリッサさまも、ありがとう。私は本当に大丈夫だから、安心してちょうだいね」

　リリアンはそうして、これがその証拠だと言わんばかりに、繋がれたままのヒューバートと己の手を掲げてみせる。クラリッサにはそれが、どうやっても振りほどけないふたりの絆のように見えてうらやましかった。ちなみにヒューバートは再び祈りの時間に入ったようで、顔をうつむけて聖書の文言をつぶやく。

「お義姉さま……」

　クラリッサが感慨深げに手を差し出すと、リリアンが上体を起こして反対の手で彼女と握手した。リリアンがこの国に嫁いできてくれてよかったと、クラリッサは改めて思う。

　リリアンはクラリッサの手を離したあと、そのままクッションにもういちどもたれようとしたが、急に鋭い声をあげた。

「あっ……！」

　すかさずヒューバートが反応してベッドに身を乗り出した。

「どうした、リリアン!?」

　リリアンは顔を歪め、額から汗を流している。

「また陣痛がきたみたい……痛い、痛いっ」

　痛みに耐えきれず上体を起こしたリリアンの腰を、ヒューバートが必死になってマッサージする。助産師にあらかじめ教わっていたらしい。骨盤の辺りを重点的に刺激している。

「リリアン！」

「お義姉さま、しっかり！」

　三人でリリアンを励ましているうちに、続々と出産に立ち合う高官たちがやってきた。教会の神父や安産祈願のための祈祷師、宮廷の記録係など、役職は様々だ。それぞれがリリアンに応援の声を投げかける。

　そこへ続きの間から湯を張った洗面器を持ってきた助産師が、いつの間にか大勢の人々がベッドを取り巻いているのを見て、あんぐりと口を開けた。冷静な助産師が声を張る。

「ちょっと、皆さま！　この部屋には人が多過ぎです！　これからまたひとり増えるのですからね。さあ、王陛下と出産関係者以外は出て行ってください！」

　クラリッサはちらりとトラヴァーズをうかがった。立場的にクラリッサは出て行くべき人物のひとりだが、トラヴァーズはどうするのだろう？　そんなクラリッサの視線に気づき、トラヴァーズがうなずいてみせた。自分も部屋から出るという意味に違いない。

「いいのですか？」

　つい確認のためそう口に出したら、トラヴァーズはヒューバートとリリアンのほうを顎でしゃくった。クラリッサも目を向けると、ふたりは硬く手を取り合い、息を合わせて人生の転機となる出産を乗り越えようとしていた。それは理想の夫婦像だった。政略結婚だった彼らが夫婦の手本のような姿になり、こんなに喜ばしいことはないだろう。先ほど解散した貴族たちを含むウィンダミア王国の民は、ふたりの愛の結晶の誕生をいまかいまかと待ち望んでいるに違いない。

「どうやら僕の出番はなかったようだ」

　ヒューバートの妹への愛には感動しているようだったが、トラヴァーズは思わずといった態で苦笑していた。だからクラリッサは即座に首を横に振った。

「そんなことありませんわ。お義姉さまもおっしゃっていたではありませんか。あなたがいてくれたから、今日まで穏やかに過ごせたのだと」

「──うん。ありがとう、クラリッサ」

　トラヴァーズはクラリッサの手を強くにぎり返すと、リリアンとヒューバートにいっときの別れを告げてから、部屋をあとにした。







　リリアンの出産を待つ間、クラリッサはトラヴァーズが泊まっている客間で休むことにした。もう真夜中過ぎだから、トラヴァーズとともに自室に戻ればメアリーにとやかく言われてしまうと思ったからだ。クラリッサはトラヴァーズと一緒にいてあげたかった。

　トラヴァーズの部屋の前には、彼がオールダム王国より連れてきた侍従が控えていた。

「紅茶でいいかな？」

　扉を開きながら、トラヴァーズが問いかけてくる。侍従はすばやく部屋の中に入ると、燭台を灯したり暖炉に火を入れたりした。

　オールダム王国風にアレンジされた室内を眺めながら、クラリッサはうなずいた。恋人ながらトラヴァーズの部屋に入るのはこれが初めてだったから、少し緊張していた。ふたりが寄り添えそうな大きなソファを見ると、なぜか頬が赤くなってしまう。意識し過ぎだとは思うけれど、続きの間の寝室などは顔さえ向けられそうになかった。そこには大きなベッドがあるはずだ……。

「オールダム産だけど」

　けれどトラヴァーズがそう冗談めかして言ったことで、クラリッサの身体からすっと力が抜けた。噴き出したいところをこらえ、つんと顎をあげた澄まし顔で言う。

「かまいませんわ」

　瞬間、ふたりは和やかな空気に包まれた。かつて何度か言い交わした言葉に、クラリッサとトラヴァーズは手を取り合ってくすくす笑う。何も知らない侍従だけが首を傾げていた。

　侍従が（オールダム産の）紅茶を淹れて去ったあと、ふたりはソファに並んで座りながら、こうこうと燃える暖炉の炎を見つめ続けていた。ローテーブルに置かれたティーセットがカチャカチャと鳴る音だけがときどき響くだけで、あとはとても静かな夜だった。

　いまこのときにもリリアンが出産に奮闘しているのかと思うとクラリッサはどうにも落ち着かない気持ちになったが、同時に不安でもあった。おそらく隣のトラヴァーズもそうなのだろう。先ほどから彼は何も言わず、ただカップを口に運ぶだけだ。クラリッサも気を遣って口をつぐんでいたのだが、ふいにトラヴァーズが口を開いた。

「クラリッサ」

　振り向けば、クラリッサを映すトラヴァーズの紫の瞳は不安げに揺れていた。だからきっとリリアンのことだろうと、クラリッサが気を引き締めて返事をする。

「はい？」

　妹を心配する兄を前に、自分は何かしてあげられることはあるだろうか。そう考えていたクラリッサに、トラヴァーズが言葉を継いだ。

「さっきのことだけど」

「お義姉さまのことですね？」

　とっさにそう答えたクラリッサに、なぜかトラヴァーズは苦笑した。

「いや、その前だ」

　きょとんと、クラリッサは瞬いた。トラヴァーズが意味ありげな視線を送っている。リリアン、陣痛、衛兵、舞踏会……と頭を過去に巡らせているうちに、クラリッサはようやくバルコニーであったことを思い出した。なぜ忘れていたかわからないほど衝撃的な出来事だったのに。

「あ……」

　クラリッサの顔が赤く染まっていく。クラリッサはトラヴァーズと、バルコニーで愛を語り合い、そして深い口づけでそれを確かめ合ったのだった。

「えっと、その──」

「クラリッサ」

　動揺するクラリッサの手を取り、トラヴァーズは当たり前のように口元まで持ち上げると、その白い甲にちゅっとキスを落とした。甘やかな刺激に、クラリッサがぷるっと震える。トラヴァーズは居住まいを正してクラリッサを真っ直ぐに見つめてきた。

「クラリッサ。僕は君を愛している、そして君も僕を愛してくれている」

　真摯なトラヴァーズの台詞に、クラリッサは感動しながら首肯する。そう、リリアンの陣痛でいったんうやむやになっていたが、自分たちは今夜、恋を知った本物の恋人同士になれたのだ。

「僕たちの間にはもうなんの障害もない」

　クラリッサがこくりと喉を鳴らす。ロマンス小説を読み込んでいる彼女は、この先の筋書きが既に思い浮かんでいたのだった。それは女性であれば誰もが憧れる展開だ。

（まさか……もしかして……!?）

　思わず期待に目を輝かせるクラリッサ。

「だから……」

　トラヴァーズは緊張からかわずかに口ごもったが、最後には毅然としてクラリッサに告げてきた。

「クラリッサ、僕と結婚してくれないか？」

「──っ!!」

　クラリッサが大きく息を呑む。トラヴァーズは眉を下げてクラリッサの返答を待っている。にぎり合った手を通して、トラヴァーズの緊張が伝わってくるようだった。いくら想いが通じ合ったとはいえ、結婚となるとまた一段ハードルが高くなることを彼はわかっているのだろう。それもクラリッサとトラヴァーズは他国の王族同士だから、簡単にはいかない。政治的な思惑が絡む前に、クラリッサの気持ちを確認しておきたいに違いない。

「いやかい？」

　少しの間にもかかわらず待ちきれなくなったらしいトラヴァーズが尋ねてきたから、クラリッサは慌てて首を横に振った。金髪の巻き毛がうれしそうに跳ねる。

「いやなわけありませんわ！」

　恋に恋していたクラリッサは、ようやくロマンス小説のような情熱的な恋に落ちることができた。その夢が叶ったのだから、順当に考えた場合、次のステップは結婚だろう。

　クラリッサの反応に安心したトラヴァーズが、改まった様子でにぎる手に力を込めてきた。

「クラリッサ、僕と結婚して欲しい。一緒に来てくれないか、オールダムに」

「トラヴァーズさま……」

　クラリッサは先ほどから感動に胸を詰まらせていた。だからなかなか言葉が出てこないのだ。ロマンス小説のハッピーエンドは結婚が多い。自分の物語の結末も、トラヴァーズとの結婚なのだと、クラリッサは確信していた。そうしてもちろんと口を開こうとしたとき、意外なことにトラヴァーズが言葉を被せてきた。

「君の正式な答えを聞く前に、白状しなければいけないことがあるんだ」

　思い出したといった態で、トラヴァーズが言う。

　クラリッサは首を傾げた。

「なんですの？」

　実は……と、トラヴァーズが話し始める。

「君と僕が好きなロマンス小説のことだが、僕の場合、本当は君が好きだと聞いていたから読むようになったんだ」

「まあ……！」

　驚くクラリッサに、トラヴァーズは周囲を見渡すように促す。テーブルや文机にはロマンス小説とおぼしき本の数々が積まれていた。書庫から借りてきたのだと、彼は言う。

「話を合わせるために、必死に読んでいたんだよ」

　トラヴァーズが自嘲気味に言う。

「そんな僕でも、結婚してくれるかい？」

　トラヴァーズの語気が弱まる。一国の王太子が、臆病に。他国の剣試合で優勝した実力者でもあるのに、ひとりの男になってしまったらしい。祈るようなトラヴァーズの視線を真正面から受け、クラリッサははっきりと答えを口にした。

「はい。結婚します」

「クラリッサ……！」

　感動に打ち震えるトラヴァーズに、クラリッサはさらに付け加えた。

「でも『王太子の仮花嫁』、忘れないでくださいね」

　トラヴァーズは思わず噴き出す。

「君らしいね、クラリッサ」

『王太子の仮花嫁』か……とつぶやき、彼は思い出したように続けた。

「もう君は仮花嫁ではない。僕の花嫁だ」

　クラリッサもまたトラヴァーズに仮花嫁としての〝恋人ごっこ〟を提案されたことを思い出していた。

「トラヴァーズさま……」

　自然と、ふたりの距離が縮まる。

　互いの呼気が混じり合い、クラリッサの胸がきゅんと音を立てた。

　重なり合うだけの口づけはまるで誓いのキスのようだった。重なったふたりの影が、暖炉の炎を受けて揺らめいている。

（こんな幸せなことがほかにあるかしら？）

　クラリッサがぼうっとしながら頭の中で考えていると、自分のどこかが物足りなさに疼いていることに気づいた。

（バルコニーでしたときのような、濃厚なキスがしたいわ）

　羞恥心に身もだえながら、クラリッサは得心していた。

　やがて唇が離れても、クラリッサはトラヴァーズを追うように顔を寄せていた。

「クラリッサ……」

　クラリッサの唇に、確認するようなトラヴァーズの吐息が重なる。

「トラヴァーズさま……」

　クラリッサは求めるように口を開き、彼のキスを受け入れていた。今度の口づけは深く、トラヴァーズは舌を挿入してきた。

「んぅ──」

　口腔内を蹂躙するように動き回るトラヴァーズの舌に、クラリッサは自らの舌を絡ませた。ぬめった舌がこすれ合う感覚が、ふたりの官能を呼び覚ましていく。

（結婚の誓いは済んだわ。もしかしてトラヴァーズさまはこのまま──）

　期待に胸を震わせるクラリッサの内情を知っているかのように、トラヴァーズはそっとクラリッサをソファの上に押し倒す。金の巻き毛とドレスの裾が波打って広がる。視界に天井が広がり、いまさらながら緊張が高まってきた。

（最初はベッドがいいと言うべきかしら？）

　そんなどうでもいいことが頭をかすめていたのも最初だけだった。すぐに覆い被さってきたトラヴァーズのキスによって、クラリッサは悦びに支配される。

「クラリッサ、君が好きだ……愛している……」

　トラヴァーズはついばむように口づけながら、クラリッサに愛をささやき続けた。

「私も好きですわ……愛しています……」

　気づくとクラリッサはそう応えながらトラヴァーズの首に腕を回し、彼を引き寄せていた。

　高まるふたりの熱はしかし、ノックの音に中断を余儀なくされる。

　ぱっと顔をドアに向けると、ドアの向こうから急いた様子で侍従の声が聞こえる。

「トラヴァーズ殿下！　リリアンさまが無事にご出産されたようです！」

　トラヴァーズとクラリッサは顔を見合わせ──互いがいま何をしようとしていたかに改めて気づかされ──頬を真っ赤に染めると、急いでソファから立ちあがった。







　リリアンの部屋の扉を叩くと、中から現れたのはヒューバートだった。目元を真っ赤に腫らして泣いている。まさかリリアンに何かあったのではないかと、クラリッサはひやりと肝を冷やす。隣にたたずむトラヴァーズからも不安が伝わってきた。

「お兄さま!?」

「う、ううっ……」

　うめくヒューバートとは関係なく、部屋のほうはバタバタと慌ただしかった。リリアン付きの侍女たちが忙しなく走り回っている。やはり何か、それもよからぬことがあったのだろうか。

「ねえ、お兄さま！　大丈夫なのでしょう!?」

　クラリッサがゆさゆさとヒューバートを揺すれば、彼の碧眼からは大粒の涙がこぼれた。

「お兄さま!!」

　しっかりしてとばかりにクラリッサがヒューバートの頬を張る。ぴしゃりと音がした途端、弾かれたようにヒューバートが顔をあげた。正気を取り戻したようだ。怒っている。

「王陛下と呼べ！　クラリッサ！」

「「王陛下！！！」」

　クラリッサとトラヴァーズがそろって呼びかけると、ヒューバートは思い出したように頬を緩ませた。

「そう、王だ、王の子なんだ……！」

　両手で拳を作ったヒューバートが会心の笑みを浮かべる。

「産まれた……産まれたんだ！　私の子が！　無事に！」

　瞬間、クラリッサとトラヴァーズから肩の力が抜けた。クラリッサはほっと息をつくと、紛らわしい行動をした兄の胸元を叩く。

「もうお兄さまったら、驚かせないで！」

　そして「どいて！」と遠慮なく王陛下であるヒューバートを横に押しのけ、クラリッサとトラヴァーズは寝室に向かった。

　寝室では助産師がリリアンの世話をしながら、侍女たちにあと片づけの指示をしているところだった。あちこちに散乱したタオルやシーツなどが、出産時の大変さを物語っている。助産師はふたりの存在に気づくと、「おめでとうございます」と言ってベッドサイドを空けた。

　ベッドの上ではリリアンが上体を起こして座っており、全身から疲労の様子が見て取れたが、にこにことうれしそうに笑っている。その手には産着にくるまれた赤子がいた。

「リリアン！」

　思わず駆け寄ったトラヴァーズに、リリアンは産まれたばかりの赤子を差し出す。

「ほら、お兄さま」

　戸惑うトラヴァーズだったが、両手を出してそうっと受け取ると、その顔をのぞき込んだ。クラリッサも傍に寄り、一緒になって赤子の無垢な顔を見つめた。トラヴァーズの腕の中の赤子は青い目をまん丸く見開き、ぱちぱちとまばたいて不思議そうにふたりを見つめ返した。

「なぜかな……君に似ているよ、クラリッサ」

「え──」

　トラヴァーズの感慨深げな言葉に、クラリッサは呆けた声をあげてしまう。クラリッサにはヒューバートの血を色濃く受け継いでいるように思えていたからだ。クラリッサも赤子を抱きよく観察してみる。むっちりとした体躯にふっくらとした薔薇色の頬、小さい鼻に唇、まだ薄いけれどくるりと巻かれた金髪が特徴だった。

　確かにクラリッサに似ているかもしれないが、そんなことを言ったらリリアンに失礼ではないだろうか？　申し訳なく思いながら赤子をリリアンに返すと、赤子の母親になったリリアンはくすりと笑みをこぼした。

「そうでしょう？　私もそうだと思ったの。きっと、女の子だからだわ」

　女の子！　と、クラリッサとトラヴァーズが歓喜に目を合わせる。

「そう、第一子は王女だったんだ」

　ヒューバートが寝室に入ってきた。クラリッサとトラヴァーズがヒューバートのためにベッドサイドの場所を空けると、彼はベッドの端に座った。それから赤子を抱くリリアンの肩に腕を回す。ひととおり赤子をめでたあと、ヒューバートとリリアンが意味ありげな視線を交わした。不思議に思ったクラリッサに向けて口火を切ったのはリリアンだった。

「この子の名付け親になってくださる？　クラリッサさま」

「私が!?」

　思いも寄らない申し出にうろたえるクラリッサ。周囲の顔をうかがってみたが、皆が皆、笑って自分を見ている。

「ええ、お願い。あなたにそっくりなんですもの」

　ヒューバートと決めたのだと、リリアンは夫を見あげた。汗で張りついたリリアンの白い髪をすきながら、ヒューバートもうなずいた。

「ああ、クラリッサ。是非ともお前に頼みたい」

「で、では──」

　こほんと咳払いしたクラリッサは、しばらく「うーん」と頭をひねってみたが、結局ひとつの名前しか思い至らなかった。赤子の顔を見たときに浮かんだことだ。

「クラリッサ。クラリッサと」

　瞬間「おお！」と、ヒューバートとリリアンが顔を見合わせる。

「それはいいアイディアね」と、リリアン。

「それはいいアイディアだ」と、ヒューバート。

「うん。いい名前だね」

　トラヴァーズも口をそろえて言った。

　クラリッサが照れ笑いを浮かべる。

「私がいなくなったあとも、このウィンダミア王国を愛して欲しいという願いを込めたの」

「クラリッサ、クラリッサ」

　リリアンが〝クラリッサ〟を揺すってあやし始めた。やがて〝クラリッサ〟はくわっと可愛らしいあくびをすると、満足そうに目を閉じた。微笑ましい光景に、その場にいる全員の頬が緩む。

「じゃあ僕たちはこの辺で」

　トラヴァーズはクラリッサの手を取ると、ヒューバートとリリアンにそう断って、部屋から退出することにした。

　自然に繋がれた手にどきりと心臓を跳ねさせたが、クラリッサも同調した。

「確かにあとは親子水入らずで」

「ああ。またあとで」

「ありがとう、お兄さま」

　ヒューバートとリリアンが見送る中、クラリッサたちは寝室をあとにした。

　リリアンの部屋を出ると、廊下の窓の向こうに見える山の稜線が赤らんでいた。波乱の舞踏会と慌ただしいリリアンの出産から一夜、まもなく朝がやってくる。

「もう夜明けだね」

「そうですね」

　ひと気のない廊下を歩きながら、クラリッサとトラヴァーズは新しい命の誕生に感動していた。ふたりともまったく寝ていないのに興奮が冷めやらず、眠くならなかった。

「人の誕生ってすばらしいね」

「本当ですね」

「このまま僕の部屋にこないか？」

「──え？」

　クラリッサは耳を疑ったが、立ち止まったトラヴァーズの目は真剣だった。

「君と愛を交わしたい」

　トラヴァーズはそうささやき、クラリッサを抱き締めた。

「トラヴァーズさま……」

　慣れ親しんだトラヴァーズの匂い、そして温もり。

（もっと直に感じたい──）

　ヒューバートとリリアンの愛の結晶を目にして感動したことは事実だ。愛を交わすことがあんなにもすばらしい結果になるなんて。だからクラリッサは、自然と彼の背中に腕を回して抱き締め返していた。

「いいかい？」

　改めてそう問われ、クラリッサはこくりとひとつうなずいたのだった。







　トラヴァーズの部屋の浴室を使わせてもらい、クラリッサは湯浴みをした。トラヴァーズとの初めての夜（もとい朝）なのだ。できるだけ綺麗にしておきたい。けれど浴室を出たところで、先ほど脱いだドレスの替わりに着るものが何もないことに気づいた。自室であれば脱衣所には必ずバスローブやナイトドレスが用意されていたのだが……。侍女を呼ぼうかとも思ったが、侍女頭であるメアリーに居所を知られたくない。いまだけは。せっかくのいい雰囲気も壊したくなかった。クラリッサは仕方がないので、長い金髪を身体の前に垂らすと、意を決して裸で浴室を出ることにした。

「……トラヴァーズさま、カーテンを閉めてくださいませんか？」

　浴室からそっと居間をのぞくと、トラヴァーズは既に白いシャツと黒いトラウザーズというラフな姿になっていた。ソファには彼の着ていた王族衣装が無造作に置かれている。どうやら彼も侍従を呼ぶことをためらったようだった。侍従に任せることなく、暖炉に薪をくべている。

「うん？」

　きょとんとするトラヴァーズ。不思議に思ったようだったが、トラヴァーズは言われた通り、窓という窓のカーテンを引いていった。明け方に向かっていた部屋が一転、夜のような暗がりの中に沈んでいった。暖炉の火と少し灯されただけの燭台の炎に、ぼんやりとふたりの姿が浮かび上がる。

「これでいいかい──っ」

　トラヴァーズは振り向きざま、浴室から出てきたクラリッサを見て硬直した。

　クラリッサは恥ずかしそうに髪と腕で胸元と下腹部を隠しながら、そろりそろりとトラヴァーズの元に向かう。トラヴァーズは呆然として、カーテンを手にしたまま動かない。

「あ、あんまり見つめないでください」

　クラリッサはトラヴァーズの前で立ち止まると、うつむき加減になって言った。顔も身体も羞恥のあまり真っ赤になっていたけれど、いまなら暖炉や燭台の炎のせいにできるだろう。ちらちらと揺れる明かりが、クラリッサの白い肌を飴色に映し出している。トラヴァーズはしばらくクラリッサに魅入っていたが、唐突に我に返り、彼女から視線を逸らせた。

「そ、そうか……ごめん。気が回らなかった」

　トラヴァーズが慌てて近くにあった上着を肩からかけようとしたのだが、クラリッサは首を振ることでそれを断った。ここに何をしにきたのか、クラリッサ自身がよくわかっていた。どうせ脱ぐのだから、着る必要はない。不思議なことに、少しも寒くなかった。

　クラリッサの胸中を察して、トラヴァーズは上着を置くと、彼女に向き直った。

「寝室に行こう」

　トラヴァーズの声はどことなくかすれているように感じられた。トラヴァーズも初めてらしいから、緊張しているのだろうか。でも自分の比ではないと、クラリッサは思う。クラリッサの心臓はいまにも破裂しそうなほど、どくんどくんと激しく脈打っていたからだ。

　トラヴァーズについて寝室に入ると、大きな天蓋付きのベッドが目に入った。清潔そうな白いシーツに、クッションがいくつか載っている。これからあそこで愛を交わすのだと思うと、クラリッサの緊張は最高潮に達した。ベッドを目前に、思わず足がすくんでしまう。トラヴァーズは落ち着いた様子でベッドの上に腰かけると、怖じ気づいているクラリッサを手招きした。

「クラリッサ、ここにおいで」

「は、はい……」

　クラリッサはおずおずと歩き、なんとかトラヴァーズの隣にちょこんと浅く座る。裸なのでシーツがじかに肌に触れ、なんだかやましいことをしているような気になった。もじもじと足を擦り合わせてしまう。トラヴァーズはそんなクラリッサを包み込むように、優しく抱き締める。ふんわりと漂う彼の匂いと温もりに、クラリッサは安心感を覚えた。

（好き……好きだわ、トラヴァーズさまのことが）

「好きだよ、クラリッサ」

　クラリッサの心の声を読んだかのように、トラヴァーズが言う。

「大丈夫、何も怖くないよ」

「トラヴァーズさま……」

　この日のためと言っても過言ではなく、ロマンス小説で愛を交わすシーンは山ほど読んできた。初めては本当に痛いのだろうか？　それとも気持ちいいものなの？　どう始めるべき？　体勢は？　声は？　性交（セックス）への疑問符は尽きないけれど、とうの相手のトラヴァーズがそうした緊張をやわらげてくれる。彼はいちど抱擁を解くと、今度はクラリッサの肩に腕を回して彼女を抱き寄せてきた。トラヴァーズは香水を手首につけているようで、甘い匂いが先ほどよりも強く鼻孔をくすぐり、クラリッサの頭がぼうっとしてくる。互いの呼気が交わるぐらい顔が近くなり、キスの予感にクラリッサは目を閉じていた。

　間もなくちゅっと音を立て、唇が重ねられる。トラヴァーズとのキスはもう慣れたつもりだったけれど、裸でいるせいでなぜか淫猥な行為に思え、クラリッサの身体の熱があがり始めた。トラヴァーズは何度か角度を変えてついばむような口づけをしたあと、薄く口を開いて赤い舌をのぞかせた。クラリッサもそれを迎えるように、自然と口を開いていた。トラヴァーズの厚い舌が、クラリッサの口の中に挿し込まれる。

「クラリッサ……」

　ささやきが、クラリッサの口腔内で溶けていく。ぬるついた舌を探るように動かされ、クラリッサは粘膜を擦られる心地いい感覚にあえいでいた。

「あ……ん……」

　トラヴァーズは歯列を割ると、クラリッサの歯茎や口蓋、頬の裏に至るまで舐める。やがてちゅっ、くちゅっと、粘ついた音が響くようになった。トラヴァーズが舌を吸ったりつついたりしてきたと同時に、クラリッサも積極的に舌を絡ませ、彼の深いキスを受け入れていたからだ。クラリッサはトラヴァーズの口づけが好きだった。あまりの心地よさに、どうしても甘い声が漏れ出てしまう。

「ふ……う……」

　混じり合った唾液が溢れ、口の端からつうっと頬を伝っていく。唾液のあとを辿るように、トラヴァーズの唇がクラリッサの口の端から頬へと移っていった。同時に肩を押され、優しくベッドの上に押し倒される。金色の巻き毛が波打ち、シーツの上に広がった。裸体がさらされ、クラリッサはキスを中断して、思わず逃げるようにベッドに乗りあげて縮こまった。

「クラリッサ」

　ベッドの真ん中で丸くなったクラリッサを見て、トラヴァーズが苦笑する。彼はブーツを脱いでベッドの上にあがると、シャツのボタンを外しながらクラリッサの元に近づいた。ぎしりとマットレスが音を立てるたびに、とくんと心臓が跳ねる。シャツを脱いだトラヴァーズはクラリッサの隣で横になった。意外なほど広くて厚い胸板を前に、クラリッサは大きく目をみはる。

（これが男の人の身体……）

「やっぱり怖いかい？」

　トラヴァーズが気遣うように言った。クラリッサは慌ててぷるぷると首を横に振る。もう仮花嫁から花嫁になったのだから、クラリッサとトラヴァーズを隔てるものは何もない。クラリッサもトラヴァーズと愛を交わしたくて仕方なかった。

　クラリッサは大きく一回深呼吸すると、思い切って手足を投げ出して大の字になった。でもやはり恥ずかしかったから、ぎゅっと瞳を閉じてしまう。裸体を見せつけるような形になり、トラヴァーズが息を呑む気配が伝わってきた。

「綺麗だ……」

　トラヴァーズがつぶやく。彼はクラリッサの髪をいとおしそうにすいた。髪をなでられる気持ちよさにそっと目を開けてみれば、慈しむような表情のトラヴァーズが映った。瞬間、クラリッサは緊張していた自分を恥じた。

（トラヴァーズさまは、こんなにも慈愛に満ちた気持ちで愛を交わそうとしているのに、私ったら何をバカみたいに恥ずかしがったり緊張したりしていたのかしら）

　そう思うと、一気に身体から力が抜けた。クラリッサが切なげに見あげると、トラヴァーズが同じような眼差しでこちらを見る。情欲に濡れた青と紫の瞳がぶつかった。

（お互いに、きっとお互いが欲しいのだわ……）

　クラリッサは細い腕をあげてトラヴァーズの頬に触れた。心なしか熱い彼の頬を手で引き寄せると、トラヴァーズは再びクラリッサの唇に口づけてきた。

「ん、ぅ──」

　湿った唇を開けば、すかさずトラヴァーズの舌が歯列を割って入ってくる。クラリッサが自ら舌を伸ばすと、トラヴァーズはそれをからめ取り、ねっとりと絡み合わせてきた。さらに髪を触っていたトラヴァーズの手が、おもむろに胸の膨らみに触れる。

「あっ……！」

　思わずびくりと身体をすくめ、甘い声をあげたクラリッサ。そんなクラリッサを落ち着かせるように、トラヴァーズがたわわに実った果実のような丘を優しくなでる。

「はっ……んん……」

　初めて他人に触れられる自分の素肌が、トラヴァーズの手によって息づいていくようだった。クラリッサは感慨深げに吐息をついた。トラヴァーズの息もあがっている。

　やがてトラヴァーズの手つきが大胆になっていき、ふくよかな丸みを揉みしだき始めた。トラヴァーズはキスを続けながら、掌と指先を使って乳房を攻め立てる。にぎったり押したりと、刺激に緩急がある。

「や、ん……あ、っ……」

　そうしてこね回すように白い柔肌を揉まれているうちに、敏感な先端がつんと上向いていくのがわかった。目ざとくそれを見つけたトラヴァーズが、親指と人差し指でそこをつまむ。

「ひぅっ」

　甘美な刺激にびくんと震え、クラリッサは背を弓なりに反らせた。身体に電流が走ったかのような衝撃だった。さらになぜか触れられていない下腹部のほうに熱が溜まっていく。それに気づいているのかいないのか、トラヴァーズは乳首を押し潰したりさすったりしている。

「んんっ……や、あ……！」

　クラリッサがあえぎやすいようにトラヴァーズがキスをしていた唇をほどくと、銀糸がつうっとふたりの間を繋いでいた。それが扇情的に映り、いまさらながらクラリッサの頬が赤く染まる。トラヴァーズは頬から耳へと唇を辿らせ、クラリッサの耳殻を舐め回した。

「あ、そこ……や、んっ……」

「クラリッサ……ここが好きかい？　ああ、なんてかわいいんだ……」

　トラヴァーズの熱っぽい声音が、クラリッサの鼓膜を震わせる。卑猥な台詞に身を震わせているクラリッサ。トラヴァーズはちゃぷちゃぷと音を立てながら、耳の穴に舌を挿入した。その間にも手では乳房をいじっている。柔らかくほぐされた乳房はいまや、トラヴァーズの思いのままに形を変えていた。

「君のどこもかしかも美しく、綺麗で、おいしい」

「っ!?　あ、んっ」

　クラリッサは自分の味などもちろん知らなかったから、羞恥に身もだえることになった。先ほどからトラヴァーズは言葉でクラリッサを翻弄してくる。けれどどんな愛撫も気持ちいいもので、やめて欲しいとはまったく思わなかった。

　トラヴァーズは耳を舐め尽くすと、今度は首筋に唇を辿らせていく。つうっと舌を這わせ、ちゅっと赤いあとが散らされた。それは鎖骨に至るまで続けられ、クラリッサはこそばゆい快感に甘いうめき声を漏らした

「あっ……トラヴァーズさ、ま……ん、ぁ……」

「クラリッサ……ここも食べてしまいたい」

　いつの間にかトラヴァーズの顔はクラリッサの胸の辺りにあり、つんととがった赤い実を、彼はぺろりと舌で舐めた。瞬間、ぴりりと身体に衝撃が走った。

「あ、ぅんっ」

　強烈な刺激に、クラリッサはいやいやするように首を振る。けれどトラヴァーズはやめるどころか、ますます執拗に乳頭を攻め立てた。唾液を溜めた口腔に乳輪ごと含むと、舌先でれろれろと転がし始める。未知の感覚に、クラリッサはびくびくと仰け反った。

「やっ……そこ、ダメ……！」

　トラヴァーズは片手で乳房を揉みながら、もう片方の手を腰のラインにすべらせていく。口では未だに乳首を咥えており、今度はちゅぷちゅぷとしごき始める。

「んぁっ、や……は、ぅんっ……」

　敏感になった身体は、どんな愛撫にも簡単に反応してしまう。腰の辺りをなでられただけで、じわりと股間が熱くなるのを感じた。身体の最奥から何か溢れ出てくるみたいで、クラリッサは自分が粗相しているのではないかと不安になった。アソコがいったいどうなっているのか、まったく想像がつかなかったからだ。

「クラリッサ……」

　すっかり固くしこった乳首に吐息を吹きかけられ、ぞくりと悪寒に似た震えが身体を駆け抜ける。クラリッサは先刻よりずっと、シーツをつかんで快感をやり過ごしていた。

　トラヴァーズは身体をずらして、クラリッサの胸より下に向かっていった。まさかという予感に、とろりととろけていたクラリッサの目が大きく見開かれる。トラヴァーズは先ほどから疼いていた秘められた場所を暴こうとしていた。




「そ、そこは──！」

　トラヴァーズの顔が恥丘に迫り、クラリッサは思わず足を閉じていた。しかしトラヴァーズの身体が脚の間に割り込んでいたのでうまくいかない。動揺するクラリッサにトラヴァーズは微笑みながら、やんわりと彼女の太ももを横に押し開いた。トラヴァーズの眼前に、クラリッサの秘所があらわになってしまう。クラリッサは思わず両手で顔を覆っていた。

「君のすべてが見たいんだ、クラリッサ」

「トラヴァーズさま……」

　クラリッサがなんとか羞恥をこらえて覆っていた手を離すと、トラヴァーズが彼女の秘部を眺めている。かーっと、クラリッサの身体が赤く染まっていく。視姦されて、股間が熱く燃え始めた。

「綺麗だよ」

　まるでロマンス小説に出てくるような台詞を耳にして、クラリッサは自分がいまヒロインの立場であることに改めて気づかされる。羞恥のあまりいやいやするように首を横に振ったけれど、トラヴァーズにがっしりと太ももを持ちあげられていて動くことはできなかった。

「そんなこと──ぁっ……！」

　淡い金色の茂みをすくようになでられ、クラリッサは腰を揺らめかせた。媚びるような仕草になってしまったことを恥じたが、トラヴァーズは気にしていないようだった。それどころか、じっくりとクラリッサの花びらを観察している。

「蜜できらきらに光っている。それにいまにもあふれそうだ」

　確かに粗相したかと思うほど股間が潤っているような気はしていたが、まさかそんなことになっているとは思いもしなかった。言葉にされるとより生々しくて、ますます恥ずかしくなった。

「やっ……言わないで……──きゃぅっ！」

　すぅっと割れ目に手を滑らされ、クラリッサはびくびくとシーツの上で身もだえた。ほかの場所への愛撫も素敵だったが、アソコから伝わる感覚はたとえようもなく気持ちがよかった。自分も含め、誰にも触れられたことがないところなのに不思議だった。

「ほら、こんなに」

　トラヴァーズが蜜に濡れた手を掲げてみせる。トラヴァーズの指先から手の平まで透明なクラリッサの愛液がまとわりつき、燭台の炎の光を弾いて浮かびあがっていた。

「や、ぁ……んんっ！」

　クラリッサが再びいやいやしたとき、トラヴァーズの手は花びらから突き出た肉粒に届いていた。包皮に覆われたそこはぷっくりと勃ちあがり、真っ赤に充血してその存在を主張していた。トラヴァーズが敏感な花芯に触れると、クラリッサの身体は電流の衝撃を受けたようにわなないた。

「ここが好きかい？」

　トラヴァーズが花芽を擦ったり押し回したりしているうちに、肉芽は皮がむかれてつんと上向き始める。狂おしいほどの愉悦に支配され、クラリッサは知らず嬌声をあげていた。

「ああっ……聞かないで、くだ……さい……！」

　必死に言葉を紡ぎ出すが、トラヴァーズはやめようとはしなかった。刺激されるたびに、蜜壺からはどっと蜜があふれ出した。トラヴァーズは蜜をすくっては淫芽に塗りつけ、滑りをよくして、クラリッサの感度をさらに高めさせていた。

「んぁっ……や、あ……ん、あぅっ」

「ぬるぬるだ」

　トラヴァーズの吐息が濡れた秘部にかかり、クラリッサがびくりと身体を揺らす。

「なんて甘そうなんだ」

「ぁ……そ、それだけは──んあっ！」

　トラヴァーズの意図に気づいて拒否しようとしたが、もう遅かった。トラヴァーズは舌を突き出すと、クラリッサの赤い実にぺろりとそれを這わせていた。指とは違うぬるりとした感触に、クラリッサはぶるりと身体を震わせた。気持ちいい。

「ああ、クラリッサ。思っていた通りの味だ」

「やぁ……トラヴァーズさまぁ……！」

　トラヴァーズの熱い息と舌の動きに翻弄され、クラリッサは快感に身体をくねらせる。トラヴァーズは舌で花芽を吸ったりつついたりしてきた。きゅんと甘い痺れに襲われて、クラリッサはおかしくなりそうだった。頭の芯がぼうっとしてきて、与えられる快楽以外にはもう何も考えられない。

　じゅっという淫靡な音を立てて、トラヴァーズがクラリッサからあふれた蜜をすする。

「ああ、クラリッサ。君がいとおしくて仕方ない」

「んぅっ……あ、あぅっ……ん、あっ」

　気づけばクラリッサはトラヴァーズの頭を股間に押しつけるように手で押さえていた。いとしいと感じているのはトラヴァーズだけではない。クラリッサも同じだった。こんな恥ずかしい行為を許せるのも、すべてトラヴァーズが相手だからにほかならない。

「ここも、ここも、皆……僕のものだ」

　トラヴァーズはいったん唇を離すと、手でひだをなでたり蜜口に這わせたりしてきた。蜜まみれのクラリッサの秘部は、容易に彼を受け入れてしまう。

「はぅ……あ、ん……ああ、そこ……！」

「ここ？」

　言いながら、トラヴァーズが蜜口に指の腹をあてがってきた。疼いて仕方なかった箇所への愛撫に、クラリッサの声は震える。

「は、い……そこが、もう苦しいほどに、つらくて──んんっ」

「こうしたら楽になるよ」

　トラヴァーズが秘孔に指を一本、挿し込んできた。ずずっと膣壁をこすられる感覚に、クラリッサはいままでにない快楽を覚えた。

「あ、ああ……そこ、や……ダメ……！」

　下肢が熱くなり、指を受け入れやすいよう蜜があふれてくる。トラヴァーズはゆっくりと慣らすように、指の抽挿を始めた。ちゅ、くちゅっと淫猥な音が部屋に響き渡る。

「クラリッサ、少しは楽になった？」

「ん──あ、ぅ……はい、でも……んぁっ」

　確かに指の刺激はクラリッサの奥を満たしたが、物足りないという感覚は拭えない。だけどそんなことを言ったら淫乱だと思われそうでためらった。

「うん。もう一本、大丈夫そうだ」

　膣口が広がってきたからか、トラヴァーズはわかったように指を二本に増やした。人差し指と中指を同時に挿し込まれ、クラリッサは思った以上の質量を感じて身をよじった。

「んぅっ、あ、はぁ……苦しっ……んんっ」

　ずっちゅ、ぬっちゅと、水音がさらに大きくなる。トラヴァーズは指先をかぎ爪のように曲げると、クラリッサのいちばん感じる部分を突いた。途端にクラリッサの身体が熱く燃え、トラヴァーズの動きに合わせて腰を揺らめかせる。

「やぁっ、そこっ、激しっ……ダメ……！」

　つるりとしこった最奥を執拗に刺激され、クラリッサはおもらししたかと思うほど蜜をあふれさせた。愛液は既に割れ目から臀部を伝い、シーツにまでシミを作っていた。

「ああ……クラリッサ。すごい、どんどんあふれてくる」

　トラヴァーズが再び口をつけた。ずずっと淫液をすすり、思い出したように肉芽に吸いついた。二箇所からの刺激に、クラリッサは快感にのたうち回る。

「やあっ、そんなにしちゃっ──あ、ああっ」

　何かが奥から迫りあがってくる気がした。いままでの人生で経験したことのない愉悦に呑み込まれてしまいそうだ。クラリッサは恍惚としてその瞬間を迎えようとしていたが、トラヴァーズが唐突に指を引き抜き、秘部から顔を離してしまう。突然の虚無感を前に、クラリッサは呆気に取られた。

「あ……」

「すまない、クラリッサ。もう僕のほうが我慢できそうにないんだ」

「え──」

　クラリッサがとろけきった目でトラヴァーズを見ると、彼はベッドの上で膝立ちになり、トラウザーズの前をくつろげている。そして現れた未知の雄を前に、クラリッサは驚愕に目を見開くことになった。

「怖いかい？」

　トラヴァーズは苦笑していた。さらけ出された彼の陰茎は既に勃ちあがっており、腹につきそうなほど反り返っていた。それは中性的なトラヴァーズの顔からは想像できないほど雄々しく、硬さと鋭さを兼ね備えていた。クラリッサはごくりと息を呑む。

「い、いいえ……」

　とっさに首を振ったけれど、怖くないと言えば嘘になる。

（あんなにも大きくて太いものが私の中に……？）

　クラリッサはその事実を前に、ぷるりと身体を震わせた。けれど意に反して下肢は期待に濡れ、ひくひくと花びらをうごめかせていた。内奥はじゅくりと蜜をたたえている。

「クラリッサ、ひとつになる前に言っておきたい」

　トラヴァーズが真摯な眼差しを向けてくる。

「僕は君が好きだ。そして誰よりも愛している」

「トラヴァーズさま……！」

　クラリッサは感動に声をかすれさせた。心の中では、なんてロマンチックなシーンだろうと思っていた。愛を交わすことは、愛を確かめ合うことだ。これからする行為は、決して怖いことなんかではない。トラヴァーズと愛し合うのだから。

「トラヴァーズさま、私も好きです。誰よりも愛していますわ」

「クラリッサ」

　トラヴァーズが微笑む。そしてしっとりと濡れた蜜口に、どくどくと脈打つ男根の先端をあてがった。

「痛かったら言ってほしい。無理強いはしたくないから」

「ええ」

　クラリッサはうなずいたけれど、たとえ痛くともやめて欲しいと言う気にはなれないだろうと思った。ひとつになることをこんなにも望んでいる自分に驚きながら。

　クラリッサの返答を確認したトラヴァーズが、ゆっくりと腰を押し進める。

「ん──！」

　膣口が開かれ、媚肉をすって亀頭が割って入ってくる。まだまだきついクラリッサのそこはしかし、充分な潤いをたたえており、彼を容易に受け入れていく。

「あ、ああ……トラヴァーズ、さま……！」

「くっ──クラリッサ……！」

　クラリッサが苦しいと思っている分、トラヴァーズもきつそうだった。ちりちりとした痛みを感じて、クラリッサは顔をしかめた。ず、ずずっと、どんどん竿の部分がクラリッサの中に呑み込まれていく。そして唐突にずりゅっと、トラヴァーズの灼熱の楔がクラリッサを貫いた。

「んぁあ!!」

「クラリッサ……!!」

　瞬間、火花が散ったように目の前がちかちかとして弾け飛ぶ。トラヴァーズは、はあはあと荒い息をついていた。クラリッサは感動と痛みからか、込みあげてくる熱いものを抑えることができなかった。まばたくと、ぽろりと頬を伝って涙がこぼれた。繋がっているということが未だに信じられなかったが、この痛みが愛を確かめ合った証なのだと思った。

「クラリッサ……」

　トラヴァーズはクラリッサに覆い被さり、目元にキスを落とす。そうして次から次から流れる涙を丁寧に舐め取った。クラリッサは吐息をつきながらトラヴァーズの頬に手を添え、キスをねだった。

「トラヴァーズさま……」

　ちゅっと、トラヴァーズが希望通り口づける。キスをすることで、下肢を焼く熱を逃がそうとしていたが、次第に口づけは深くなっていってしまう。気づくと互いに舌を出し、いやらしく絡め合っていた。

「ん、んぅっ……あ──」

「クラリッサ、動いても大丈夫そうかい？」

　急いたようなトラヴァーズの問い。

「気持ちよすぎて死にそうなんだ」

　続けられたトラヴァーズの言葉に、クラリッサはうなずかないわけにはいかなかった。クラリッサもまた、トラヴァーズによって満たされた秘孔が疼いて仕方がなかった。もっともっと、愛を確かめ合いたい。

　トラヴァーズはクラリッサの承諾を確認するや否や、腰を動かし始めた。けれどクラリッサに配慮したのか、それはゆっくりと探るような動きだった。

「あ、やっ、トラヴァーズさ、ま……！」

「クラリッサ、君の中はなんて熱いんだっ」

　トラヴァーズが腰を引いては、深く突きあげるという行為を繰り返す。最初はゆるやかだった抽挿が、次第に律動的になり、クラリッサはがくがくと揺さぶられた。

「あんっ、あ、んぁっ、は、う、んやぁっ」

　そのたびにクラリッサの口からは、甘いあえぎがこぼれ落ちてしまう。ちりちりと焼けるようだった痛みが、いまは快感へと変化しつつあった。どっとあふれた蜜がトラヴァーズの雄に絡みつき、滑りをよくして彼を受け入れやすいようにしていた。クラリッサは陶然となって、必死になって腰を動かすトラヴァーズの首に腕を回していた。トラヴァーズもまた、クラリッサを抱き締めるように折り重なってくる。

「クラリッサ、クラリッサ！」

「ああっ、トラヴァーズさま、トラヴァーズさまぁ！」

　ぱん、ぱんっと、腰が打ちつけられるたびに、うちから湧き起こる愉悦が増していく。先ほど愛撫のさいに感じた何かに再び呑み込まれそうな感覚に陥り、クラリッサは夢中になって自らも腰を振った。

「もういきそうだ──！」

「私もっ……私も、何か……きちゃいます──！」

　トラヴァーズは苦しそうに顔を歪め、クラリッサの最奥にあるつるりとしこった部分を亀頭で突きあげた。瞬間、クラリッサの高まっていたボルテージが弾け飛んだ。

「あああっ!!」

　虚空へ放り出されたような気分だった。高みへのぼり詰めたクラリッサは、あまりの快感に目の前が真っ白になった。がくがくと下肢を震わせる。手足の先までびりびりと痺れるようだった。絶頂へ達したクラリッサの内壁がうごめき、奥へいざなうようにトラヴァーズの肉棒を刺激し始めた。

「ううっ」

　トラヴァーズがうめく。ひときわ強く腰を打ちつけたかと思うと、クラリッサの中で激しく吐精した。鈴口からびゅくびゅくと吐き出された精子が流れ落ち、愛液と混ざり合って白濁となって、たらりと結合部からこぼれていく。

「ああ……クラリッサ──愛している」

　トラヴァーズは繋がったまま、クラリッサを抱き締めた。クラリッサも未だびくびくと快感の余韻に身体を震わせながらも、トラヴァーズの背中に腕を回した。

「ええ……トラヴァーズさま──愛しておりますわ」

　トラヴァーズがいとおしそうに、クラリッサに口づける。クラリッサもそれに応え、ふたりは唇を重ね合った。それはまるで誓いのキスのようだった。

　カーテンの隙間からは、ふたりの関係の幕開けを示すかのように、明け方のまぶしい光が射し込んできていた。






終章　結婚がしたい









　十九歳の誕生日を迎えたばかりのクラリッサ・アーカート・ウィンダミアは、青の装丁に金箔で文字が飾られた分厚い本を閉じた。顔をあげれば、窓の向こうには雪景色が広がっている。寒いとは思っていたが、いつの間にか雪まで降り出していたらしい。午前中からずっと読書に熱中していたため気づかなかった。自室の文机に向かっていたクラリッサは、赤いドレスをまとった身体に、椅子にかけてあったシルクのショールを巻きつけた。ぷるりと身を震わせ、改めて読み終わったばかりの本の表紙を眺める。そこには『王太子の仮花嫁』と書かれていた。国に帰った恋人のトラヴァーズ・スラットリー・オールダムが即行、誕生日と聞きつけて送ってくれたものだった。

「はぁ……やっぱりロマンス小説って素敵」

　恋をしたいまも変わらず、クラリッサはロマンス小説を愛していた。楽しみにしていたエイベル著『王太子の仮花嫁』は彼女の期待を裏切ることなく、とても面白かった。特に手に汗にぎる剣試合や華やかな舞踏会のシーンが秀逸だったと、ひとり顔をほころばせる。いつもならここで本の中のあらゆる展開に自身を投影して楽しむところだったが、クラリッサは唐突な虚無感にさいなまれた。

（トラヴァーズさまに会いたい……）

　その寂しさを埋めるように、クラリッサはロマンス小説を読み返していた。けれど読めば読むほど、なかなかハッピーエンドに至らない自分自身の物語に悲しくなってしまう。

（本のヒロインたちは三百ページも読めばハッピーエンドになるのに……）

　気持ちを通じ合わせたクラリッサとトラヴァーズは結婚の約束を交わし、クラリッサはぶじに仮花嫁から花嫁になったはずだったのだが、ウィンダミア王国とオールダム王国という別の国に住む王族同士、政治的な思惑が絡み、すぐに結ばれることはなかった。特にオールダム王国はいま病に臥した王に代わり、トラヴァーズが王位を継承するかどうか議論がされている最中で、とても花嫁を迎えるどころではないらしい。

（いったい何ページ読めば、私にもハッピーエンドが訪れるのかしら？）

　クラリッサは引き出しから何通もの手紙を取り出した。どれも流麗な文字でクラリッサへの愛がつづられている。差出人はトラヴァーズだった。彼は忙しい合間を縫ってはクラリッサへの手紙を書き、ほとんど毎日送って寄越してきていた。もちろんクラリッサも返事を書いていたが、会えない完全に寂しさを埋めることはやはりできない。

　クラリッサは大仰に嘆息すると、窓の外を眺めた。あの山の向こうにあるオールダム王国に嫁ぐ日を思い描きながら、再び『王太子の仮花嫁』を読み返そうと手に取った。

　そのとき、ドアを控え目にノックする音が聞こえた。

　クラリッサは弾かれたように立ちあがると、転がるように部屋を横切り、戸口に立った。深呼吸すると、祈るような気持ちでドアノブを回す。

「お兄さ──」

「悪かったな」

　この国の王であり兄のヒューバート・アーカート・ウィンダミアだと思っていたクラリッサは白銀の甲冑を前に、あからさまにがっかりした顔をした。目の前に現れたのは、幼馴染みのフェリックス・フォン・ソーンヒルだったからだ。最近、家督を譲り受けてソーンヒル公爵となったフェリックスは、あけっぴろげなクラリッサの態度に目を細めた。

「俺は好きでここにきたんじゃあないぞ！　確かに〝クラリッサ〟にも会いにきたことは事実だが──」

「まだ〝クラリッサ〟にお熱なの？」

　ひやかすように言えば、フェリックスはまんざらでもない様子で頬を緩ませる。

「〝クラリッサ〟はお前とは違って、美しく聡明なんだぜ？　クラリッサ」

　ヒューバートとリリアンの娘〝クラリッサ〟が産まれて以来、フェリックスは彼女にご執心だった。〝クラリッサ〟の専属騎士になるとまで周囲に宣言しているらしい。

（乳児相手に気持ち悪い……）

　誰もの本音がきっとそうであるのだが、とうの本人は歯牙にもかけない。だけどいずれ〝クラリッサ〟が大きくなったとき、どんな形であれ彼女がフェリックスを幸せにしてくれればいいと、かつて彼の愛を受け止めきれなかったクラリッサは思うのだった。

「で、クラリッサ部屋を間違えたのでなかったら、なんの用なの？」

「お前こそ、なんで陛下を待ってたんだよ？」

　なぜか質問を質問で返され、クラリッサは不思議に思ったが、正直に告白した。

「結婚のお許しが出たかと思ったのよ。それかオールダム王国行きにやっと賛成してくださったのかと」

　クラリッサは以前からトラヴァーズの結婚とオールダム王国への訪問を希望していた。けれど王妹という立場、そしてまたまた政治的な思惑が絡み合い、なかなかどちらの許しももらえないでいた。

「そっか。なら朗報だ」

　フェリックスがにやりと笑う。

　きょとんとするクラリッサに、フェリックスが言い継いだ。

「ウィンダミア騎士団とオールダム騎士団の合同演習の話は聞いているだろう？」

「えっと……」

　そう言えば城内でそんな噂を聞いたことがあるような気もする。しかしクラリッサは自分には関係ないと思っていたので、聞き流していた。オールダムという言葉には反応したが、クラリッサが求めているのはトラヴァーズ本人なのだ。なのになぜ朗報なのだろう？

「いまちょうどオールダム騎士団が到着したところなんだぜ」

「それはご苦労さま」

　フェリックスの意図がつかめなくて、儀礼的に言うクラリッサ。もう扉も閉めてしまおうかと思っていた。寒い。

「にぶいやつだな」

　苛立ったようにつぶやくフェリックス。何か核心めいたことに気づいてほしくて、うずうずしているようだった。

「お、おい──！」

　クラリッサが用は済んだとばかりに扉を閉めようとしたとき、フェリックスのうしろに人が立つ気配がした。

「オールダム騎士団の元帥が誰なのか、お忘れかな？」

「……っ!?」（この声──！）

　クラリッサは慌ててドアを開け放した。

　フェリックスが気を利かせて場所を空けると、目の前に会いたくて仕方なかった人物が現れる。そう、トラヴァーズだった。軍服姿だ。

「うそ……!?　だって王位継承のことで忙しくしてるからって……！」

　国内のゴタゴタで忙しい中、元帥自ら演習にやってくるとは思いもしなかったのだ。手紙でもそんなことは少しもにおわせていなかった。

「君を驚かせたかったんだ、クラリッサ」

「トラヴァーズさま……！　驚いたわ!!」

　気づけばクラリッサはトラヴァーズに飛びついていた。目の端には満足そうに去っていくフェリックスのうしろ姿が映っていた。〝クラリッサ〟の元へ行くのだろうと、ぼんやり思った。

　ふたりきりになり、クラリッサとトラヴァーズは戸口で厚い抱擁を交わす。トラヴァーズがクラリッサの腰に手を回し、その華奢な身体を持ちあげた。

「クラリッサ、ああ……会いたかった！」

「私も、私もですわ、トラヴァーズさま……！」

　ふたりは自然に唇を重ねていた。夢にまで見たトラヴァーズとの再会に、クラリッサの心と身体が熱く震える。

　トラヴァーズはクラリッサの身体を下ろすと、彼女の顔を確かめるようにのぞき込んだ。相変わらず中性的な魅力を持つトラヴァーズのほうは、少し疲れているように見えた。クラリッサの胸がきゅんと痛くなる。

「とりあえず寒いから、中に入ってもいいかな？」

「ええ、もちろんですわ！」

　クラリッサはトラヴァーズを部屋に入れると、扉を閉めた。邪魔が入らないよう鍵をかけてしまう。これでメアリーも意図を察して入ってこないだろう。メアリーはあの夜の外泊がばれて以来、クラリッサの動向に厳しくなっていた。

　クラリッサとトラヴァーズは部屋の中で向かい合い、またきつく抱き締め合う。どんなに密着しても、まだまだ足りないような気がしてしまう。ひとつになりきれないような。

「君に何度もこうしてるところを想像していた」

「トラヴァーズさま……」

　私もです！　とは淑女としてとても口にできないクラリッサだったが、ロマンス小説を読むたびに、相手がトラヴァーズだったら……と想像しない日はなかった。

「僕の花嫁」

　その言葉に、クラリッサが複雑な顔をする。トラヴァーズにはその件で直接聞きたいことが山ほどあった。けれどクラリッサが口を開く前に、唐突に抱きかかえられてしまった。

「きゃあ!?」

　足をさらわれ、横抱きにされていた。思わず声をあげたクラリッサに、「しぃ！」とトラヴァーズがいたずらめいたウインクをする。どきんと、クラリッサの心臓が跳ねた。

「寝室はこっち？」

　続きの間を促され、意図を察したクラリッサの身体がドレスと同じぐらい真っ赤に染まる。

「そうですけど……だって、トラヴァーズさま、演習は……？」

「あと回しだ」

　トラヴァーズはクラリッサを寝室へ運ぶと、ベッドの上にそっと下ろした。仰向けに押し倒し、その上から覆い被さった。クラリッサは諦めて身体を弛緩させた。久しぶりだから、ひとつになりたいのはクラリッサも同じだったからだ。

　首筋にトラヴァーズの遠慮のないキスを受けながら、クラリッサは突然「あ！」と思い出して言った。

「『王太子の仮花嫁』ですけど──」

「ハッピーエンドだ。そうだろう？」

　そう言葉を被せられ、クラリッサは納得に顔をほころばせた。








＜了＞










王太子の仮花嫁はロマンス小説みたいな恋がしたい
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